
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 IV編 道路 第 7 章 橋梁工 

9)PC 橋架設工 

土木工事標準積算基準書 令和 5年 8 月 広島県 

IV-661 

5-4-3 機械器具損料 

機械器具損料は、次表を標準とする。 

 表 5.9 機械器具損料  （1 工事当り） 

作業種別 器具名 規格 単位 数量 供用日数 摘要 

横組工 緊張ジャッキ・ポンプ  組 1 H  

（注） 

H= 
n 

×K×1.7 
N 

K：1 工事の径間数 

n：1 径間片締め本数 

N：1 日当りの片締め本数 

1 日当りの片締め本数は、39本を標準とする。 
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5-5 足場工及び防護工 

5-5-1 足場工 

（1） 桁下足場 

桁下足場工は、パイプ吊足場を標準とし、足場工費は次式による。 

なお、工費には側部（朝顔）などの費用も含まれている。 

足場工費＝（L1＋L2X＋Ny）×A （円） 

L1、L2：賃料係数  （表 5.10）（表 5.11） 

X：足場を設置している月数 （月） 

桁下足場の設置月数は、2 箇月を標準とする。 

N：歩掛係数   （表 5.10）（表 5.11） 

y：橋りょう特殊工単価 （円/人） 

A：橋面積   （m2） 

A＝W×L（m2） 

W：全幅員で地覆外縁間距離、壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（m） 

L：橋長（m） 

賃料係数（L1、L2）、歩掛係数（N）は、次表を標準とする。 

 表 5.10 ポストテンション桁用足場賃損料係数（L1、L2）、歩掛係数（N） 

係数 

桁高(m) 

両側朝顔 片側朝顔 両側朝顔 片側朝顔 

L1 L2 L1 L2 N 

1.1≦H＜1.5 235 260 220 250 0.12 0.09 

1.5≦H 245 280 235 270 0.14 0.11 

 表 5.11 プレテンション桁用足場賃料係数（L1、L2）、歩掛係数（N） 

係数 

桁種別 

両側朝顔 片側朝顔 両側朝顔 片側朝顔 

L1 L2 L1 L2 N 

プレテンション桁 165 200 155 190 0.10 0.094 

 

（2） 側部足場 

側部足場（スラブ桁橋）の足場工費は、次式による。 

足場工費＝（140＋165X＋0.24y）×L（円） 

X：足場を設置している月数 （月） 

側部足場（スラブ橋桁）の設置月数は 1 箇月を標準とする。 

y：橋りょう特殊工単価 （円/人） 

L：足場総延長  （m） 
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（3） 橋台・橋脚回り足場ブラケット工 

橋台・橋脚回り足場ブラケット工の足場工費は、次式による。 

足場工費＝（1,600＋900X＋0.38y）×L（円） 

X：足場を設置している月数 （月） 

足場ブラケットの設置月数は、2 箇月（PC コンポ桁 2.5 箇月）を標準とする。 

y：橋りょう特殊工単価 （円/人） 

L：足場総延長  （m） 

足場延長は下式による。 

1 橋脚当り足場延長（m）＝（橋脚幅＋橋脚長）×2 

1 橋台当り足場延長（m）＝橋台幅＋橋台長×2 

橋台・橋脚回り足場ブラケットの算出 

 

参考図 
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5-5-2 防護工 

（1） 板張防護工 

桁下に鉄道、道路等があり、第三者に危害を及ぼす恐れのある場合に設置し、5-5-1(1)で求めた桁下足

場工費に別途計上する。 

なお、工費には、側面防護（朝顔）の費用も含む。 

防護工費(両側朝顔)＝（70＋110X＋0.05y）×A 

防護工費(片側朝顔)＝（65＋100X＋0.04y）×A 

X：防護工設置月数であり、足場設置月数と同じとする。 （月） 

y：橋りょう特殊工単価 （円/人） 

A：防護工必要橋面積  （m2） 

A＝W×L 

W：全幅員で地覆外縁間距離、壁高欄の場合は壁高欄外縁間距離（m） 

L：防護工必要長  （m） 

 

（2） ワイヤーブリッジ防護工 

主桁を架設桁を用いて架設する場合に転落防止及び落下物防止の目的で設置する。 

ワイヤーブリッジ防護工は、「第 IV 編第 7章 3)鋼橋架設工」による。 

 

（3） ネット防護工 

主桁をトラッククレーンを用いて架設する場合に転落防止及び落下物防止の目的で設置する。 

ネット防護工費は次式による。 

ネット防護工費＝（20＋25X＋0.02y）×A 

X：防護工設置月数  （月） 

ネット防護工の設置月数は 1箇月を標準とする。 

y：橋りょう特殊工単価 （円／人） 

A：橋面積   （m2） 

A＝全幅員×橋長 

 

 

5-5-3 登り桟橋工 

登り桟橋工は、「第 IV 編 第 7 章 3)鋼橋架設工」による。 
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6. 支承工 

6-1 機種の選定 

ゴム支承据付に使用する機械の機種・規格は次表を標準とする。 

 表 6.1 機種の選定 

機械名 規格 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 2 次基準値)25t 

（注）1．ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

2．ゴム支承（B タイプ）のみ上記機械を計上する。また現場条件より、これにより難い場合は別

途考慮する。 

6-2 施工歩掛 

ゴム支承据付歩掛は、次表を標準とする。 

 表 6.2 ゴム支承据付歩掛 

支承種類 規格 
1 日当り 

施工量 

編成人員（人/日） 

橋りょう 

世話役 

橋りょう 

特殊工 
普通作業員 

ゴム支承 A タイプ 

（プレテンション床版橋用簡易タイプ） 
 10m 

1 2 2 ゴム支承 A タイプ 

（パッドタイプ） 
60kg/個以下 9 個 

ゴム支承 B タイプ  3 個 

（注）1．上記歩掛には、アンカーバー、アンカーキャップ、スパイラル筋等の据付け、はつり工、無収

縮モルタル充填を含む。 

2．無収縮モルタル材料は、別途計上する。 

6-3 支承モルタル 

支承モルタルは、無収縮モルタル（セメント系）とし、プレミックス製品を標準とする。 

 表 6.3 無収縮モルタルの配合  （1m3 当り） 

名称 規格 単位 数量 

無収縮剤 セメント系プレミックスタイプ kg 1,875 

水  L 338 

（注）上表にはロスを含む。 

6-4 諸雑費 

諸雑費は、支承の据付けに使用する工具等損料及び電力に関する経費等であり、労務費の合計に次表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

 表 6.4 諸雑費率 （％） 

諸雑費率 4 
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7. 落橋防止工 

7-1 機種の選定 

落橋防止装置据付に使用する機械の機種・規格は、次表を標準とする。 

 表 7.1 機種の選定 

機械名 規格 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 2 次基準値)25t 

（注）1．ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

2．現場条件より、これにより難い場合は別途考慮する。 

7-2 施工歩掛 

PC 鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置据付歩掛は、次表を標準とする。 

 表 7.2 落橋防止装置据付歩掛 

種類 1 日当り施工量 
編成人員（人/日） 

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

PC（鋼棒・ケーブル）タイプ 6 組 1 3 1 

7-3 諸雑費 

諸雑費は、落橋防止装置据付けに使用する工具等損料及び電力に関する経費等であり、労務費の合計額に次

表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 表 7.3 諸雑費率 （％） 

諸雑費率 4 
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8. PC 板工（PC コンポ桁のみ） 

PC 板工とは、PC 板支承工、PC 板仮置工、PC 板敷設工、継目工の一連作業で、その内訳は次のとおりである。な

お、PC 板仮置工は、必要な場合に計上する。 

8-1 PC 板支承工 

PC 板と主桁のなじみを得るため及び床版コンクリート打設時の漏れを防ぐために、支承工用目地材、無収

縮モルタルを主桁上に打設する作業であり、PC 板支承工歩掛は次表を標準とする。 

 表 8.1 PC 板支承工歩掛  （両側 100m 当り） 

編成人員（人） 使用材料 

諸雑費率（％） 
橋りょう世話役 普通作業員 

支承工用目地材 

（m） 

無収縮モルタル 

（m3） 

10×15mm プレミックスタイプ 

0.4 1.3 205 0.36 4 

（注)諸雑費は、ハンドミキサー、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

 

無収縮モルタルの配合は、次表を標準とする。 

 表 8.2 無収縮モルタルの配合  （1m3 当り） 

名称 規格 単位 数量 

無収縮剤 セメント系プレミックスタイプ Kg 1,875 

水  L 338 

（注）上表にはロスを含む。 

 

PC 板支承部断面図 

 

参考図 
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8-2 PC 板仮置工 

現場に搬入された PC 板を積載車両から取卸し、一度仮置きした後に敷設する場合に計上するものとし、積

載車両を搬入後も待機させる等により直接敷設することが可能な場合は計上しない。 

PC 板仮置工歩掛は次表を標準とする。 

 表 8.3 PC 板仮置工歩掛  （100 枚当り） 

編成人員（人） 使用機械 

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型（第 2 次基準値） 

25t 吊 

0.8 2.9 0.2 1.3 

（注）上表の機種規格を標準とするが、現場条件等により、これにより難い場合は別途考慮する。なお、

ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

 

8-3 PC 板敷設工 

PC 板を敷設する作業であり、PC 板敷設工歩掛は次表を標準とする。 

 表 8.4 PC 板敷設工歩掛  （10 枚当り） 

編成人員（人） 使用機械 

橋りょう世話役 橋りょう特殊工 普通作業員 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型（第 2 次基準値） 

25t 吊 

0.2 0.9 0.2 0.2 

（注）1．橋梁の側面又は橋台背面より敷設できる場合に適用する。 

2．上表の機種規格を標準とするが、現場条件等により、これにより難い場合は別途考慮する。 

なお、ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

 

8-4 継目工 

PC 板と PC 板の継目に無収縮モルタルを充填する作業であり、継目工歩掛は次表を標準とする。 

 表 8.5 継目工歩掛  （100m 当り） 

編成人員（人） 使用材料 
諸雑費率 

（％） 橋りょう世話役 普通作業員 
無収縮モルタル（m3） 

プレミックスタイプ 

0.1 1.1 0.07 8 

（注）1．諸雑費は、ハンドミキサー、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

2．無収縮モルタルの配合は、表 8.2 を標準とする。 
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9. 床版工（PC コンポ桁のみ） 

床版工とは、型枠工、鉄筋工、コンクリート工、養生工、の一連作業で、その内訳は次のとおりである。 

 

9-1 型枠工 

床版の張出部及び端面部の型枠製作ならびに設置・撤去作業であり、型枠工歩掛は次表を標準とする。 

 表 9.1 型枠工歩掛（100m2 当り） 

編成人員（人） 諸雑費率 

（％） 土木一般世話役 型わく工 普通作業員 

12.1 26.8 11.6 28 

（注）諸雑費は型枠用合板、正割材、正角材、インサート、ボルト、はく離剤、セパレータ、フォームタ

イ、パイプの損料及び張出床版部足場等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた額を上限

として計上する。 

 

9-2 鉄筋工 

床版部の鉄筋加工・組立作業（現場内小運搬を含む）である。 

鉄筋工は、市場単価により別途計上する。 

 

9-3 コンクリート工 

床版にコンクリートを打設する作業である。 

コンクリート工は「第 II 編 第 4 章 1)コンクリート工」による。 

 

9-4 養生工 

床版コンクリート打設後の養生作業である。 

養生工は「第 IV 編 第 7 章 5)鋼橋床板工」による。 

 

10. 架設工程割合 

（1） 架設工程の割合 

架設桁の架設工程の割合は次表を標準とし、架設条件等により日当り架設能力を補正するものとする。 

 表 10.1 架設桁の架設工程割合 

工程 時間の率（％） 

1 桁ジャッキアップ 

2 桁横取り 

3 重量台車上にジャッキおろし 

4 重量台車による運搬 

5 桁前部を架設桁一吊枠に盛かえ 

6 桁後部を架設桁一吊枠に盛かえ 

7 吊おろし 

8 横取り 

9 据付け 

9.4 

12.5 

3.1 

6.3 

15.6 

12.5 

3.1 

12.5 

25.0 

計 100.0 

（注）プレキャストセグメント桁の架設において、上記 1～3 の作業が主桁組立工に含まれるので、プレ

キャストセグメント桁を架設桁で架設する場合は、次の補正率を日当り架設能力に乗じるものとす

る。 

補正率＝1.33［100/（100-9.4-12.5-3.1）］ 
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11. 内訳書及び単価表 

（1） PC 桁材料費 1 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

PC 桁  本 1  

諸雑費  式 1  

計     

 

（2） PC 板材料費（PC コンポ桁のみ）1 枚当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

PC 桁  枚 1  

諸雑費  式 1  

計     

 

（3） トラッククレーンによる PC 桁架設 10 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.1、表 3.2、表 3.3 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 

○○t 吊 
日  〃 機械賃料 

諸雑費  式   

計【S3320】【S3322】     

 

（4） 小運搬（重量台車による方法）内訳書 

名称 規格 単位 数量 摘要 

台車による小運搬費  本  単価表（5） 

軌道工  m  単価表（12） 

機械器具損料  供用日  単価表（6） 

計     

（注）機械器具損料は、横取り引出し設備、軌道設備、橋梁用架設工具について計上する。 

 

（5） 重量台車による小運搬費 10 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.4 1×10 本×W/N 

橋りょう特殊工  〃  〃 8×10 本×W/N 

普通作業員  〃  〃 5×10 本×W/N 

特殊作業員  〃  
表 3.4 1×10 本×W/N  

(必要に応じ計上) 

諸雑費  式 1 表 3.4 

計     

（注）W：桁 1 本当り質量（t） 

N：1 日当り小運搬質量（t/日） 
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（6） 機械器具損料供用 1 日当り単価表（重量台車による桁小運搬） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

横取引出し設備損料  供用日 1  

軌道設備損料  供用日  必要量を計上 

橋梁用架設工具損料  供用日 1  

諸雑費  式 1  

計【S3070089】     

 

（7） ネームプレート（PC 橋用）1枚当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋歴板 PC 橋用 枚 1  

諸雑費  式 1  

計     

 

（8） 架設桁による主桁架設 内訳書 

細別 規格 単位 数量 摘要 

主桁架設  本  単価表（9） 

架設機械据付/解体  回 1 単価表（10） 

架設機械移動  回  単価表（11） 

軌道設置・撤去  m  単価表（12） 

アンカー工  箇所  単価表（13） 

架設機械器具経費  供用日 1 単価表（14） 

諸雑費  式 1  

計     

 

（9） 主桁架設 10 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 4.1 1×10 本×W/N 

橋りょう特殊工  〃  〃 6×10 本×W/N 

普通作業員  〃  〃 3×10 本×W/N 

諸雑費  式 1  

計【S3070001】     

（注）W：桁 1 本当り質量 

N：1 日当り架設質量 

 

（10）架設機械据付・解体 1 回当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 4.2 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型 

(第 2 次基準値)50t 吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計【S3070003】     
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（11）架設機械移動 1 回当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 4.3 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3070005】     

 

（12）軌道設置・撤去 10m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 4.4 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3070007】     

 

（13）アンカー工 1 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 4.5 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

枕木 2.1×0.14×0.2m 本  〃 全損 

ワイヤ 4 号品 φ16A 種 m  〃 〃 

諸雑費  式 1  

計【S3070009】     

 

（14）架設機械器具経費供用 1 日当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

架設桁設備  供用日  式 4.1 による 

桁吊装置設備  〃  〃 

横取り・引出し設備  〃  〃 

軌道設備  〃  〃 

諸雑費  式 1 表 4.6 

計【S3070091】     
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（15）横組工内訳書 

名称 規格 単位 数量 摘要 

鉄筋工  t  単価表（16） 

コンクリート工  m3  
型枠工、養生工含む 

単価表（17） 

PC 工  m  
グラウト工含む 

単価表（19） 

緊張工  ケーブル  単価表（20） 

足場工  式 1  

防護工  〃 1  

支承据付工  m・個  
単価表（27）、単価表（28） 

単価表（29） 

落橋防止工  組  単価表（32） 

計     

 

（16）鉄筋加工・組立 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 5.1 

鉄筋工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

鉄筋  t  
表 5.2、式 5.1 

設計量×(1＋ロス率) 

諸雑費  式 1 表 5.1 

計【S3230】     

 

（17）コンクリート 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 5.4 

特殊作業員  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

生コンクリート  m3  
表 5.5、式 5.2 

設計量×(1＋ロス率) 

コンクリートポンプ車運転  h  表 5.3 

圧送管組立・撤去費  式 1 
単価表（18） 

必要に応じて計上 

特別な養生工  〃 1 必要に応じて計上 

諸雑費  〃 1 表 5.4 

計【S3234】     

 

（18）圧送管組立・撤去費 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

普通作業員  人 0.46×L/40  

諸雑費  式 1  

計     

（注）L はコンクリートポンプ車から作業範囲 30m を超えた部分の圧送管延長とする。 
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（19）PC 工ケーブル 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 5.6 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

PC ケーブル  kg  
表 5.7、式 5.3 

設計量×(1＋ロス率)×単位質量 

諸雑費  式 1 表 5.6 

計【S3240】     

 

（20）緊張工 10 ケーブル当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 5.8 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

定着装置 緊張側（緊張用） 組   

定着装置 
固定側 

（緊張用又は固定用） 
〃   

諸雑費  式 1 表 5.8 

計【S3316】     

 

（21）機械器具損料 1 工事当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

緊張ジャッキ・ポンプ  供用日  表 5.9 

諸雑費  式 1  

計     

 

（22）桁下足場工（ポストテンション・プレテンション桁）1m2当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  5-5-1(1)による 

足場材賃料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3247】【S3248】     

 

（23）側部足場工（スラブ桁橋）1m当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  5-5-1(2)による 

足場材賃料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3249】     
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（24）橋台・橋脚回り足場ブラケット工 1m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  5-5-1(3)による 

足場材賃料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（25）板張防護工（PC 桁橋）1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  5-5-2(1)による 

防護材賃料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3250】     

 

（26）ネット防護工（PC 桁橋）1m2当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  5-5-2(3)による 

防護材賃料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（27）ゴム支承 A タイプ（プレテンション床版橋用簡易タイプ）据付 10m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  
10 

×1 表 6.2 
N 

橋りょう特殊工  〃  
10 

×2 〃 
N 

普通作業員  〃  
10 

×2 〃 
N 

ゴム支承  m2  支承幅(m)×10m 

無収縮モルタル  m3  必要数量計上 

諸雑費  式 1 表 6.4 

計【S3294】     

（注）N：日当り施工数量（m/日） 
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（28）ゴム支承 A タイプ（パッドタイプ）据付 10 個当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  
10 

×1 表 6.2 
N 

橋りょう特殊工  〃  
10 

×2 〃 
N 

普通作業員  〃  
10 

×2 〃 
N 

ゴム支承  個 10  

無収縮モルタル  m3  必要数量計上 

諸雑費  式 1 表 6.4 

計【S3294】     

（注）N：日当り施工数量（個/日） 

 

（29）ゴム支承 B タイプ据付 10 個当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  
10 

×1 表 6.2 
N 

橋りょう特殊工  〃  
10 

×2 〃 
N 

普通作業員  〃  
10 

×2 〃 
N 

ゴム支承  個 10  

無収縮モルタル  m3  必要数量計上 

ラフテレーンクレーン賃料 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型 

(第 2 次基準値)25t 吊 

日  

10 

 表 6.1 
N 

諸雑費  式 1 表 6.4 

計【S3294】     

（注）N：日当り施工数量（個/日） 

 

（30）ジョイントプロテクター（材料費）1 組当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

ジョイントプロテクター  組 1  

諸雑費  式 1  

計【S3070013】     

 

（31）変位制限装置（材料費）1 組当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

変位制限装置  組 1  

諸雑費  式 1  

計【S3070015】     
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（32）落橋防止装置据付 10 組当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  
10 

×1 表 7.2 
N 

橋りょう特殊工  〃  
10 

×3 〃 
N 

普通作業員  〃  
10 

×1 〃 
N 

ラフテレーンクレーン賃料 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型 

(第 2 次基準値)25t 吊 

日  

10 

 表 7.1 
N 

落橋防止装置  組 10  

諸雑費  式 1 表 7.3 

計【S3244】     

（注）N：日当り施工数量（組/日） 

 

（33）PC 板支承工両側 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 8.1 

普通作業員  〃  〃 

支承工用目地材 10×15mm m  〃 

無収縮モルタル  m3  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（34）PC 板仮置工 100 枚当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 8.3 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型(第 2 次基

準値)25t 吊 

日  
表 8.3 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     

 

（35）PC 板敷設工 10 枚当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 8.4 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

PC 板  枚 10  

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型(第 2 次基

準値)25t 吊 

日  
表 8.4 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     
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（36）継目工 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 8.5 

普通作業員  〃  〃 

無収縮モルタル  m3  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（37）型枠工（PC コンポ 床版工）100m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 9.1 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（38）機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 

トラック架装・配管式 

圧送能力 90～100m3/h 

機-3 

機械損料 1 

→コンクリートポンプ車 

(ブーム式 90～110m3/h、配管式 90～100m3/h) 

 運転労務数量 →0.14 

機械損料 2 

→コンクリート圧送管（径 125mm） 

 単位 →m・h 

 数量 →L×1h 

（注）L はコンクリートポンプ車から作業範囲 30m を超えた部分の圧送管延長とする。 
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10) PC 橋片持架設工 

1. 適用範囲 

本資料は、PC 橋のうち最大支間長 170m 以下で、2 主桁の場所打片持架設工（斜張橋は除く）を対象とする。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

準備工       

↓       

脚頭部工        

↓     ↓  

柱頭部支承工     仮固定撤去工 （仮固定 PC 鋼棒の解放、

仮支承の撤去）  ↓     ↓ 

柱頭部工     橋面工  

  ・支保工    ↓  

  ・型枠工    片付け工  

  ・鉄筋工  A 工程    

  ・コンクリート工      

  ・PC 工      

↓ ・柱頭部仮固定工      

片持部工       

  ・作業車据付      

  ・1 ブロックごと施工    

  A 工程      

  ・作業車引戻し工      

↓ ・作業車解体      

側径間部工       

↓ ・A 工程      

中央閉合部工       

  ・A 工程      

       

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

3. 機種の選定 

機械・規格は次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

作業種別 機械名 規格 摘要 

資材吊込 ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第 1 次基準値)25t 
 

金属支承据付 ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第 1 次基準値)45t 
 

作業車組立・解体 ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第 1 次基準値)45t 
 

コンクリート打設 コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式圧送能力 90～110m3/h 

又は 

トラック架装・配管式 圧送能力 90～100m3/h 

 

（注）1．資材吊込とは、支保工、型枠工、鉄筋工及び PC 工等の吊込作業とする。 

2．資材吊込、金属支承据付、作業車据付・解体機械については現場条件によりこれにより難い場

合は、別途考慮する。 

3．各機械の歩掛は、各施工歩掛に含まれている。 

4．ラフテレーンクレーンは賃料とする。 
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4. 脚頭部工 

脚頭部工については、柱頭部工による。 

5. 支保工 

5-1 工法 

工法は、次表を標準とする。 

 表 5.1 工法 

施工場所 作業種別 

柱頭部 ブラケット式 
上支保工 

本体工 

中央閉合部 吊支保工 

張出床版部 枠組支保工 

箱桁内部 枠組支保工 

（注）1．支保工工法の選定にあたっては、立地条件、構造条件、工事規模、工期等を考慮し、それらの

諸条件に適合し、かつ安全で経済的なものを選定する。 

2．側径間部支保工における、くさび結合・支柱支保については、「第 IV 編 第 7 章橋梁工 14)架

設支保工」により別途計上する。 

3．柱頭部、側径間部及び中央閉合部は、下図のとおりとする。 

 

 

<ブラケット式支保工> 
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5-2 支保工設置・撤去歩掛 

支保工の設置・撤去歩掛は、次表を標準とする。 

 表 5.2 支保工設置・撤去歩掛 

名称 単位 

柱頭部 中央閉合部 張出床版部 箱桁内部 

ブラケット式 
吊支保工 枠組支保工 

上支保工 本体工 

10 空 m3 当り 1t 当り 1t 当り 10 空 m3 当り 

橋りょう世話役 人 0.4 0.4 0.4 0.1 

型わく工 〃 0.4 0.2 － 0.1 

橋りょう特殊工 〃 1.3 2.4 2.6 0.5 

普通作業員 〃 1.3 1.6 1.8 0.5 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.3 0.3 0.5 0.1 

諸雑費率 ％ 4 25 22 8 

（注）1．上記歩掛は、現場内小運搬作業を含む。 

2．ブラケット式本体工の質量は、ブラケット、H 形鋼の質量とする。 

3．吊支保工の質量は、鋼材（H 形鋼、I 形鋼、形鋼）とする。 

4．側径間部支保工については、「第 IV 編 第 7 章橋梁工 14)架設支保工」による。 

5．ラフテレーンクレーンは賃料とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第 1 次基準値)25t 吊を標準とする。 

ただし、これにより難い場合は、現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定するこ

とが出来る。 

6．諸雑費は、木材、ブラケット、埋込金具、高力ボルト、PC 鋼材、アンカープレート等の費用で

あり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

7．支保工空 m3 の算出方法は、下記のとおりとする。 

○ブラケット式上支保、張出床版部 

○箱桁内部 

下図着色部の数量とする。 

 

（1） ブラケット式上支保、張出床版部 

支保工空 m3＝着色部断面積×長さ（桁長） 

 
  

■広島市



第 IV編 道路 第 7 章 橋梁工 

10)PC 橋片持架設工 

土木工事標準積算基準書 令和 5年 8 月 広島県 

IV-682 

（2） 箱桁内部 

支保工費を算出する場合の支保工空 m3 数は、下図の着色部の数量とする。 

 

 

5-3 仮設材供用日数 

支保工仮設材の設計供用日数は、次表を標準とする。 

 表 5.3 支保工設計供用日数  （日/1 箇所） 

施工場所 作業種別 供用日数 

柱頭部 
ブラケット式 

上支保工 

本体工 
101 

張出床版部・箱桁内部枠組支保工 80 

側径間部 
くさび結合支保工・支柱支保工 

L≦10 54 

10＜L≦20 72 

20＜L≦30 90 

箱桁内部枠組支保工 64 

中央閉合部 
吊支保工 37 

張出床版部・箱桁内部枠組支保工 37 

（注）1．支保工仮設材損料は、上表供用日数に施工単位当りの損料を乗じたものとする。 

2．柱頭部の施工延長は 12m を標準とする。 

 

5-4 支保工仮設材損料 

支保工仮設材損料は次表を標準とする。 

 表 5.4 支保工仮設材損料 

施工場所 種類 単位 
損料 

（円） 
仮設材内訳 

柱頭部 ブラケット式 
上支保工 円/10 空 m3 日 145 枠組式仮設材 

本体工 円/t 日 80 H 形鋼 

中央閉合部 吊支保工 円/t 日 171 
H 形鋼 

I 形鋼形鋼 

張出床版部 

箱桁内部 
枠組支保工 円/10 空 m3 日 51 枠組式仮設材 

（注）ブラケット本体及び吊支保損料には修理費及び損耗費を含む。 
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側径間くさび結合支保工の賃料は、次式のとおりとする。 

Y=A×x1＋B×x2×10^2 

A、B は係数 

x1：支柱材、横次材、ブレース材の基本料（1 本当り）の合計 

x2：支柱材、横次材、ブレース材の 1 日当り賃料（1 本当り）の合計 

Y:100 空 m3 あたりの仮設材の賃料（円） 

（有効数字 3 桁とし、4 桁目を四捨五入する） 

また、上述の式に代入する部材の規格及び係数を次表に示す。 

 表 5.5 側径間部くさび結合支保工 100 空 m3 当り仮設材賃料算定のための係数、規格表 

側径間部 

延長 

支保耐力 

kN/m2（t/m2） 

支保高さ(m) 

0.6 以上 

1.2 以下 

1.2 超え 

3.6 以下 

3.6 超え 

6.0 以下 

6.0 超え 

8.4 以下 

8.4 超え 

11.0 以下 

11.0 超え 

13.4 以下 

13.4 超え 

15.8 以下 

L≦10 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

A:293,B:168 A:182,B:103 A:152,B:85 A:148,B:83 A:128,B:71 A:131,B:73 A:128,B:72 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

A:327,B:189 A:225,B:124 A:190,B:103 A:160,B:92 A:146,B:82 A:144,B:83 A:141,B:82 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

A:342,B:196 A:262,B:138 A:195,B:108 A:184,B:101 A:159,B:87 A:160,B:88 A:155,B:86 

49.0(5.0)以上 

68.6(7.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

A:455,B:265 A:304,B:160 A:226,B:127 A:212,B:118 A:191,B:106 A:191,B:106 A:186,B:104 

68.6(7.0)以上 

78.5(8.0)以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

A:777,B:364 A:318,B:178 A:236,B:139 A:220,B:128 A:198,B:115 A:196,B:114 A:191,B:112 

10＜L≦20 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

A:293,B:214 A:182,B:131 A:152,B:108 A:148,B:106 A:128,B:90 A:131,B:93 A:128,B:91 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

A:327,B:240 A:225,B:158 A:190,B:132 A:160,B:117 A:146,B:105 A:144,B:106 A:141,B:104 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

A:342,B:250 A:262,B175 A:195,B:138 A:184,B:129 A:159,B:111 A:160,B:112 A:155,B:110 

49.0(5.0)以上 

68.6(7.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

A:455,B:337 A:304,B:204 A:226,B:161 A:212,B:150 A:191,B:135 A:191,B:135 A:186,B:133 

68.6(7.0)以上 

78.5(8.0)以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

A:777,B:464 A:318,B:226 A:236,B:176 A:220,B:163 A:198,B:146 A:196,B:146 A:191,B:143 

20＜L≦30 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

A:293,B:275 A:182,B:169 A:152,B:139 A:148,B:136 A:128,B:116 A:131,B:119 A:128,B:117 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

A:327,B:309 A:225,B:203 A:190,B:170 A:160,B:151 A:146,B:135 A:144,B:136 A:141,B:134 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

A:342,B:322 A:262,B:226 A:195,B:177 A:184,B:166 A:159,B:143 A:160,B:145 A:155,B:141 

49.0(5.0)以上 

68.6(7.0)未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

A:455,B:433 A:304,B:263 A:226,B:207 A:212,B:193 A:191,B:173 A:191,B:174 A:186,B:171 

68.6(7.0)以上 

78.5(8.0)以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

A:777,B:596 A:318,B:291 A:236,B:227 A:220,B:210 A:198,B:188 A:196,B:187 A:191,B:183 

（注）1．1 段目:支柱材の規格、2 段目:横継材の規格、3段目:ブレース材の規格、4 段目:係数とする。 

2．賃料には、張出部支保、橋側足場、養生ネット、作業床、安全通路、昇降設備等を含む。 
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 表 5.6 側径間部支柱支保工 100 空 m3 当り仮設材損料表 （円） 

開口部延長(m) 7 以下 10 以下 13 以下 

側径間部延長 

(m) 

支保耐力 

kN/m2(t/m2) 

支保高さ(m) 支保高さ(m) 支保高さ(m) 

1.5以上 

4.6未満 

4.6以上 

7.6未満 

7.6以上 

10.6 以下 

1.6以上 

4.8未満 

4.8以上 

7.8未満 

7.8以上 

10.8 以下 

1.8 以上 

4.8 未満 

4.8以上 

7.8未満 

7.8以上 

10.8 以下 

L≦10 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 
109,000 69,900 56,300 90,300 56,900 46,600 103,000 66,800 53,800 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 
120,000 75,700 60,200 127,000 80,600 65,200 103,000 66,800 53,800 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 
166,000 106,000 86,400 127,000 80,600 65,200 128,000 83,300 68,800 

49.0(5.0)以上 

58.8(6.0)以下 
166,000 106,000 86,400 159,000 103,000 83,900 151,000 101,000 81,800 

10＜L≦20 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 
121,000 79,200 64,600 103,000 65,500 54,100 117,000 76,900 62,500 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 
136,000 86,700 69,600 144,000 92,300 75,500 117,000 76,900 62,500 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 
186,000 120,000 99,300 144,000 92,300 75,500 144,000 95,300 79,500 

49.0(5.0)以上 

58.8(6.0)以下 
186,000 120,000 99,300 179,000 117,000 96,700 169,000 115,000 94,300 

20＜L≦30 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 
138,000 92,300 76,100 120,000 77,500 64,400 137,000 91,000 74,300 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 
157,000 102,000 82,400 166,000 109,000 89,600 137,000 91,000 74,300 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 
212,000 140,000 117,000 166,000 109,000 89,600 166,000 112,000 94,100 

49.0(5.0)以上 

58.8(6.0)以下 
212,000 140,000 117,000 205,000 137,000 114,000 195,000 135,000 111,000 

 

また、仮設材 1 現場当り修理費及び損耗費は、次式により算出する。 

Y=E×x 

E は係数 

x：H 形鋼の 1t 当り整備費（H形鋼の代表規格は H300 とする） 

Y：支柱支保工 100空 m3・1 現場当り修理費及び損耗費（円） 

（有効数字 3 桁とし、4 桁目を四捨五入する） 

また、上述の式に代入する係数は次表とする。 
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 表 5.7 支柱支保工 100 空 m3・1 現場当り修理費及び損耗費 算定係数 

開口部延長(m) 支保耐力 kN/m2(t/m2) 支保高さ(m) 
修理費及び損耗費 

算定係数 E 

7 以下 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

1.5 以上 4.6 未満 5.23 

4.6 以上 7.6 未満 2.61 

7.6 以上 10.6 以下 1.75 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

1.5 以上 4.6 未満 8.77 

4.6 以上 7.6 未満 4.40 

7.6 以上 10.6 以下 2.94 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

1.5 以上 4.6 未満 8.77 

4.6 以上 7.6 未満 4.40 

7.6 以上 10.6 以下 2.94 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

1.5 以上 4.6 未満 8.77 

4.6 以上 7.6 未満 4.40 

7.6 以上 10.6 以下 2.94 

10 以下 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

1.6 以上 4.8 未満 8.11 

4.8 以上 7.8 未満 4.11 

7.8 以上 10.8 以下 2.78 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

1.6 以上 4.8 未満 8.00 

4.8 以上 7.8 未満 4.09 

7.8 以上 10.8 以下 2.76 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

1.6 以上 4.8 未満 8.00 

4.8 以上 7.8 未満 4.09 

7.8 以上 10.8 以下 2.76 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

1.6 以上 4.8 未満 8.00 

4.8 以上 7.8 未満 4.09 

7.8 以上 10.8 以下 2.76 

13 以下 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 
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6. 支承工 

6-1 金属支承据付工 

金属支承据付工歩掛は、支承質量により、次表を標準とする。 

 表 6.1 金属支承据付工歩掛  （1 個当り） 

名称 単位 
支承質量 

4t 未満 4t 以上 10t 未満 10t 以上 17t 未満 

橋りょう世話役 人 1.2 1.4 1.5 

橋りょう特殊工 〃 4.0 5.3 6.6 

型わく工 〃 1.8 2.8 3.7 

普通作業員 〃 3.5 5.0 6.5 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.7 1.1 1.5 

（注）1．上記歩掛に、無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

2．支承据付材料（無収縮モルタル等）を別途計上する。 

3．ラフテレーンクレーンは賃料とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第 1 次基準値)45t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

6-2 現場塗装工 

現場塗装工は、亜鉛メッキ仕様以外の金属支承を現場で塗装する歩掛で、主桁架設終了後、下塗りのみで据

付けられた支承に中塗り、上塗りをする作業である。 

 表 6.2 現場塗装工歩掛（支承 1t 当り） 

名称 単位 
本支承 

17t 未満 

橋りょう塗装工 人 0.4 

諸雑費率 ％ 10 

（注）1．塗装は 2 回塗り（中塗り、上塗り）とする。 

2．諸雑費は、塗料、希釈剤、刷毛、ウエス等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 
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6-3 柱頭部仮固定工 

6-3-1 柱頭部仮支承工 

柱頭部仮支承工は、鉄筋加工組立、型枠製作・設置・撤去、ラフテレーンクレーンによるコンクリート

打設、仮支承とりこわし及び撤去作業で、歩掛は次表を標準とする。 

 表 6.3 柱頭部仮支承工歩掛（コンクリート 10m3 当り） 

名称 単位 数量 

土木一般世話役 人 16.0 

特殊作業員 〃 22.8 

鉄筋工 〃 4.8 

型わく工 〃 7.2 

普通作業員 〃 23.9 

ラフテレーンクレーン運転 日 1.2 

諸雑費率 ％ 6 

（注）1．上記歩掛には、現場内小運搬作業は含まれる。 

2．上記歩掛には、はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

3．コンクリート打設については、ラフテレーンクレーンによる打設を標準とする。 

4．コンクリート殻処理費は、別途計上する。 

5．ラフテレーンクレーンは賃料とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第 1 次基準値)25t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

6．諸雑費は、組立結束線、スペーサ、型枠用合板、さん木、角材、釘、型枠油、はく離剤、チゼ

ルの損耗費、異形棒鋼等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計

上する。 

 

6-3-2 コンクリート使用量 

コンクリート使用量は、次式による。 

使用量（m3）＝設計量（m3）×（1＋K）・・・式 6.1 

K：ロス率 

 表 6.4 ロス率（K） 

ロス率 ＋0.02 
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6-3-3 剛結工 

橋脚と柱頭部を PC 鋼棒で緊結する作業である。 

（1） PC 鋼棒工 

「11-1 PC 鋼棒工」による。 

（2） PC 鋼棒継手工 

「11-2 PC 鋼棒継手工」による。 

（3） PC 鋼棒定着工 

「11-3 PC 鋼棒定着工」による。 

（4） PC 鋼棒緊張工 

「11-4 PC 鋼棒緊張工」による。 

（5） PC 鋼棒解放工 

PC 鋼棒解放工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 6.5 PC 鋼棒解放工（10 箇所当り） 

名称 単位 
縦締数量 

φ32 

橋りょう世話役 人 0.5 

橋りょう特殊工 〃 3.3 

普通作業員 〃 1.4 

 

6-4 側径間部支承据付工（ゴム支承据付工） 

ゴム支承据付工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 6.6 ゴム支承据付工歩掛（1 個当り） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 0.4 

橋りょう特殊工 〃 1.8 

型わく工 〃 0.4 

普通作業員 〃 1.1 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

（注）1．ゴム支承は、ラーメン橋側径間部に設置するゴム支承を標準とする。 

2．上記歩掛にアンカーボルト、アンカーキャップ、スパイラル筋の設置及び無収縮モルタル充填

等の作業は含まれる。 

3．支承据付材料（無収縮モルタル等）を別途計上する。 

4．ラフテレーンクレーンは賃料とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第 1 次基準値)25t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 
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7. 片持架設工 

7-1 作業車据付・解体工 

作業車据付・解体歩掛は、次表を標準とする。 

 表 7.1 作業車据付・解体歩掛（1 台 1 回当り） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 9.1 

橋りょう特殊工 〃 61.7 

普通作業員 〃 51.3 

ラフテレーンクレーン運転 日 13.2 

諸雑費率 ％ 35 

（注）1．上記労務及びラフテレーンクレーン歩掛は、据付及び解体の合計であり、構成は据付 60％、解

体 40％である。 

2．上記歩掛に付属設備等の据付・解体作業は含まれる。 

3．作業車据付・解体所要日数は、26 日を標準とする。 

4．2 台同時据付を標準とする。 

5．ラフテレーンクレーンは賃料とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第 1 次基準値)45t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

6．諸雑費は、作業車付属設備（屋根材料費、床材料費、防護設備費、足場材料費）等の費用であ

り、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

7-2 作業車移動・据付工 

作業車の移動・据付歩掛は、次表を標準とする。 

 表 7.2 作業車移動・据付歩掛（1 台 1 回当り） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 0.5 

橋りょう特殊工 〃 1.2 

普通作業員 〃 1.5 

諸雑費率 ％ 33 

（注）諸雑費は、木材、PC 鋼棒、定着具等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

7-3 作業車クライミング工 

作業車クライミング工とは、作業車の下部構造を引上げる作業で、歩掛は次表を標準とする。 

 表 7.3 作業車クライミング工歩掛（1 台 1 回当り） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 1.0 

橋りょう特殊工 〃 5.5 

普通作業員 〃 7.0 

 

7-4 作業車引戻工 

作業車引戻工は、作業車を解体位置まで引き戻す作業で、歩掛は次表を標準とする。 

 表 7.4 作業車引戻工歩掛（10m 当り） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 0.5 

橋りょう特殊工 〃 1.1 

普通作業員 〃 1.1 
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8. 型枠工 

8-1 鋼製型枠材料費（型枠製品費） 

鋼製型枠材料費（製作費及び塗装費含む）は、共通仮設費及び現場管理費の対象外とする。 

8-2 型枠製作、設置・撤去 

型枠製作、設置・撤去歩掛は、次表を標準とする。 

 表 8.1 型枠製作、設置・撤去歩掛 （10m2 当り） 

名称 単位 

柱頭部 

側径間部 

中央閉合部 

片持部 
柱頭部片持

部 

外型枠 

底型枠 
内型枠 

（鋼製） 

外型枠 

底型枠 

内型枠 小口型枠 

土木一般世話役 人 0.4 

型わく工 〃 3.2 

普通作業員 〃 1.6 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

諸雑費率 ％ 13 

（注）1．上記歩掛には、はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

2．片持部の外型枠、底型枠は鋼製を、それ以外については木製とする。 

また、鋼製については設置・撤去のみの歩掛である。 

3．鋼製型枠製作費は、別途計上とする。 

4．ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型(第 1 次基準値) 25t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に

適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

5．諸雑費は、型枠用合板、さん木、角材、釘、はく離剤等の費用であり、労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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9. 鉄筋工 

9-1 加工・組立歩掛 

鉄筋加工・組立 1t 当り歩掛は、次表を標準とする。 

 表 9.1 鉄筋加工・組立歩掛（1t 当り） 

名称 単位 数量 

土木一般世話役 人 0.5 

鉄筋工 〃 3.4 

普通作業員 〃 1.9 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.2 

諸雑費率 ％ 2 

（注）1．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

2．ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型(第 1 次基準値)25t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に

適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

3．諸雑費は、組立結束線、スペーサ等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を

上限として計上する。 

 

9-2 鉄筋使用量 

鉄筋の使用量は、次式による。 

使用量（t）＝設計量（t）×（1＋K）・・・式 9.1 

K：ロス率 

 表 9.2 ロス率（K） 

ロス率 ＋0.05 
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10. コンクリート工 

10-1 コンクリートポンプ車打設歩掛 

コンクリートポンプ車による打設は、次表を標準とする。 

 表 10.1 コンクリートポンプ車打設歩掛（10m3 当り） 

名称 単位 数量 

土木一般世話役 人 0.3 

特殊作業員 〃 1.6 

普通作業員 〃 1.4 

コンクリートポンプ車運転 h 1.8 

諸雑費率 ％ 8 

（注）1．コンクリートポンプ車による打設以外は、別途考慮とする。 

2．上記歩掛に表面仕上、散水養生、端面処理、準備及び後片付け作業等を含む。 

3．コンクリートの 1 日当り打設量は 40m3 を標準とする。 

4．配管打設は、100m 程度の圧送管組立・撤去労務及び損料を含むものとし、100m 以上の圧送管組

立・撤去を必要とする場合は「第 II 編 第 4 章 1)コンクリート工」の設置・撤去労務による。 

5．ブーム打設は、桁下空間が確保でき、打設高さ 20m 以下、投入水平距離 20m 以下の場合に適用

する。 

6．諸雑費は、マット、養生剤、凝結遅延剤、モルタル等の費用であり、労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

10-2 コンクリート使用量 

コンクリート使用量は、次式による。 

使用量（m3）＝設計量（m3）×（1＋K）・・・式 10.1 

K：ロス率 

 表 10.2 ロス率（K） 

ロス率 ＋0.03 
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11. PC 工 

11-1 PC 鋼棒工 

PC 鋼棒工は、PC 鋼棒、シースの加工組立、PC 鋼棒挿入及びグラウト材の練混ぜ、注入等の作業で、歩掛は

次表を標準とする。 

 表 11.1 PC 鋼棒工歩掛  （PC 鋼棒 1t 当り） 

名称 単位 
φ26（1B26A、1B26B） φ32（1B32A、1B32B） 

横・鉛直斜締 縦・横・鉛直斜締 

橋りょう世話役 人 1.7 1.6 

橋りょう特殊工 〃 14.6 13.4 

普通作業員 〃 9.7 7.3 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.5 

諸雑費率 ％ 11 

（注）1．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

2．ラフテレーンクレーンは賃料とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第 1 次基準値)25t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

3．諸雑費は、鋼製シース、グラウト材（超低粘性型）、ビニルテープ、結束線及びシース棚筋等

の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

11-2 PC 鋼棒継手工 

PC 鋼棒継手工は、緊張されていない PC 鋼棒に PC 鋼棒を継ぎたす作業（普通継手）又は、緊張された PC 鋼

棒を一次定着（緊張側、固定側共）した後、さらにその鋼棒を継ぎたして行く作業（G継手）で、歩掛は次表

を標準とする。 

 表 11.2 PC 鋼棒継手工歩掛  （10 箇所当り） 

名称 単位 

縦締 

普通継手 G 継手 

φ32（1B32A、1B32B） 

橋りょう世話役 人 0.4 

橋りょう特殊工 〃 1.4 

普通作業員 〃 0.8 

諸雑費率 ％ 6 

（注）諸雑費は、グラウトホース、ビニルテープ等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

 

11-3 PC 鋼棒定着工 

PC 鋼棒定着工は、固定側の定着装置を組立て、型枠に取付ける作業であり、歩掛は次表を標準とする。 

 表 11.3 PC 鋼棒定着工歩掛  （10 箇所当り） 

名称 単位 
φ26（1B26A、1B26B） φ32（1B32A、1B32B） 

横・鉛直斜締 縦・横・鉛直斜締 

橋りょう特殊工 人 1.2 1.1 

諸雑費率 ％ 19 

（注）諸雑費は、グラウトホース、ビニルテープ及び結束線等の費用であり、労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 
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11-4 PC 鋼棒緊張工 

PC 鋼棒緊張工は、緊張側の定着装置の取付け及び PC 鋼棒の緊張作業で、歩掛は次表を標準とする。 

 表 11.4 PC 鋼棒緊張工歩掛  （10 箇所当り） 

名称 単位 
φ26（1B26A、1B26B） φ32（1B32A、1B32B） 

横・鉛直斜締 縦・横・鉛直斜締 

橋りょう世話役 人 0.7 0.8 

橋りょう特殊工 〃 3.3 4.6 

普通作業員 〃 2.0 2.0 

諸雑費率 ％ 4 

（注）諸雑費は、グラウトホース、ビニルテープ等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

11-5 PC ケーブル工 

11-5-1 PC ケーブル工歩掛 

PC ケーブル工は、PC ケーブル、シースの加工組立、PC ケーブル挿入及びグラウト材の練混ぜ、注入等

の作業で、歩掛は次表を標準とする。 

 表 11.5 PC ケーブル工歩掛  （ケーブル 1t 当り） 

名称 単位 

縦締 横締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 

2,200kN(225t)型(12S12.7B) 
570kN(60t)型(1S21.8) 

橋りょう世話役 人 4.1 4.4 

橋りょう特殊工 〃 21.8 20.7 

普通作業員 〃 15.8 17.0 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.6 

諸雑費率 ％ 18 

（注）1．上記歩掛に、現場内小運搬作業は含まれる。 

2．ラフテレーンクレーンは賃料を標準とし、ラフテレーンクレーン規格は、油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型(第 1 次基準値)25t 吊を標準とする。ただし、これにより難い場合は、現場条件に

適した規格のラフテレーンクレーンを選定することが出来る。 

3．諸雑費は、シース、グラウト材（超低粘性型）、ビニルテープ、結束線及びシース棚筋等の費

用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

11-5-2 PC ケーブル使用量 

PC ケーブル使用量は、次式による。 

使用量（t）＝設計量（t）×（1＋K）・・・式 11.1 

K：ロス率 

 表 11.6 ロス率（K） 

ロス率 ＋0.06 
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11-6 PC ケーブル定着工 

PC ケーブル定着工は、PC ケーブルを片引きする場合に固定側の定着装置を組立て、取付けする作業であ

り、歩掛は次表を標準とする。 

 表 11.7 PC ケーブル定着工歩掛  （10 箇所当り） 

名称 単位 

縦締 横締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 

2,200kN(225t)型(12S12.7B) 
570kN(60t)型(1S21.8) 

橋りょう特殊工 人 3.0 1.2 

諸雑費率 ％ 18 41 

（注）諸雑費は、定着部型枠、グラウトホース、ビニルテープ等の費用であり、労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

11-7 PC ケーブル緊張工 

PC ケーブル緊張工は、緊張側の定着装置の組立、取付け及び PC ケーブルの緊張作業で、歩掛は次表を標準

とする。 

 表 11.8 PC ケーブル緊張工歩掛  （10 箇所当り） 

名称 単位 

縦締（両引き） 縦締（片引き） 横締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 

2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型 

(1S21.8) 

橋りょう 

世話役 
人 1.1 1.5 0.7 

橋りょう 

特殊工 
〃 6.6 8.7 3.1 

普通作業員 〃 3.0 5.3 1.8 

諸雑費率 ％ 6 13 

（注）諸雑費は、定着部型枠、グラウトホース、結束線、ビニルテープ等の費用であり、労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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12. 足場及び防護工 

足場及び防護工等は、次式とする。 

M=  
SX 

＋Ny  ×A 
m 

M：施工費 

S：損料係数（表 12.1～表 12.4） 

X：供用総月数 

m：1 工事での使用回数 

N：歩掛係数（表 12.1～表 12.4） 

y：橋りょう特殊工単価（円/人） 

A：施工量 

12-1 柱頭部足場工 

柱頭部の足場についての歩掛は、次表を標準とする。 

 表 12.1 柱頭部足場工  （柱頭部橋面積 1m2 当り） 

桁高 S N 

柱頭部桁高 6m 未満 728 0.36 

柱頭部桁高 6m 以上 951 0.71 

（注）上記歩掛は、橋側足場を含む。 

12-2 橋側足場工 

中央閉合部の支保工上に設置する足場で、歩掛は次表を標準とする。 

 表 12.2 橋側足場工（施工延長 1m 当り） 

S N 

510 0.17 

 

12-3 橋面手摺工 

橋面手摺についての歩掛は、次表を標準とする。 

 表 12.3 橋面手摺工（施工延長 1m 当り） 

S N 

265 0.054 

 

12-4 防護工 

防護工歩掛については、次表を標準とする。 

 表 12.4 防護工（防護面積 1m2当り） 

S N 

55 0.017 
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13. 機種の選定 

PC 橋片持架設工に使用する機種・規格は、次表を標準とする。 

 表 13.1 機種の選定  （1 工事当り） 

作業種別 機械名 規格 単位 数量 
供用

日数 
摘要 

損料額 

（円/供用日） 

柱頭部仮支承工 

コンクリートバイ

ブレータ 

(肩掛け(軽便)) 

 台   コンクリート工に含む 

2,100 
コンクリートブレ

ーカ 
 〃 1 D  

空気圧縮機  〃 1 D  

PC 鋼棒解放工 
緊張ジャッキ・ポ

ンプ 
 〃   PC 工に含む ― 

作業車据付・解体工 

片持架設用移動作

業車 
 〃 1 B 

改造費は別途 

持込み台数分計上 
別途 

場所打桁架設工具  式 1 C  8,600 

作業車クライミング工 チェーンブロック 5t 吊 台 1 B  199 

主
桁
製
作
用
雑
器
具 

型枠工 
電気丸のこ  〃 1 A  

241 
電気ドリル  〃 1 A  

鉄筋工 

鉄筋切断機 1.5kW 〃 1 A  

3,580 

鉄筋曲げ機 2.2kW 〃 1 A  

鉄筋加工台  〃 1 A  

ガス切断機  〃 1 A  

電気溶接機  〃 1 A  

コンクリート工 

コンクリートバイ

ブレータ 

(肩掛け(軽便)) 

 〃 6 A  
1,800 

高圧洗浄機 3.7kW 〃 1 A  

PC 工 

緊張ジャッキ・ポ

ンプ 
 〃 (注)2 A’  別途 

グラウトミキサ・

ポンプ・ウイン

チ、グラウト流量

計、空気圧縮機、

水槽、真空ポンプ 

 組 (注)2 A’  25,900 

全体 発動発電機 
37/45k

VA 
〃 1 A 発動発電機使用の場合 2,660 

（注）1．上表は、PC 橋片持架設工における 1 工事当り（作業車 2 台同時施工時）に使用する機種・数量

を示しており、各機種の供用日数は、「13-2」により算定し、計上するものとする。 

商用電源を使用せず発動発電機を使用する場合は、発動発電機を計上する。 

2．緊張ジャッキ・ポンプの数量については「13-1」による。 
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13-1 PC 工における緊張ジャッキ、緊張ポンプ、グラウトミキサ、グラウトポンプ、ウインチ、グラ

ウト流量計、空気圧縮機、水槽、真空ポンプの台数は下表を標準とする。 

1)  使用するケーブルシステムがバーシステムのみの場合 

同時に施工する

作業車の台数 
使用する PC 鋼材の種類 ジャッキの種類 

ジャッキポンプの

台数 

グラウトミキサ・ポ

ンプ・ウインチ・グ

ラウト流量計・空気

圧縮機・水槽・真空

ポンプの組数 

2 

φ26(1B26A、1B26B)のみ 50t 4 

1 
φ32(1B32A、1B32B)のみ 70t 4 

φ26(1B26A、1B26B)、 

φ32(1B32A、1B32B)混用 

50t 2 

70t 3 

4 

φ26(1B26A、1B26B)のみ 50t 6 

2 
φ32(1B32A、1B32B)のみ 70t 6 

φ26(1B26A、1B26B)、 

φ32(1B32A、1B32B)混用 

50t 3 

70t 4 

（注）グラウトポンプ・ミキサ・ウインチ等 1 組当りの内訳は、ポンプとミキサ、ウインチ、グラウト流

量計、空気圧縮機、水槽、真空ポンプ各 1 台である。 

 

2)  各種ケーブルシステム混用の場合 

同時に施工する

作業車の台数 
使用する PC 鋼材の種類数 ジャッキ・ポンプの台数 

グラウトミキサ・ポンプ・ウイ

ンチ・グラウト流量計・空気圧

縮機・水槽・真空ポンプの組数 

2 

2 

縦 2 

1 

横 
1 

鉛直 

3 

縦 2 

横 
1 

鉛直 

4 

2 

縦 4 

2 

横 
2 

鉛直 

3 

縦 4 

横 
2 

鉛直 

（注）グラウトポンプ・ミキサ・ウインチ等 1 組当りの内訳は、ポンプとミキサ、ウインチ、グラウト流

量計、空気圧縮機、水槽、真空ポンプ各 1 台である。 
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13-2 供用日数 

A：主桁製作用雑器具 

供用日数＝最初柱頭部施工日数＋ 

 

B 
＋最終側径間部施工日数＋最終中央閉合部施工日数 

 片持架設用移

動作業車台数 

 

A’：PC 工用機器 

供用日数＝最初柱頭部施工日数＋ 

  （23 日） 

B 
＋最終側径間部施工日数＋最終中央閉合部施工日数 

 片持架設用移

動作業車台数 

 

B：片持架設用移動作業車延供用日数＝52×P＋1 ブロック当り施工日数×n＋S（必要な場合計上） 

P：橋脚数 

n：総施工ブロック数 

S：片持架設用移動作業車引戻日数＝n×0.18（小数点以下切上げ） 

計算例 

A’：PC 工用機器 

供用日数＝23 日＋263 日/2 台＋54 日＋37 日＝245.5 日≒246 日 

B：片持架設用移動作業車延供用日数 

供用日数＝52×1 橋脚＋13 日×16 ブロック＋（16 ブロック×0.18）＝262.9 日≒263 日 

C：場所打桁架設工具供用日数＝片持架設用移動作業車据付・解体日数＋1×移動回数 

D：仮支承撤去日数 

また、各工程標準施工日数は、下表のとおりとする。 

作業種別 

施工日数 

作業車 2 台同時施

工時 

作業車 4 台同時施

工時 

柱頭部施工 101（23） 202（23） 

片持架設用移動作業車据付・解体 
据付 19 38 

解体 7 14 

1 ブロック当り施工 13 

側径間部施工 

L≦10 54 108（54） 

10＜L≦20 72 144（72） 

20＜L≦30 90 180（90） 

中央閉合部施工 37 

仮支承撤去 12 

（注）1．PC 工用機器（緊張ジャッキ・ポンプ、グラウトミキサ、グラウトポンプ、ウインチ、グラウト

流量計、空気圧縮機、水槽、真空ポンプ）について、柱頭部施工日数は（ ）内の日数とする。 

2．柱頭部の施工延長は 12m を標準とする。 

 

13-3 諸雑費 

諸雑費は、電力に関する経費であり、機械器具損料の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

なお、機械器具損料に片持架設用移動作業車改造費は含まない。 

 諸雑費率 （％） 

商用電源を使用する場合 1 

発動発電機を使用する場合 2 
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14. 単価表 

（1） 柱頭部ブラケット式上支保工、張出床版部・箱桁内部枠組支保工 10空 m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 5.2 

型わく工  〃  〃 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

仮設材損料 枠組支保 10 空 m3・日  表 5.3 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 5.2、機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（2） 柱頭部ブランケット式本体工、中央閉合部吊支保工 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 5.2 

型わく工  〃  〃 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

仮設材損料 I 形鋼、H 形鋼、形鋼 t・日  表 5.3 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 5.2、機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（3） くさび結合支保工（側径間部）100 空 m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  

「第 IV 編 第 7 章 

14)架設支保工」 

表 3.2 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
日  〃、機械賃料 

くさび結合支保仮設材賃料 

支保耐力 kN/m2（t/m2） 

側径間部延長 m 

支保高さ m 

空 m3  表 5.5 

諸雑費  式 1  

計     
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（4） 支柱支保工（側径間部）損料 100 空 m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  

「第 IV 編 第 7 章 

14)架設支保工」 

表 4.1 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
日  〃、機械賃料 

支柱支保仮設材損料 

開口部延長 m 

支保耐力 kN/m2（t/m2） 

側径間部延長 m 

支保高さ m 

空 m3  

表 5.6、表 5.7 

「第 IV 編 第 7 章 

14)架設支保工」 

表 5.1 

諸雑費  式 1  

計     

 

（5） 金属支承据付工 1 個当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 6.1 

橋りょう特殊工  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

支承据付材料  式 1 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)45t 吊 
日  表 6.1、機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     

 

（6） 現場塗装工支承 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう塗装工  人  表 6.2 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（7） 柱頭部仮支承工コンクリート 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 6.3 

特殊作業員  〃  〃 

鉄筋工  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

生コンクリート  m3  式 6.1、表 6.4 

コンクリート殻処理費  式 1 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 6.3、機械賃料 

諸雑費  式 1 表 6.3 

計     
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（8） PC 鋼棒解放工 10 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 6.5 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（9） ゴム支承据付工 1 個当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 6.6 

橋りょう特殊工  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

支承据付材料  式 1 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 6.6、機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     

 

（10）作業車据付・解体工 1 台 1 回当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 7.1 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)45t 吊 
日  表 7.1 機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（11）作業車移動据付工 1 台 1 回当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 7.2 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（12）作業車クライミング工 1 台 1回当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 7.3 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

■広島市



第 IV編 道路 第 7 章 橋梁工 

10)PC 橋片持架設工 

土木工事標準積算基準書 令和 5年 8 月 広島県 

IV-703 

（13）作業車引戻工 10m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 7.4 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（14）鋼製型枠材料費 1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

材料費  m2 1  

諸雑費  式 1  

計     

 

（15）型枠製作、設置・撤去 10m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 8.1 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  〃、機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（16）鉄筋加工・組立 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 9.1 

鉄筋工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

棒鋼  t  式 9.1、表 9.2 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 9.1、機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（17）コンクリートポンプ車打設 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 10.1 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

生コンクリート  m3  式 10.1、表 10.2 

コンクリートポンプ車運転  h  表 10.1、機械損料 

圧送管組立・撤去費  式 1 
(18)単価表 

必要に応じて計上 

諸雑費  〃 1 表 10.1 

計     
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（18）圧送管組立・撤去費 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

普通作業員  人 0.46×L/40  

諸雑費  式 1  

計     

（注）L はコンクリートポンプ車から作業範囲 100m を超えた部分の圧送管延長とする。 

 

（19）PC 鋼棒工 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 11.1 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

PC 鋼棒 φ○○ t 1  

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 11.1、機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（20）PC 鋼棒継手工 10 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 11.2 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

継手装置 普通・G 継手 組 10  

諸雑費  式 1 表 11.2 

計     

 

（21）PC 鋼棒定着工 10 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 11.3 

定着装置 固定側（緊張用又は固定用） 組 10  

諸雑費  式 1 表 11.3 

計     

 

（22）PC 鋼棒緊張工 10 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 11.4 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

定着装置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸雑費  式 1 表 11.4 

計     
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（23）PC ケーブル工 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 11.5 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

PC ケーブル  t  式 11.1、表 11.6 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
日  表 11.5、機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（24）PC ケーブル定着工 10 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 11.7 

定着装置 固定側（緊張用又は固定用） 組 10  

諸雑費  式 1 表 11.7 

計     

 

（25）PC ケーブル緊張工 10 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 11.8 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

定着装置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸雑費  式 1 表 11.8 

計     

 

（26）柱頭部足場工 1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 12.1 

足場材損料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（27）橋側足場工 1m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 12.2 

足場材損料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計     
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（28）橋面手摺工 1m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 12.3 

足場材損料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（29）防護工 1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 12.4 

防護材損料  月  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（30）機械器具損料 1 工事当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

コンクリートブレーカ  日  表 13.1 

空気圧縮機  〃  〃 

片持架設用移動作業車  〃  〃 

片持架設用移動作業車改造費  台 持込み台数 〃 

場所打桁架設工具  日  〃 

チェーンブロック 5t 吊 〃  〃 

主桁製作用雑器具  〃  〃 

緊張ジャッキ・ポンプ  〃  〃 

グラウトミキサ・ポンプ・グ

ラウト流量計・空気圧縮機・

水槽・真空ポンプ 

 〃  〃 

発動発電機 
排出ガス対策型(第 1 次基準値) 

37/45kVA 
〃  〃必要に応じて計上 

諸雑費  式 1 13-3 

計     

 

（31）機械運転単価表 

名称 規格 適用単価表 摘要 

コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 

 

トラック架装・配管式 

圧送能力 90～100m3/ｈ 

機-3 

運転労務数量→0.14 

機械損料 1→コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 

トラック架装・配管式 

圧送能力 90～100m3/ｈ 

機械損料 2 

→コンクリート圧送管（径 125mm） 

 単位→m・h 

 数量→L×1h 

（注）L はコンクリートポンプ車から作業範囲 100m を超えた部分の圧送管延長とする。 
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11) ポストテンション場所打ホロースラブ橋工 

1. 適用範囲 

本資料は、ポストテンション場所打ホロースラブ橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法による PC 定着工法）

に適用する。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

架設支保設置 

↓ 

支承取付 

↓ 

型枠製作・設置（底部・側部・端部） 

↓ 

定着部型枠製作・設置 

↓ 

落橋防止装置取付 

↓ 

鉄筋加工・組立 

↓ 

PC ケーブル挿入およびシースの切断・組立・挿入 

↓ 

円筒型枠設置 

↓ 

コンクリート打設 

↓ 

コンクリート養生 

↓ 

PC ケーブル緊張 

↓ 

グラウト注入 

↓ 

型枠撤去 

↓ 

架設支保撤去 

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

 図 2.1 施工フロー 

 

3. 施工歩掛 

3-1 コンクリート工 

3-1-1 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
台 1  
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3-1-2 施工歩掛 

コンクリート 10m3 当りの型枠（R 付含む）の製作・設置・撤去、コンクリート打設、表面仕上、養

生、円筒型枠設置の歩掛は、次表を標準とする。 

ただし、次表は早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。 

なお、次表には型枠等の資材吊込を含む。 

 表 3.2 コンクリート工歩掛  （コンクリート 10m3 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人 0.9  

型わく工  〃 4.4  

とび工  〃 0.2  

特殊作業員  〃 0.6  

普通作業員  〃 3.8  

生コンクリート  m3 10.2 （注）1 

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日 0.06  

諸雑費率  ％ （7）8 （注）4、5 

（注）1．生コンクリートのロス率は、+0.02 として上表に含まれている。 

2．円筒型枠の材料費は、必要量を別途計上する。 

3．コンクリートの 1 日当り打設量は 170m3 を標準とする。 

4．諸雑費は、型枠用資材、コンクリート養生材、フォームタイ、P コン、鋸損料、ドリル損料、

コンクリートバイブレータ損料、散水機損料、資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する経費

等の費用であり、労務費、材料費、機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

5．養生は、養生材の被覆、散水養生、被膜養生程度のものであり、給熱養生等（ジェットヒー

タ、練炭、電気養生等）の特別な養生を必要とする場合の諸雑費率は（ ）内の値とし、養生費

を別途計上する。 

6．架設支保は、「第 IV 編 第 7 章 14)架設支保工」により別途計上する。 

 

3-2 鉄筋工 

鉄筋の加工・組立の歩掛は、次表を標準とする。 

なお、次表には鉄筋の資材吊込を含む。 

 表 3.3 鉄筋工歩掛  （1t 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人 0.6  

鉄筋工  〃 3.9  

とび工  〃 0.1  

普通作業員  〃 2.2  

棒鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸雑費率  ％ 6 （注）3 

（注）1．鉄筋の切断等のロス率は、+0.05 として上表に含まれており、スクラップ控除は行わない。 

2．ガス圧接が必要な場合は、別途計上する。 

3．諸雑費は、結束線、スペーサ、溶接棒、切断機損料、加工機損料、溶接機損料、鉄筋吊込用ク

レーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり、労務費、材料費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

4．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は、2.1t/日を標準とする。 
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3-3 ケーブル工 

PC ケーブル及びシースの切断・組立・挿入、シース内へのグラウト注入作業の歩掛は、次表を標準とす

る。なお、次表には PC ケーブル等の資材吊込を含む。 

 表 3.4 ケーブル工歩掛  （ケーブル 100m 当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

マルチストランドシステム 

摘要 1,900kN（195t）型

（12S12.4A） 

2,200kN（225t）型

（12S12.7B） 

2,900kN（290t）型

（12S15.2A） 

橋りょう世話役 人 1.3  

橋りょう特殊工 〃 6.6  

とび工 〃 0.1  

普通作業員 〃 5.5  

PC 鋼材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸雑費率 ％ 20 （注）2 

（注）1．PC ケーブルの切断ロス、つかみ代等のロス率は、+0.04 として上表に含まれており、スクラッ

プ控除は行わない。 

2．諸雑費は、鋼製シース、シース組立筋、ビニルテープ、ビニルホース、グラウト材（超低粘性

型）、電気溶接機損料、切断機器損料、挿入機器損料、グラウトミキサ損料、グラウトポンプ損

料、グラウト流量計損料、水槽損料、空気圧縮機損料、資材吊込用クレーン運転費及び電力に関

する経費等の費用であり、労務費、材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 
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3-4 緊張工 

PC 定着工法の定着部型枠の製作・設置・撤去、定着装置取付、緊張の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.5 緊張工歩掛  （両締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

マルチストランドシステム 

摘要 1,900kN（195t）型（12S12.4A） 

2,200kN（225t）型（12S12.7B） 

2,900kN（290t）型（12S15.2A） 

橋りょう世話役 人 2.3  

橋りょう特殊工 〃 10.0  

型わく工 〃 3.3  

普通作業員 〃 6.4  

定着装置 個 緊張側（緊張用）20  

諸雑費率 ％ 15 （注）1 

   （片締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

マルチストランドシステム 

摘要 1,900kN（195t）型（12S12.4A） 

2,200kN（225t）型（12S12.7B） 

2,900kN（290t）型（12S15.2A） 

橋りょう世話役 人 1.9  

橋りょう特殊工 〃 8.3  

型わく工 〃 3.4  

普通作業員 〃 5.2  

定着装置 個 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸雑費率 ％ 15 （注）1 

（注）1．諸雑費は、定着部型枠用資材、グリッド筋、緊張ジャッキ・ポンプ損料及び電力に関する経費

等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2．接続したケーブルを緊張する場合、固定側定着装置は計上しない。 
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3-5 接続工 

PC 定着工法のケーブル接続の歩掛は、次表を標準とする。ただし、次表はモノグリップ型を使用した場合

の施工歩掛である。 

3-5-1 編成人員 

接続工の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 3.6 日当り編成人員 （人） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 2 

普通作業員 〃 2 

 

3-5-2 日当り施工量 

接続工の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 3.7 日当り施工量  

日当り施工量 単位 数量 

接続具 組 13 

 

3-5-3 諸雑費 

 表 3.8 諸雑費率 （％） 

諸雑費率 9 

（注）諸雑費は、センタースパイラル、なまし鉄線、ビニルテープ、シール材、ボルト・ナット、グラウ

トホース、セットハンマー、レンチ、番線カッター及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

3-6 日当り施工量 

ケーブル組立、グラウト材注入、ケーブル緊張の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 3.9 日当り施工量 

ケーブル規格 

 

 

 

名称 

標準施工量 

マルチストランドシステム 

1,900kN（195t）型 

（12S12.4A） 

2,200kN（225t）型 

（12S12.7B） 

2,900kN（290t）型 

（12S15.2A） 

ケーブル組立（m/日） 150 145 107 

グラウト材注入（m/日） 490 490 410 

緊張（両締め）（ケーブル/日） 9 

緊張（片締め）（ケーブル/日） 8 
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4. 落橋防止装置取付工 

4-1 適用範囲 

本歩掛は、PC 鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付けに適用する。 

4-2 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 4.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 台数 摘要 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
台 1 資材吊込み、取付け 

（注）ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

 

4-3 編成人員 

落橋防止装置取付工の日当り編成人員は、次表を標準とする。 

 表 4.2 日当り編成人員 （人） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 2 

普通作業員 〃 2 

 

4-4 日当り施工量 

落橋防止装置取付工の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 4.3 日当り施工量 

作業種別 単位 日当り施工量 

落橋防止装置 

取付工 
組 4 

 

4-5 諸雑費 

 表 4.4 諸雑費率 （％） 

諸雑費率 6 

（注）諸雑費は、補助鉄筋、なまし鉄線、ハンマドリル、レンチ、セットハンマー、番線カッター及び電

力に関する経費等の費用であり、労務費及び機械賃料の合計額に、上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 
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5. 支承工 

5-1 適用範囲 

本歩掛は、道路橋示方書でいうタイプ B のゴム支承に適用する。 

タイプ A のゴム支承は、「第 IV 編 第 7 章 9)PC 橋架設設工」により別途計上する。 

金属支承については、「第 IV編 第 7 章 3)鋼橋架設工」により別途計上する。 

5-2 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 5.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 台数 摘要 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)25t 吊 
台 1 資材吊込み、取付け 

（注）1．ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

2．現場条件により、これにより難い場合は別途考慮する。 

 

5-3 編成人員 

支承取付工の日当り編成人員は、次表を標準とする。 

 表 5.2 日当り編成人員 （人） 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 2 

普通作業員 〃 2 

（注）支承取付から無収縮モルタル打設までの作業を含む。なお、無収縮モルタルについては、別途計上

する。 

 

5-4 日当り施工量 

支承取付工の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 5.3 日当り施工量 

作業種別 単位 日当り施工量 

支承取付工 個 3 

 

5-5 諸雑費 

 表 5.4 諸雑費率 （％） 

諸雑費率 6 

（注）諸雑費は、型枠用資材、モルタルミキサー、ハンマードリル及び電力に関する経費等の費用であ

り、労務費、機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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6. 単価表 

（1） コンクリート工 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

型わく工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

生コンクリート  m3  〃 

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日  

〃 

機械損料 

諸雑費  式 1 〃 

計【S3278】     

（注）円筒型枠の材料費は、必要量を別途計上する。 

 

（2） 鉄筋工 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.3 

鉄筋工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

棒鋼 D13～D32 t  〃 

諸雑費  式  〃 

計【S3276】     

 

（3） 円筒型枠材料費 1m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

円筒型枠  m 1.0 
取付バンド・受台・締

付けボルトを含む。 

諸雑費  式 1  

計【S3274】     

 

（4） ケーブル工○○kN（○○t）型ケーブル 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.4 

橋りょう特殊工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

PC 鋼材  kg  〃 

諸雑費  式  〃 

計【S3282】     
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（5） 緊張工○○kN（○○t）型 10ケーブル当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.5 

橋りょう特殊工  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

定着装置  個  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計【S3286】     

 

（6） 接続工○○kN（○○t）型 1 組当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1/D×1 表 3.6、表 3.7 

橋りょう特殊工  〃 1/D×2 〃 

普通作業員  〃 1/D×2 〃 

接続具  組 1  

諸雑費  式 1 表 3.8 

計【S3288】     

（注）D：日当り施工量（組/日） 

 

（7） 落橋防止装置取付工 1 組当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1/D×1 表 4.2、表 4.3 

橋りょう特殊工  〃 1/D×2 〃 

普通作業員  〃 1/D×2 〃 

落橋防止装置  組 1  

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)25t 吊 
日 1/D×1 

表 4.1、表 4.3 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.4 

計【S3290】     

（注）D：日当り施工量（組/日） 

 

（8） 支承工 1 個当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1/D×1 表 5.2、表 5.3 

橋りょう特殊工  〃 1/D×2 〃 

普通作業員  〃 1/D×2 〃 

ゴム支承  個 1  

無収縮モルタル  m3  必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)25t 吊 
日 1/D×1 

表 5.1、表 5.3 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 5.4 

計【S3292】     

（注）D：日当り施工量（組/日） 
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（9） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
機-18 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →81 

機械損料数量 →1.00 
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12) ポストテンション場所打箱桁橋工 

1. 適用範囲 

本資料は、ポストテンション場所打箱桁橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法による PC 定着工法）に適用す

る。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

     

   ↓ 

架設支保設置   箱桁内部支保設置 

↓   ↓ 

支承取付   
鉄筋加工・組立 

（二次コンクリート部） 

↓   ↓ 

底部・側部型枠受台設置   
横締定着装置 

取付ケーブル組立 

↓   ↓ 

型枠製作・設置 

（底部・側部・端部） 
  

鉛直締定着装置（上部） 

取付ケーブル組立 

↓   ↓ 

鉄筋加工・組立 

（一次コンクリート部） 
  

コンクリート（二次） 

打設・養生 

↓   ↓ 

縦締定着装置 

取付ケーブル組立 
  ケーブル緊張・グラウト注入 

↓   ↓ 

鉛直締定着装置（下部） 

取付ケーブル組立 
  落橋防止装置取付 

↓   ↓ 

内枠製作・設置   底部・側部型枠受台撤去 

↓   ↓ 

コンクリート（一次） 

打設・養生 
  

型枠撤去 

（底部・側部・端部） 

↓   ↓ 

内枠撤去   架設支保撤去 

     

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

 図 2-1 施工フロー 
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3. 施工歩掛 

3-1 コンクリート工 

3-1-1 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
台 1  

 

3-1-2 施工歩掛 

コンクリート 10m3 当りの型枠（R 付含む）の製作・設置・撤去、コンクリート打設、表面仕上、養

生、中空部支保設置・撤去の歩掛は、次表を標準とする。 

ただし、次表は、早強セメントを使用した場合の施工歩掛である。 

なお、次表には、型枠等の資材吊込を含む。 

 表 3.2 コンクリート工歩掛  （コンクリート 10m3 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人 1.6  

型わく工  〃 10.0  

とび工  〃 0.4  

特殊作業員  〃 1.4  

普通作業員  〃 8.6  

生コンクリート  m3 10.2 （注）1 

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日 0.06  

諸雑費率  ％ 
(10) 

12 
（注）3、4 

（注）1．生コンクリートのロス率は、＋0.02 として上表に含まれている。 

2．コンクリートの 1 日当り打設量は 170m3 を標準とする。 

3．諸雑費は、型枠用資材、中空部支保用仮設材損料、コンクリート養生材、鋸損料、ドリル損

料、コンクリートバイブレータ損料、散水機損料、資材吊込用クレーン運転費及び電力に関する

経費等の費用であり、労務費、材料費、機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額

を上限として計上する。 

4．養生は、養生材の被覆、散水養生、被膜養生程度のものであり、給熱養生等の特別な養生を必

要とする場合の諸雑費率は（ ）内の値とし、養生費を別途計上する。 

5．架設支保は、「第 IV 編 第 7 章 14)架設支保工」により別途計上する。 

6．支承工は、金属支承の場合は「第 IV 編 第 7 章 3)鋼橋架設工」、道路橋示方書でいうゴム支承

（タイプ A）の場合は「第 IV編 第 7 章 9)PC 橋架設工」により別途計上する。ゴム支承（タイプ

B）の場合は「第 IV 編 第 7 章 11)ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」により別途計上す

る。 
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3-2 鉄筋工 

鉄筋の加工・組立の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.3 鉄筋工歩掛  （1t 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人 0.5  

鉄筋工  〃 4.5  

とび工  〃 0.1  

普通作業員  〃 2.6  

棒鋼 D13～D32 t 1.05 （注）1 

諸雑費率  ％ 7 （注）3 

（注）1．鉄筋の切断ロス率は、+0.05 として上表に含まれておりスクラップ控除はしない。 

2．ガス圧接が必要な場合は、別途計上する。 

3．諸雑費は、結束線、スペーサ、溶接棒、切断機損料、加工機損料、電気溶接機損料、鉄筋吊込

用クレーン運転費及び電力に関する経費等の費用であり、労務費、材料費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

4．鉄筋の加工・組立の日当り施工量は、2.2t/日を標準とする。 
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3-3 ケーブル工 

PC ケーブル及びシースの切断・組立・挿入、シース内へのグラウト材注入作業の歩掛は、次表を標準とす

る。 

 表 3.4 ケーブル工歩掛（縦締）（ケーブル 100m 当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

マルチストランドシステム 

摘要 1,900kN(195t)型

(12S12.4A) 

2,200kN(225t)型

(12S12.7B) 

2,900kN(290t)型

(12S15.2A) 

橋りょう世

話役 
人 1.6 1.7 2.2  

橋りょう特

殊工 
〃 7.4 7.8 10.4  

とび工 〃 0.1 0.1 0.2  

普通作業員 〃 5.1 5.5 7.3  

PC 鋼材 kg 910 966 1,374 （注）1 

諸雑費率 ％ 20 19 17 （注）2 

（注）1．PC ケーブルの切断ロス、つかみ代等のロス率は、＋0.04 として上表に含まれておりスクラップ

控除はしない。 

2．諸雑費は、鋼製シース、シース組立筋、ビニルテープ、ビニルホース、グラウト材（超低粘性

型）、電気溶接機損料、切断機器損料、挿入機器損料、グラウトミキサ損料、グラウトポンプ損

料、グラウト流量計損料、水槽損料、空気圧縮機損料、資材吊込用クレーン運転費及び電力に関

する経費等の費用であり、労務費、材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

 

 表 3.5 ケーブル工歩掛（横締）（ケーブル 100m 当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

シングルストランドシステム バーシステム 

摘要 390kN(40t)

型(1S17.8) 

450kN(50t)

型(1S19.3) 

570kN(60t)

型(1S21.8) 

φ23(1B23A,

1B23B) 

φ26(1B26A,

1B26B) 

φ32(1B32A,

1B32B) 

橋りょう世

話役 
人 0.7 0.8 0.9  

橋りょう特

殊工 
〃 3.3 3.8 4.5  

とび工 〃 0.1 0.1 0.1  

普通作業員 〃 2.3 2.7 3.1  

PC 鋼材 kg 172 201 258 339 434 656 （注）1 

諸雑費率 ％ 18 14 13 11 （注）2 

（注）1．PC ケーブルの切断ロス、つかみ代等のロス率は、＋0.04 として上表に含まれておりスクラップ

控除はしない。 

2．諸雑費は、鋼製シース、シース組立筋、ビニルテープ、ビニルホース、グラウト材（超低粘性

型）、電気溶接機損料、切断機器損料、挿入機器損料、グラウトミキサ損料、グラウトポンプ損

料、グラウト流量計損料、水槽損料、空気圧縮機損料、資材吊込用クレーン運転費及び電力に関

する経費等の費用であり、労務費、材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 
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 表 3.6 ケーブル工歩掛（鉛直締） （ケーブル 100m 当り） 

ケーブル規格 

単位 

名称 

バーシステム 

摘要 
φ23（1B23A、1B23B） φ26（1B26A、1B26B） φ32（1B32A、1B32B） 

橋りょう世

話役 
人 0.4 0.6 0.8  

橋りょう特

殊工 
〃 1.8 2.5 3.6  

とび工 〃 0.1 0.1 0.1  

普通作業員 〃 1.3 1.8 2.5  

PC 鋼材 kg 339 434 656 （注）1 

諸雑費率 ％ 23 18 14 （注）2 

（注）1．PC ケーブルの切断ロス、つかみ代等のロス率は、＋0.04 として上表に含まれておりスクラップ

控除はしない。 

2．諸雑費は、鋼製シース、シース組立筋、ビニルテープ、ビニルホース、グラウト材（超低粘性

型）、電気溶接機損料、切断機器損料、挿入機器損料、グラウトミキサ損料、グラウトポンプ損

料、グラウト流量計損料、水槽損料、空気圧縮機損料、資材吊込用クレーン運転費及び電力に関

する経費等の費用であり、労務費、材料費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

 

3-4 緊張工 

PC 定着工法の、定着部型枠の製作・設置・撤去、定着装置取付、緊張の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.7 緊張工歩掛（縦締）  （両締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

マルチストランドシステム 

摘要 1,900kN（195t）型（12S12.4A） 

2,200kN（225t）型（12S12.7B） 

2,900kN（290t）型（12S15.2A） 

橋りょう世話役 人 1.9  

橋りょう特殊工 〃 11.7  

型わく工 〃 3.5  

普通作業員 〃 7.0  

定着装置 個 緊張側（緊張用）20  

諸雑費率 ％ 16 （注）1 

   （片締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

マルチストランドシステム 

摘要 1,900kN（195t）型（12S12.4A） 

2,200kN（225t）型（12S12.7B） 

2,900kN（290t）型（12S15.2A） 

橋りょう世話役 人 1.3  

橋りょう特殊工 〃 8.6  

型わく工 〃 3.4  

普通作業員 〃 4.7  

定着装置 個 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 （注）2 

諸雑費率 ％ 16 （注）1 

（注）1．諸雑費は、定着部型枠用資材、グリッド筋、緊張ジャッキ・ポンプ損料、及び電力に関する経

費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2．接続したケーブルを緊張する場合は、固定側定着装置は計上しない。 
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 表 3.8 緊張工歩掛（横締）  （両締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

シングルストランドシステム バーシステム 

摘要 390kN（40t）型（1S17.8） 

450kN（50t）型（1S19.3） 

570kN（60t）型（1S21.8） 

φ23（1B23A、1B23B） 

φ26（1B26A、1B26B） 

φ32（1B32A、1B32B） 

橋りょう世話役 人 0.5 0.6  

橋りょう特殊工 〃 3.0 3.6  

型わく工 〃 0.9 1.0  

普通作業員 〃 1.9 2.2  

定着装置 個 緊張側（緊張用）20 緊張側（緊張用）20  

諸雑費率 ％ 13 12 （注） 

 

   （片締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

シングルストランドシステム バーシステム 

摘要 390kN（40t）型（1S17.8） 

450kN（50t）型（1S19.3） 

570kN（60t）型（1S21.8） 

φ23（1B23A、1B23B） 

φ26（1B26A、1B26B） 

φ32（1B32A、1B32B） 

橋りょう世話役 人 0.3 0.4  

橋りょう特殊工 〃 1.7 2.4  

型わく工 〃 0.7 1.0  

普通作業員 〃 0.9 1.3  

定着装置 個 緊張側（緊張用）10 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10 固定側（緊張用又は固定用）10  

諸雑費率 ％ 17 14 （注） 

（注）諸雑費は、定着部型枠用資材、グリッド筋、緊張ジャッキ・ポンプ損料、及び電力に関する経費等

の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 表 3.9 緊張工歩掛（鉛直締）  （片締め 10 ケーブル当り） 

ケーブル規格 

 

単位 

名称 

バーシステム 摘要 

φ23（1B23A、1B23B） 

φ26（1B26A、1B26B） 

φ32（1B32A、1B32B） 

 

橋りょう世話役 人 0.3  

橋りょう特殊工 〃 2.0  

型わく工 〃 0.8  

普通作業員 〃 1.1  

定着装置 個 緊張側（緊張用）10  

〃 〃 固定側（緊張用又は固定用）10  

諸雑費率 ％ 12 （注） 

（注）諸雑費は、定着部型枠用資材、グリッド筋、緊張ジャッキ・ポンプ損料、及び電力に関する経費等

の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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3-5 接続工 

PC 定着工法のケーブル接続歩掛（縦締ケーブルに限る）は、「第 IV 編 第 7 章 11)ポストテンション場所

打ホロースラブ橋工」に準じ別途計上する。 

 

3-6 日当り施工量 

ケーブル組立、グラウト材注入、ケーブル緊張の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 3.10 日当り施工量 

作業区分 

ケーブル区分 

ケーブル組立 

（m/日） 

グラウト材注入 

（m/日） 

緊張 

（本/日） 

縦締 
マルチストランド 

システム 
150 490 

両締め 10 

片締め 9 

横締 

シングルストランド 

システム 
330 860 

両締め 20 

片締め 21 

バーシステム 270 700 
両締め 17 

片締め 18 

鉛直締 バーシステム 130 670 
両締め－ 

片締め 18 
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4. 落橋防止装置取付工 

4-1 適用範囲 

PC 鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置の取付に適用する。 

4-2 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 4.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 台数 摘要 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 2 次基準値)25t 吊 
台 1 資材吊込み・取付け 

（注）ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

 

4-3 編成人員 

落橋防止装置取付工の日当り編成人員は、次表を標準とする。 

 表 4.2 日当り編成人員 

名称 単位 数量 

橋りょう世話役 人 1 

橋りょう特殊工 〃 3 

普通作業員 〃 1 

 

4-4 日当り施工量 

落橋防止装置取付工の日当り施工量は、次表を標準とする。 

 表 4.3 日当り施工量 

日当り施工量 単位 数量 

落橋防止装置 組 4 

 

4-5 諸雑費 

 表 4.4 諸雑費率 （％） 

諸雑費率 3 

（注）諸雑費は、ハンマドリル、レンチ、セットハンマ及び電力に関する経費等の費用であり、労務費、

機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

5. 単価表 

（1） コンクリート工 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

型わく工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

生コンクリート  m3  〃 

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日  

〃 

機械損料 

諸雑費  式 1 〃 

計     
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（2） 鉄筋工 1t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.3 

鉄筋工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

棒鋼 D13～D32 t  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（3） ケーブル工○○締○○kN（○○t）型ケーブル 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.4、表 3.5、表 3.6 

橋りょう特殊工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

PC 鋼材  kg  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（4） 緊張工○○締○○kN（○○t）型 10 ケーブル当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.7、表 3.8、表 3.9 

橋りょう特殊工  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

定着装置  個  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（5） ケーブル・緊張工（縦締・横締・鉛直締）10 ケーブル当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

ケーブル工  m  単価表（3）（注） 

緊張工  ケーブル 10 単価表（4） 

計     

（注）ケーブル 10 本当りケーブル延長である。 
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（6） 落橋防止装置取付工 1 組当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1/D×1 表 4.2、表 4.3 

橋りょう特殊工  〃 1/D×3 〃 

普通作業員  〃 1/D×1 〃 

落橋防止装置  組 1  

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 2 次基準値)25t 吊 
日 1/D×1 

表 4.1、表 4.3 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.4 

計     

（注）D：日当り施工量（組/日） 

 

（7） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
機-18 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →79 

機械損料数量 →1.01 
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13) RC 場所打ホロースラブ橋工 

1. 適用範囲 

本資料は、円筒型枠 φ400～900mm の RC 場所打ホロースラブ橋工の主桁製作工に適用する。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

架設支保設置 

↓ 

支承取付 

↓ 

型枠製作・設置（底部・側部・端部） 

↓ 

鉄筋加工・組立 

↓ 

円筒型枠設置 

↓ 

コンクリート打設 

↓ 

コンクリート養生（散水・被膜等） 

↓ 

落橋防止装置取付 

↓ 

型枠撤去（底部・側部・端部） 

↓ 

架設支保撤去 

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

 図 2.1 施工フロー 

3. 施工歩掛 

3-1 コンクリート工 

3-1-1 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
台 1  
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3-1-2 施工歩掛 

コンクリート 10m3 当りの型枠（R 付含む）の製作、設置・撤去、コンクリート打設、表面仕上、養

生、円筒型枠設置の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.2 コンクリート工歩掛  （コンクリート 10m3 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人 1.0  

型わく工  〃 5.1  

とび工  〃 0.2  

特殊作業員  〃 0.8  

普通作業員  〃 5.0  

生コンクリート  m3 10.2 （注）1 

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
h 0.5  

諸雑費率  ％ 
(12) 

15 
（注）4、5 

（注）1．生コンクリートのロス率は、＋0.02 とし上表に含まれている。 

2．円筒型枠の材料費は、別途計上する。 

3．コンクリートの 1 日当り打設量は 160m3 を標準とする。 

4．諸雑費は、型枠用資材（円筒型枠を除く）、コンクリート養生材、フォームタイ、Pコン、鋸

損料、ドリル損料、コンクリートバイブレータ損料、散水機損料、資材吊込用クレーン運転費及

び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上

する。 

5．養生は、養生材の被覆、散水養生、被膜養生程度のものであり、給熱養生等の特別な養生を必

要とする場合の諸雑費率は（ ）内の値とし、養生費を別途計上する。 

6．架設支保工は、「第 IV 編 第 7 章 14)架設支保工」による。 

7．支承工は、金属支承の場合「第 IV 編 第 7 章 3)鋼橋架設工」、道路橋示方書でいうゴム支承

（タイプ A）の場合「第 IV 編 第 7 章 9)PC 橋架設工」により別途計上する。ゴム支承（タイプ

B）の場合「第 IV 編 第 7 章 11)ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」により別途計上す

る。 

8．落橋防止装置取付は、「第 IV 編 第 7 章 11)ポストテンション場所打ホロースラブ橋工」によ

り別途計上する。 

 

3-2 鉄筋工 

鉄筋工は、「第 VI 編 第 2 章 市場単価 1)-1 鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。 
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4. 単価表 

（1） コンクリート工 10m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

型わく工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

生コンクリート  m3  〃 

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
h  

〃 

機械損料 

諸雑費  式 1 〃 

計     

（注）円筒型枠の材料費は、別途計上する。 

 

（2） 円筒型枠材料費 1m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

円筒型枠  m 1.0 
取付バンド・受台・ 

締付けボルトを含む 

諸雑費  式 1  

計     

 

（3） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
機-1 運転労務数量 →0.19 
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14) 架設支保工 

1. 架設支保工法の選定 

架設支保工法の選定は、次表を標準とする。 

 表 1.1 架設支保工法の選定 

くさび結合支保工 標準は、くさび結合支保とする。（参考図参照） 

支柱支保工 

くさび結合支保が困難な開口部等の支保に適用する。ただし、開口部等が必要な箇

所（必要最小限の幅・高さ）に限り設置するものとし、他の部分はくさび結合支保

を使用した併用式支保とする（参考図参照）。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

砂利、砕石等敷均し、締固めコンクリート基礎等打設（必要に応じ計上） 

  ↓   

機材搬入 

      
必要とする場合       必要としない場合 

      
（くさび結合支保＋ 

支柱支保） 

 開口部等  
（くさび結合支保）   

      
      

 ↓   ↓  

支柱受台設置（必要に応じ計上）   基礎用鋼材設置（必要に応じ計上） 

 ↓   ↓  

支柱設置（製作台含む）   くさび結合支保設置 

 ↓     

基礎用鋼材設置（必要に応じ計上）     

 ↓     

くさび結合支保設置     

      
      
  ↓   

橋側足場設置 

  ↓   

張出部支保設置 

  ↓   

上部工製作 

  ↓   

張出部支保撤去 

  ↓   

橋側足場撤去 

      
      

 ↓   ↓  

くさび結合支保撤去   くさび結合支保撤去 

 ↓   ↓  

基礎用鋼材撤去（必要に応じ計上）   基礎用鋼材撤去（必要に応じ計上） 

 ↓     

支柱撤去（製作台含む）     

 ↓     

支柱受台撤去（必要に応じ計上）     

      
      
  ↓   

機材搬出 

  ↓   

砂利、砕石等撤去、コンクリート基礎等とりこわし（必要に応じ計上） 

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

 図 2-1 施工フロー 
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3. くさび結合支保工 

3-1 適用範囲 

本資料は、場所打ちによるコンクリート床版橋（箱桁を含む）で、1 セット当り 23,000 空 m3 以下、支保耐

力 19.6kN/m2（2.0t/m2）以上 78.5kN/m2（8.0t/m2）以下、支保高さ 0.6m 以上 13.4m 以下のくさび結合支保の

設置及び撤去に適用する。 

（注）1 セットとは、単純支持梁の場合は 1 径間、連続梁の場合は 1 連続をいう。 

 

3-2 機種の選定 

機械・規格は、次表を基準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

機械名 規格 単位 数量 摘要 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
台 1  

（注）1．ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

2．現場条件により、これにより難い場合は、別途考慮する。 

 

3-3 施工歩掛 

3-3-1 1 セット当り施工量（V） 

1 セット当りの施工量は、次式による。 

V（空 m3）＝（W＋2.4）×H×L…………………式 3.1 

W：地覆外縁間距離  （m） 

H：平均桁下高さ  （〃） 

L：1 セット当り施工延長 （〃） 

（注）開口部等を必要とする場合の 1 セット当り施工量（Vm） 

Vm＝式 3.1－式 4.1（空 m3）……………………式 3.2 

3-3-2 支保耐力（P） 

支保耐力は、次式による。 

P（kN/m2）＝（2.81×d＋0.4）×W/W1×9.80665…式 3.3 

d：平均コンクリート厚 （m） 

W：地覆外縁間距離  （〃） 

W1：中央床版幅  （〃） 
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3-3-3 くさび結合支保設置・撤去工歩掛 

くさび結合支保の設置・撤去工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.2 くさび結合支保設置・撤去工歩掛 （100 空 m3 当り） 

名称 規格 単位 

支保耐力 kN/m2（t/m2） 

19.6 

(2.0)以上 

29.4 

(3.0)未満 

29.4 

(3.0)以上 

39.2 

(4.0)未満 

39.2 

(4.0)以上 

49.0 

(5.0)未満 

49.0 

(5.0)以上 

58.8 

(6.0)未満 

58.8 

(6.0)以上 

68.6 

(7.0)未満 

68.6 

(7.0)以上 

78.5 

(8.0)以下 

橋りょう世

話役 
 人 0.89 0.99 1.08 1.18 1.27 1.36 

橋りょう特

殊工 
 〃 3.68 4.05 4.42 4.79 5.17 5.54 

普通作業員  〃 2.67 2.92 3.18 3.42 3.67 3.92 

ラフテレー

ンクレーン

運転 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型 

(2011 年規制)25t 吊 

日 0.33 0.38 0.42 0.47 0.51 0.55 

（注）1．設置及び撤去の合計であり、構成は設置 55％、撤去 45％である。 

2．橋側足場、張出部支保、昇降設備施工労務を含む。 

3．くさび結合支保仮設材賃料は、別途計上する。 

Y=B×x1＋C×x2×10^2 

B、C は係数 

x1：支柱材、横継材、ブレース材の基本料（１本当り）の合計 

x2：支柱材、横継材、ブレース材の１日当り賃料（１本当り）の合計 

Y:100 空 m3 当りの仮設材の賃料（円） 

（有効数字 3 桁とし、4 桁目を四捨五入する） 

また、上述の式に代入する係数、部材の代表規格は次表とする。 
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 表 3.3 くさび結合支保工 100空 m3 当り仮設材賃料表算定のための係数、部材の代表規格表 

供用日数 

（日） 

支保耐力 

kN/m2（t/m2） 

支保高さ(m) 

0.6 以上 

1.2 以下 

1.2 超え 

3.6 以下 

3.6 超え 

6.0 以下 

6.0 超え 

8.4 以下 

8.4 超え 

11.0 以下 

11.0 超え 

13.4 以下 

90 
19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

B:293,C:275 B:180,C:169 B150,C:139 B144,C:136 B:125,C:116 B:127,C:119 

95 
19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

B:293,C:290 B:180,C:178 B:150,C:147 B:144,C:143 B:125,C:123 B:127,C:126 

100 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

B:293,C:306 B:180,C:188 B:150,C:155 B:144,C:151 B:125,C:129 B:127,C:133 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

B:327,C:343 B:223,C:226 B:168,C:179 B:156,C:168 B:143,C:150 B:141,C:151 

110 
29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

B:327,C:377 B:223,C:248 B:168,C:196 B:156,C:184 B:143.C:165 B:141,C:166 

115 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×1176 

1510～1650 

B:327,C:395 B:223,C:260 B:168,C:205 B:156,C:193 B:143,C:172 B:141,C:174 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:342,C:411 B:260,C:288 B:193,C:227 B:178,C:212 B:155,C:183 B:156,C:185 

120 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:342,C:429 B:260,C:301 B:193,C:237 B:178,C:221 B:155,C:190 B:156,C:193 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:578 B:302,C:350 B:224,C:276 B:207,C:258 B:187,C:232 B:187,C:232 

125 
39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:342,C:446 B:260,C:313 B:193,C:246 B:178,C:230 B:155,C:198 B:156,C:201 

（つづく） 
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（つづき） 

供用日数 

（日） 

支保耐力 

kN/m2（t/m2） 

支保高さ(m) 

0.6 以上 

1.2 以下 

1.2 超え 

3.6 以下 

3.6 超え 

6.0 以下 

6.0 超え 

8.4 以下 

8.4 超え 

11.0 以下 

11.0 超え 

13.4 以下 

130 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:626 B:302,C:379 B:224,C:299 B:207,C:279 B:187,C:251 B:187,C:251 

58.8（6.0）以上 

68.6（7.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:626 B:302,C:379 B:224,C:299 B:207,C:279 B:187,C:251 B:187,C:251 

140 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:674 B:302,C:408 B:224,C:322 B:207,C:300 B:187,C:270 B:187,C:270 

58.8（6.0）以上 

68.6（7.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:674 B:302,C:408 B:224,C:322 B:207,C:300 B:187,C:270 B:187,C:270 

145 

58.8（6.0）以上 

68.6（7.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:698 B:302,C:423 B:224,C:334 B:207,C:311 B:187,C:280 B:187,C:280 

68.6（7.0）以上 

78.5（8.0）以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

B:777,C:960 Bb:315,C:469 B:233,C:365 B:213,C:338 B:193,C:303 B:192,C:302 

150 

58.8（6.0）以上 

68.6（7.0）未満 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

φ42.7×2400 

φ42.7×857 

1360～1500 

B:455,C:722 B:302,C:438 B:224,C:345 B:207,C:322 B:187,C:289 B:187,C:290 

68.6（7.0）以上 

78.5（8.0）以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

B:777,C:993 B:315,C:485 B:233,C:378 B:213,C:350 B:193,C:313 B:192,C:312 

155 
68.6（7.0）以上 

78.5（8.0）以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

B:777,C:1026 B:315,C:501 C:233,C:390 B:213,C:361 B:193,C:324 B:192,C:322 

160 
68.6（7.0）以上 

78.5（8.0）以下 

φ48.6×600 

φ42.7×627 

1510～1650 

φ42.7×1800 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

φ42.7×2400 

φ42.7×627 

2060～2200 

B:777,C:1059 B:315,C:517 B:233,C:403 B:213,C:373 B:193,C:334 B:192,C:333 

（注）1．1 段目:支柱材の規格、2 段目:横継材の規格、3段目:ブレース材の規格、4 段目:係数とする。 

2．上表の対象体積（空 m3）は「3-3-1 1 セット当り施工量（V）」による。 

なお賃料には、張出部支保、橋側足場、養生ネット、作業床、安全通路、昇降設備等を含む。 

  

■広島市



第 IV編 道路 第 7 章 橋梁工 

14)架設支保工 

土木工事標準積算基準書 令和 5年 8 月 広島県 

IV-735 

3-3-4 基礎用鋼材設置・撤去工歩掛 

地盤の不陸や不等沈下に対し必要に応じて、鋼材を敷並べることで防止する場合の歩掛は、次表を標準

とする。 

 表 3.4 基礎用鋼材設置・撤去工歩掛 （10m2 当り） 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.08 

特殊作業員  〃 0.40 

普通作業員  〃 0.35 

鋼材賃料 鋼矢板 II 型 t 0.61 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(2011 年規制)25t 吊 
日 0.09 

（注）1．設置及び撤去の合計であり、構成は設置 63％、撤去 37％である。 

2．鋼材（鋼矢板 II 型）の修理費及び損耗費は、別途計上する。 

3．基礎用鋼材を敷き並べる前に現場条件等や地盤の不陸により砂利等を必要とする場合は、敷均

し・締固めを別途計上する。また、砂利等を撤去する場合も別途計上する。 

4．鋼材（鋼矢板 II 型）が入手困難な場合は、鋼材（鋼矢板 III 型）を計上できるものとする。鋼

材（鋼矢板 III 型）の数量は 0.76t/10m2 とし、修理費及び損耗費は別途計上する。 

 

4. 支柱支保工 

4-1 適用範囲 

本資料は、場所打ちによるコンクリート床版橋（箱桁を含む）において、くさび結合支保が困難なうえ開口

部を設置する必要がある場合で、1 セット当り 8,000 空 m3以下、支保耐力 19.6kN/m2（2.0t/m2）以上

58.8kN/m2（6.0t/m2）以下、支保高さ 1.5m 以上 10.8m 以下（開口部高さ 1.1m 以上 10.2m 以下）及び開口部延

長 3m 以上 13m 以下の四角支柱支保の設置及び撤去に適用する。 

 

4-2 機種の選定 

機種の選定は、3-2 機種の選定による。 

 

4-3 施工歩掛 

4-3-1 支柱支保の施工量（V） 

V（空 m3）＝（W＋2.4）×H×（L＋1.0）……………式 4.1 

W：地覆外縁間距離 (m) 

H：支柱支保高さ H＝h＋A （〃） 

h：開口部高さ  （〃） 

A：主桁高さ  （〃） 

L：開口部延長  （〃） 

（注）1 開口部において、左右の支保高さが異なる場合は、平均支保高さを使用する。 

 

4-3-2 支柱支保の支保耐力（P） 

支保耐力は、くさび結合支保工による。 
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4-3-3 支柱支保設置・撤去工歩掛 

支柱支保の設置・撤去工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.1 支柱支保設置・撤去工歩掛 （100 空 m3 当り） 

開口部

延長 

(m) 

平均支保高さ 

(m) 
名称 単位 

支保耐力 kN/m2（t/m2） 

19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 

49.0(5.0)以上 

58.8(6.0)未満 

7 以下 

10 以下 

13 以下 

1.5以上 

4.6未満 

1.6以上 

4.8未満 

1.8以上 

4.8未満 

橋りょう世話

役 
人 1.27 1.47 1.71 1.91 

橋りょう特殊

工 
〃 6.36 7.30 8.47 9.40 

普通作業員 〃 5.09 5.85 6.78 7.51 

ラフテレーン

クレーン運転 
日 1.25 1.44 1.63 1.77 

7 以下 

10 以下 

13 以下 

4.6以上 

7.6未満 

4.8以上 

7.8未満 

4.8以上 

7.8未満 

橋りょう世話

役 
人 0.65 0.74 0.87 0.97 

橋りょう特殊

工 
〃 3.24 3.72 4.30 4.79 

普通作業員 〃 2.60 2.97 3.43 3.83 

ラフテレーン

クレーン運転 
日 0.63 0.74 0.83 0.91 

7 以下 

10 以下 

13 以下 

7.6以上 

10.6 以下 

7.8以上 

10.8 以下 

7.8以上 

10.8 以下 

橋りょう世話

役 
人 0.44 0.50 0.58 0.65 

橋りょう特殊

工 
〃 2.19 2.50 2.91 3.22 

普通作業員 〃 1.75 2.01 2.33 2.58 

ラフテレーン

クレーン運転 
日 0.43 0.50 0.57 0.61 

（注）1．設置及び撤去の合計であり、構成は設置 54％、撤去 46％である。 

2．支柱支保仮設材の損料、修理費及び損耗費は、次表とする。 

 

■広島市



第 IV編 道路 第 7 章 橋梁工 

14)架設支保工 

土木工事標準積算基準書 令和 5年 8 月 広島県 

IV-737 

 表 4.2 支柱支保工 100 空 m3当り仮設材損料表 （円） 

開口部延長(m) 7 以下 10 以下 13 以下 

供用日数 

（日） 

支保耐力 

kN/m2（t/m2） 

支保高さ(m) 支保高さ(m) 支保高さ(m) 

1.5以上 

4.6未満 

4.6以上 

7.6未満 

7.6以上 

10.6 以下 

1.6以上 

4.8未満 

4.8以上 

7.8未満 

7.8以上 

10.8 以下 

1.8以上 

4.8未満 

4.8以上 

7.8未満 

7.8以上 

10.8 以下 

90 
19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

140,000

（0.3） 

93,400

（0.3） 

77,100

（0.3） 

122,000

（0.4） 

78,800

（0.4） 

65,300

（0.4） 

139,000

（0.594） 

92,200

（0.594） 

75,300

（0.594） 

95 
19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

144,000

（0.3） 

96,700

（0.3） 

79,900

（0.3） 

127,000

（0.4） 

81,800

（0.4） 

67,800

（0.4） 

144,000

（0.594） 

95,700

（0.594） 

78,200

（0.594） 

100 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

148,000

（0.3） 

99,700

（0.3） 

82,500

（0.3） 

131,000

（0.4） 

84,700

（0.4） 

70,200

（0.4） 

148,000

（0.594） 

99,000

（0.594） 

81,000

（0.594） 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

170,000

（0.4） 

111,000

（0.4） 

89,900

（0.4） 

179,000

（0.594） 

118,000

（0.594） 

97,200

（0.594） 

148,000

（0.594） 

99,000

（0.594） 

81,000

（0.594） 

110 
29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

181,000

（0.4） 

118,000

（0.4） 

96,500

（0.4） 

190,000

（0.594） 

126,000

（0.594） 

104,000

（0.594） 

158,000

（0.594） 

106,000

（0.594） 

87,000

（0.594） 

115 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

186,000

（0.4） 

122,000

（0.4） 

99,600

（0.4） 

196,000

（0.594） 

130,000

（0.594） 

108,000

（0.594） 

163,000

（0.594） 

109,000

（0.594） 

89,900

（0.594） 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

248,000

（0.4） 

166,000

（0.4） 

140,000

（0.4） 

196,000

（0.594） 

130,000

（0.594） 

108,000

（0.594） 

196,000

（0.594） 

133,000

（0.594） 

113,000

（0.594） 

120 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

256,000

（0.4） 

172,000

（0.4） 

145,000

（0.4） 

203,000

（0.594） 

134,000

（0.594） 

111,000

（0.594） 

202,000

（0.594） 

138,000

（0.594） 

117,000

（0.594） 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

256,000

（0.4） 

172,000

（0.4） 

145,000

（0.4） 

248,000

（0.594） 

168,000

（0.594） 

141,000

（0.594） 

235,000

（0.594） 

165,000

（0.594） 

138,000

（0.594） 

125 
39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

260,000

（0.4） 

176,000

（0.4） 

149,000

（0.4） 

207,000

（0.594） 

138,000

（0.594） 

115,000

（0.594） 

207,000

（0.594） 

142,000

（0.594） 

120,000

（0.594） 

130 
49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

267,000

（0.4） 

181,000

（0.4） 

153,000

（0.4） 

259,000

（0.594） 

178,000

（0.594） 

150,000

（0.594） 

246,000

（0.594） 

175,000

（0.594） 

146,000

（0.594） 

140 
49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

281,000

（0.4） 

191,000

（0.4） 

162,000

（0.4） 

273,000

（0.594） 

187,000

（0.594） 

158,000

（0.594） 

259,000

（0.594） 

184,000

（0.594） 

155,000

（0.594） 

（注）1．（ ）書きは、主桁高さ A(m)を表す。 

2．北海道・沖縄地区については別途考慮する。 
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また、仮設材 1 現場当り修理費及び損耗費は、次式により算出する。 

Y=E×x 

E は係数 

x：H 形鋼の 1t 当り整備費（H形鋼の代表規格は H300 とする） 

Y：支柱支保工 100空 m3・1 現場当り修理費及び損耗費（円） 

（有効数字 3 桁とし、4 桁目を四捨五入する） 

また、上述の式に代入する係数は次表とする。 

 表 4.3 支柱支保工 100 空 m3・1 現場当り修理費及び損耗費 算定係数 

開口部延長 

(m) 

支保耐力 

kN/m2（t/m2） 

支保高さ 

(m) 

修理費及び損耗費 

算定係数 E 

7 以下 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

1.5 以上 4.6 未満 5.23 

4.6 以上 7.6 未満 2.61 

7.6 以上 10.6 以下 1.75 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

1.5 以上 4.6 未満 8.77 

4.6 以上 7.6 未満 4.40 

7.6 以上 10.6 以下 2.94 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

1.5 以上 4.6 未満 8.77 

4.6 以上 7.6 未満 4.40 

7.6 以上 10.6 以下 2.94 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

1.5 以上 4.6 未満 8.77 

4.6 以上 7.6 未満 4.40 

7.6 以上 10.6 以下 2.94 

10 以下 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

1.6 以上 4.8 未満 8.11 

4.8 以上 7.8 未満 4.11 

7.8 以上 10.8 以下 2.78 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

1.6 以上 4.8 未満 8.00 

4.8 以上 7.8 未満 4.09 

7.8 以上 10.8 以下 2.76 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

1.6 以上 4.8 未満 8.00 

4.8 以上 7.8 未満 4.09 

7.8 以上 10.8 以下 2.76 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

1.6 以上 4.8 未満 8.00 

4.8 以上 7.8 未満 4.09 

7.8 以上 10.8 以下 2.76 

13 以下 

19.6（2.0）以上 

29.4（3.0）未満 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 

29.4（3.0）以上 

39.2（4.0）未満 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 

39.2（4.0）以上 

49.0（5.0）未満 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 

49.0（5.0）以上 

58.8（6.0）以下 

1.8 以上 4.8 未満 7.60 

4.8 以上 7.8 未満 4.00 

7.8 以上 10.8 以下 2.70 
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4-3-4 支柱受台設置・撤去工歩掛 

支柱支保工において、必要に応じ支柱受台（H 形鋼）を設ける場合の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.4 支柱受台設置・撤去工歩掛 （10m 当り） 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.11 

特殊作業員  〃 0.34 

普通作業員  〃 0.24 

鋼材賃料 H 形鋼 300 型 t 0.93 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(2011 年規制)25t 吊 
日 0.13 

（注）1．設置及び撤去の合計であり、構成は設置 56％、撤去 44％である。 

2．鋼材（H 形鋼 300 型）の修理費及び損耗費は、別途計上する。 

3．支柱、支柱受台を設置する前に現場条件等や地盤の不陸によりコンクリート基礎が必要な場合

は、コンクリート基礎設置・撤去費を別途計上する。 

 

5. 仮設材供用日数 

仮設材の供用日数は次表を標準とするが、現場条件等により、これにより難い場合は別途考慮する。 

 表 5.1 仮設材の供用日数（くさび結合支保工） （日/1 セット当り） 

支保耐力 kN/m2(t/m2) 19.6(2.0)

以上

29.4(3.0)

未満 

29.4(3.0)

以上

39.2(4.0)

未満 

39.2(4.0)

以上

49.0(5.0)

未満 

49.0(5.0)

以上

58.8(6.0)

未満 

58.8(6.0)

以上

68.6(7.0)

未満 

68.6(7.0)

以上

78.5(8.0)

以下 

セット長(m) 
 

橋梁形状   

スラブ・ホロ

ースラブ橋 

～70 未満 90 100 115 120 130 145 

70 以上～130 以下 95 110 120 130 145 155 

箱桁橋 
～70 未満 95 110 120 130 140 150 

70 以上～130 以下 100 115 125 140 150 160 

（注）1．PC 橋は早強セメントを使用した場合の供用日数である。 

2．上表の供用日数は、仮設材設置・撤去、上部床版施工までの日数であり、壁高欄等の施工日数

は考慮していない。なお、壁高欄を施工する際の足場を別途設置する場合は、「第 IV 編 第 7 章 

9)PC 橋架設工」側部足場による。 

 

 表 5.2 仮設材の供用日数（支柱支保工） （日/1 セット当り） 

支保耐力 kN/m2(t/m2) 
19.6(2.0)以上 

29.4(3.0)未満 

29.4(3.0)以上 

39.2(4.0)未満 

39.2(4.0)以上 

49.0(5.0)未満 

49.0(5.0)以上 

58.8(6.0)以下 
セット長(m) 

 
橋梁形状   

スラブ・ 

ホロースラブ橋 

～70 未満 90 100 115 120 

70 以上～130 以下 95 110 120 130 

箱桁橋 
～70 未満 95 110 120 130 

70 以上～130 以下 100 115 125 140 

（注）1．PC 橋は、早強セメントを使用した場合の供用日数である。 

2．上表の供用日数は、仮設材設置・撤去、上部床版施工までの日数であり、壁高欄等の施工日数

は考慮していない。なお、壁高欄を施工にする際の足場を別途設置する場合は、「第 IV編第 7 章

9)PC 橋架設工」側部足場による。 
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6. 単価表 

（1） くさび結合支保設置・撤去工 100 空 m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 3.2 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
日  

〃 

機械賃料 

くさび結合支保仮設材賃料 

○○橋 

支保耐力○kN/m2（○t/m2） 

桁長○m 

支保高○さ m 

〃  表 3.3 

諸雑費  式 1  

計【S3480】     

 

（2） 基礎用鋼材設置・撤去工 10m2当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.4 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

鋼材賃料 鋼矢板 II 型 t・日  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
日  

〃 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計【S3482】     

 

（3） 支柱支保設置・撤去工 100 空 m3 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人  表 4.1 

橋りょう特殊工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
日  

〃 

機械賃料 

支柱支保仮設材損料 

○○橋 

開口部延長○m 

支保耐力○kN/m2（○t/m2） 

桁長○m 

支保高さ○m 

〃  表 4.2、表 4.3 

諸雑費  式 1  

計【S3484】【S3486】     
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（4） 支柱受台設置・撤去工 10m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 4.4 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

鋼材賃料 H 形鋼 300 型 t・日  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(2011 年規制)25t 吊 
日  

〃 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計【S3488】     

 

 （参考） 

参考図（くさび結合支保工概念図） 

 

 

 

参考図（支柱支保工概念図（併用式）） 
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15) 伸縮装置工（鋼製） 

1. 適用範囲 

本資料は、橋梁用鋼製伸縮装置の新設（単独で発注する工事）及び補修に適用する。ただし、鋼床版の上面に直

接伸縮装置をボルト固定する構造には適用しない。 

また、既製品ジョイント設置の場合、旧ジョイントである鋼フィンガージョイント及び鋼重ね合せジョイント

（以下、「鋼フィンガージョイント等」という）のフェースプレート幅は 500mm 以下とする。 

なお、既製品ジョイントから既製品ジョイントへの取替えには適用しない。 

2. 既製品ジョイントの定義 

本体質量 1m 当り 100kg 以下の二次製品で定尺品の鋼製、合金製又はゴム製ジョイントをいう。 

3. 本体構造形式 

鋼材組立構造で直接輪荷重に耐える鋼製構造であり、形式寸法及び多くの種類があり、便宜的に次のように分類

出来る。 

[1]鋼フィンガージョイント（片持式） 

 

 

 

 

フェースプレートが櫛形となってかみ合うように左右

から張り出している。 

[2]鋼フィンガージョイント（支持式） 

 

 

 

 

フェースプレートが櫛形となってかみ合うように架け

渡している。 

[3]鋼重ね合せジョイント 

 

 

 

 

短形状となって重ね合わせて架け渡している。 

[4]既製品ジョイント 

 

 

 

表面が歯型又は櫛形となってかみ合うように左右から

張り出している（鋼製、合金製）。 

表面がゴム製の板材で覆われている（ゴム製）。 
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4. 施工の概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

補
修 

 

カ
ッ
タ
ー
工 

→ 

は
つ
り
工 

→ 

旧
ジ
ョ
イ
ン
ト
撤
去 

→ 
据
付
工 

→ 
型
枠
工 

→ 
打
設
工 

→ 完
成 

                 

    ← 仕上工 →   

（注）1.新設は、据付工のみを対象とする。 

2.各工程で仕上工が発生する。 

 図 4-1 施工フロー（鋼フィンガージョイント等） 

 

 

補
修 

 

カ
ッ
タ
ー
工 

→ 

は
つ
り
工 

→ 

旧
ジ
ョ
イ
ン
ト
撤
去 

→ 
据
付
工 

→ 
打
設
工 

→ 
完
成 

（注）各工程における仕上げは、それぞれの歩掛に含む。 

 図 4-2 施工フロー（既製品ジョイント） 

5. 施工歩掛 

5-1 新設（鋼フィンガージョイント等） 

新設の鋼製伸縮装置設置は、次表を標準とする。既製品ジョイントを設置する場合には適用しない。 

 表 5.1 設置歩掛  （2 箇所当り） 

名称 規格 単位 数量 

橋りょう世話役  人 1.0 

特殊作業員  〃 4.0 

普通作業員  〃 1.0 

ラフテレーンクレーン運転 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第 1 次基準値) 

16t 吊 

日 0.5 

（注）1．1 日当りの標準施工量は、2 箇所とする。 

2．1 箇所とは、2 車線程度の部材長とする。 

3．ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第 1 次基準値）16t 吊）は、路面

上で作業するものとし、伸縮装置質量が 3.0～4.0t 程度を標準とする。なお、これにより難い場

合は、別途考慮するものとする。 

4．ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 
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5-2 補修 

補修の鋼製伸縮装置設置は、次表とする。また、本歩掛は、1 日で補修が完了する急速施工をする場合であ

り、仮復旧等を伴う作業には適用しない。 

（1） 取替工（鋼フィンガージョイント等の設置） 

鋼フィンガージョイント等を設置する場合の歩掛は、次表とする。 

 表 5.2 取替工歩掛  （1m 当り） 

名称 規格 単位 数量 

橋りょう世話役  人 0.4 

特殊作業員  〃 3.5 

普通作業員  〃 1.4 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)16t 吊 
日 0.4 

諸雑費率  ％ 18 

（注）1．本歩掛は、カッター工、はつり工、旧ジョイント撤去工、据付工、型枠工、打設工等全工程を

含む。 

2．ラフテレーンクレーン（油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第 1 次基準値）16t 吊）は、路面

上で作業するものとし、伸縮装置質量が 2.0t 程度を標準とする。なお、これにより難い場合は、

別途考慮する。 

3．ラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

4．諸雑費は、コンクリートカッタ、空気圧縮機、コンクリートブレーカ、ピックハンマ、電気溶

接機、ジャッキ、レバーブロック等の機械器具損料、また、チゼル、コンクリートバイブレー

タ、コンクリート仕上げコテ、ディスクサンダ、その他設置に必要な雑器具類等の費用及び遊間

型枠用材料、切断用ガス、溶接棒、カッターブレード損耗費、燃料費、油脂類費等の費用であ

り、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5．本歩掛は、車道部のみの取替工歩掛のため、地覆、歩道部等については、別途考慮する。 

6．足場が必要な場合は、仮設足場費用を別途計上する。 

7．コンクリート塊等の積込み・運搬・処理費は別途計上する。 

（2） 取替工（既製品ジョイント等の設置） 

既製品ジョイント等を設置する場合の歩掛は、次表とする。 

 表 5.3 取替工歩掛  （1m 当り） 

名称 規格 単位 数量 

橋りょう世話役  人 0.2 

特殊作業員  〃 1.2 

普通作業員  〃 0.5 

トラック運転 

クレーン装置付 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 

日 0.2 

諸雑費率  ％ 22 

（注）1．本歩掛は、カッター工、はつり工、旧ジョイント撤去工、据付工、打設工等全工程を含む。 

2．トラック［クレーン装置付］（ベーストラック 4t 級 吊能力 2.9t）は、路面上で作業するも

のとし、伸縮装置質量が 0.2～0.3t 程度を標準とする。なお、これにより難い場合は、別途考慮

するものとする。 

3．トラック［クレーン装置付］は、賃料とする。 

4．諸雑費は、コンクリートカッタ、空気圧縮機、コンクリートブレーカ、ピックハンマ、ガス切

断機、電気溶接機、高周波発電機等の機械器具損料、また、チゼル、コンクリートバイブレー

タ、コンクリート仕上コテ、その他設置に必要な雑器具類等の費用及び遊間間詰め用材料、切断

用ガス、溶接棒、カッターブレード損耗費、コンクリート養生剤、燃料費、油脂類費等の費用で

あり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5．本歩掛は、車道部のみの取替工歩掛のため、地覆、歩道部等については、別途考慮する。 

6．足場が必要な場合は、仮設足場費用を別途計上する。 

7．コンクリート塊等の積込み・運搬・処理費は別途計上する。 
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（3） 仕上工（鋼フィンガージョイント等の場合のみ適用） 

鋼フィンガージョイント等を設置する場合の歩掛は、次表とする。既製品ジョイントを設置する場合には適

用しない。 

 表 5.4 仕上工歩掛  （1m 当り） 

名称 規格 単位 数量 

橋りょう世話役  人 0.2 

特殊作業員  〃 0.2 

普通作業員  〃 0.4 

諸雑費率  ％ 11 

（注）1．本歩掛は、新旧構造物のすり合せ仕上げ、現場塗装、また、橋台、脚天端上及び足場兼用落下

物養生工上に散乱したコンクリート塊等の集結袋詰、後片付け、清掃並びに型枠解体等を含む。 

2．諸雑費は、コンクリート仕上コテ、ディスクサンダ、塗装用ハケ、その他必要な雑器具類等の

費用及び塗料、砂、セメント、燃料費、油脂類費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

 

6. 材料使用量 

6-1 伸縮装置 

必要数量を計上する。 

 

6-2 コンクリート混合物 

コンクリート混合物の使用量は、次式による。 

使用量＝設計量×（1＋K）・・・式 6.1 

 表 6.1 ロス率（K） 

種別 ロス率 

コンクリート混合物 ＋0.06 

 

6-3 打継用接着材 

コンクリート混合物の種類を考慮して必要な場合、計上する。 

 

6-4 補強鉄筋 

補強鉄筋及びコンクリートアンカは、材料費のみ計上する。 
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7. 単価表 

（1） 伸縮装置新設 2 箇所当り単価表（鋼フィンガージョイント等の設置） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1.0 表 5.1 

特殊作業員  〃 4.0 〃 

普通作業員  〃 1.0 〃 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型排出ガス対策

型(第 1 次基準値)16t 吊 
日 0.5 

〃 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計【S3297】     

 

（2） 鋼製伸縮装置補修 1m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

伸縮装置補修（取替工）  m 1 
（3）単価表 

（4）単価表 

伸縮装置補修（仕上工）  〃 1 （5）単価表 

諸雑費（まるめ）  式 1  

計     

 

（3） 伸縮装置補修（取替工）1m 当り単価表（鋼フィンガージョイント等の設置） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 0.4 表 5.2 

特殊作業員  〃 3.5 〃 

普通作業員  〃 1.4 〃 

伸縮装置材料費  m 1  

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型(第 1 次基準値)16t 吊 
日 0.4 

表 5.2 

機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計【S3299】     

 

（4） 伸縮装置補修（取替工）1m 当り単価表（既製品ジョイントの設置） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 0.2 表 5.3 

特殊作業員  〃 1.2 〃 

普通作業員  〃 0.5 〃 

伸縮装置材料費  m 1  

トラック[クレーン装置付]運

転 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 
日 0.2 

表 5.3 

機械賃料 

諸雑費  式 1 〃 

計     
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（5） 伸縮装置補修（仕上工）1m 当り単価表（鋼フィンガージョイント等の設置） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 0.2 表 5.4 

特殊作業員  〃 0.2 〃 

普通作業員  〃 0.4 〃 

諸雑費  式 1 〃 

計【S3299】     

 

（6） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指示事項 

トラック[クレーン装置付] 
ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 
機-28 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →14 

機械賃料数量 →1.00 
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16) 橋梁排水管設置工 

1. 適用範囲 

本資料は、鋼管（φ100mm～200mm）、VP 管（φ100mm～200mm）、FRP 管（φ100mm～200mm）による各種系統タイ

プ及び溝部の橋梁排水管を設置する作業に適用し、排水桝設置及び排水管製作は含まない。 

1-1 適用出来る範囲 

1-1-1 コンクリートアンカーボルト設置 

（1） 橋梁、シェッドの排水管取付金具を設置するためのコンクリートアンカーボルト穿孔及び設置 

1-1-2 排水管設置 

（1） 鋼管（φ100mm～φ200mm）、VP 管（φ100mm～φ200mm）、FRP 管（φ100mm～200mm）による各種系統

タイプ及び溝部における橋梁排水管の設置 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

準
備
・
機
材
搬
入 

→ 

足
場
設
置 

→ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
設
置 

→ 

排
水
管
設
置 

→ 

足
場
撤
去 

→ 

機
材
搬
出
・
後
片
付
け 

（注）1．本施工パッケージで対応しているのは、二重線部分のみである。 

2．既設排水管の取替作業を行う際、排水管撤去作業は別途考慮する。 
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3. 施工パッケージ 

3-1 コンクリートアンカーボルト設置【SPK22040405】 

（1） 条件区分 

条件区分は次表を標準とする。 

 表 3.1 コンクリートアンカーボルト設置 積算条件区分一覧 （積算単位：本） 

足場の有無 

無し 

有り 

（注）1．橋梁、シェッドの排水管取付金具を設置するためのコンクリートアンカーボルト穿孔及び設置の他、電力

に関する経費等の費用等、その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等含む）を含む。 

2．足場の設置は、別途計上する。 

3．現場条件等により代表機労材一覧（表 3.2）に示す機械・規格により難い場合は、別途考慮する。 

（2） 代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 表 3.2 コンクリートアンカーボルト設置 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 
高所作業車 トラック架装リフト・ブーム型・幅広デ

ッキタイプ 作業床高さ 10～12m 以下 

・賃料 

・足場無しの場合 

K2 －  

K3 －  

労務 

R1 特殊作業員  

R2 普通作業員  

R3 土木一般世話役  

R4 運転手（特殊） ・足場無しの場合 

材料 

Z1 あと施工アンカー 芯棒打込み式 M12  

Z2 軽油 パトロール給油  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  
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3-2 排水管設置【SPK22040406】 

（1） 条件区分 

条件区分は次表を標準とする。 

 表 3.3 排水管設置 積算条件区分一覧 （積算単位：m） 

足場の有無 

無し 

有り 

（注）1．上表は、橋梁、シェッドの取付金具、排水管（蛇腹管・エルボ等の排水管付属品の設置も含む）の設置の

他、その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等含む）を含む。ただし、排水管（材料費）は含ま

ない。 

2．排水管の材料費は別途計上する。 

3．足場の設置は、別途計上する。 

4．現場条件等により代表機労材一覧（表 3.4）に示す機械・規格により難い場合は、別途考慮する。 

 

（2） 代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 表 3.4 排水管設置 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 
高所作業車 トラック架装リフト・ブーム型・幅広デ

ッキタイプ 作業床高さ 10～12m 以下 

・賃料 

・足場無しの場合 

K2 －  

K3 －  

労務 

R1 特殊作業員  

R2 普通作業員  

R3 土木一般世話役  

R4 運転手（特殊） ・足場無しの場合 

材料 

Z1 軽油 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

 

3-3 排水管（材料費） 

（1） 条件区分 

排水管（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は m とする。 

（注）排水管（材料費）は排水管（蛇腹管・エルボ等の排水管付属品も含む）、取付金具の材料費を全て

含む。 
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17) 歩道橋（側道橋）架設工 

1. 適用範囲 

本資料は横断歩道橋、側道橋（架設後、人道用として使用する橋で構造系として本橋（車道用）とは独立したも

の）の鈑桁、箱桁型式（鋼橋）で移動式クレーン工法、移動式クレーン・ステージング工法による架設に適用す

る。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

（1） 横断歩道橋 
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（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

 図 2-1 施工フロー 
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3. 機種の選定 

3-1 横断歩道橋で使用する機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定（横断歩道橋） 

作業種別 機械名 規格 単位 数量 摘要 

アンカーフレーム

据付工 
トラック 

クレーン装置付 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 

台 1  

ベント設備設置・

撤去工 
ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 2 次基準値)25t 吊 
〃 1  

支柱据付工 ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 2 次基準値)25t 吊 
〃 1  

架設工 

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型○○t 吊 〃 1 地組用 

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型○○t 吊 〃 1 架設用 

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型○○t 吊 〃 1 階段据付用 

（注）1．架設工のトラッククレーンは、現場条件により、規格を選定する。 

2．架設工のトラッククレーンについて、規格が 5t 吊以上 100t 吊未満となる場合は、ラフテレー

ンクレーン[排出ガス対策型（第 2 次基準値）]を標準とする。 

3．現場条件により、上表により難い場合は、別途選定する。なお、架設工においてはラフテレー

ンクレーンを別途選定した場合にも本歩掛を適用出来る。 

4．トラック［クレーン装置付］、トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

 

3-2 側道橋で使用する機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 3.2 機種の選定（側道橋） 

作業種別 機械名 規格 単位 数量 摘要 

ベント設備設置・

撤去工 
ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 2 次基準値)25t 吊 
台 1  

架設工 
トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型○○t 吊 〃 1 地組用 

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型○○t 吊 〃 1 架設用 

（注）1．架設工のトラッククレーンは、現場条件により、規格を選定する。 

2．架設工のトラッククレーンについて、規格が 5t 吊以上 100t 吊未満となる場合は、ラフテレー

ンクレーン[排出ガス対策型（第 2 次基準値）]を標準とする。 

3．現場条件により、上表により難い場合は、別途選定する。なお、架設工においてはラフテレー

ンクレーンを別途選定した場合にも本歩掛を適用出来る。 

4．トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは、賃料とする。 
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4. 施工歩掛 

4-1 横断歩道橋 

4-1-1 アンカーフレーム据付工 

アンカーフレーム据付工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.1 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DA） 

（t/日） 

日当り編成人員 

（人） 

諸雑費率 

（％） 

0.7 

橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 1 

普通作業員 1 

0.1 

（注）1．アンカーフレームの調整・据付にかかわる費用であり、フーチングにかかわる鉄筋組立工、コ

ンクリート工は含まない。 

2．据付に伴って発生する材料費は、別途計上する。 

3．諸雑費は、据付工具類等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計

上する。 

4-1-2 ベント設備設置・撤去工 

ベント設備設置・撤去工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.2 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DB） 

（t/日） 

日当り編成人員 

（人） 

諸雑費率 

（％） 

4.6 

橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 4 

普通作業員 1 

17 

（注）1．ベント基礎は、現場状況に応じて別途計上する。 

2．諸雑費は、架設工具損料及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

 

4-1-3 支柱据付工 

支柱据付工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.3 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DP） 

（t/日） 

日当り編成人員 

（人） 

諸雑費率 

（％） 

9.3 
橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 3 
31 

（注）1．支柱は、主桁、階段用とし、総質量には、基礎金物、アンカーの質量は含めない。 

2．鋼製支柱を対象とし、作業内容は支柱建込、調整及びアンカーフレームへのボルト締付けとす

る。 

3．諸雑費は、組立用消耗材、架設工具損料及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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4-1-4 足場工 

（1） 足場の使用区分 

足場は、枠組足場と吊足場で使用区分は、次表を標準とする。 

 表 4.4 足場の使用区分 

種類 使用区分 

枠組足場 横断歩道橋の主桁用支柱・階段用支柱に適用し支柱 1 本 1箇所（両側）とする。 

吊足場 側道橋に適用するが、横断歩道橋で防護工を必要とする場合は計上する。 

 

（2） 足場工費 

足場工費は、次表を標準とする。 

 表 4.5 足場工費 

種類 単位 足場工費 摘要 

枠組足場 円/箇所 2.91Y＋10,190＋219D （注） 

吊足場 円 （0.015A＋10.95）Y＋（218＋6D）A 〃 

D：足場使用日数（日）＝架設工日数＋床版工日数＋塗装工日数＋4 

A：足場面積（m2）＝（全幅員＋1）×必要長さ(m) 

全幅員とは、地覆外縁間距離とする。 

Y：橋りょう特殊工単価（円/人） 

（注）1．吊足場は、架設工・床版工・塗装工に適用する。 

2．足場工費は設置・撤去の労務費及び足場材に関わる費用を含む。 

3．吊足場工費は、対象とする足場面積（A）相当の費用である。 

4．枠組足場は、手摺先行型とする。 

5．吊足場において、防護工を必要とする場合は、「第 IV 編 第 7 章橋梁工 3)鋼橋架設工」によ

る。 

6．吊足場には、安全ネットを含む。 

 

4-1-5 防護工 

「第 IV 編 第 7 章 3)鋼橋架設工」の防護工による。 

 

4-1-6 小運搬工 

小運搬工は、現地条件、架設条件により、一時仮置きを必要とする場合のみ計上する。 
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4-1-7 架設工 

地組、階段据付、落橋防止装置取付、支承取付を含む架設工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.6 日当り施工量・日当り編成人員 

架設質量（WK） 

（t） 

日当り施工量（DK） 

（t/日） 

編成人員 

（人） 
機種・規格 

諸雑費率 

（％） 

25 以下 8.3 

橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 5 

トラッククレーン（地組用） 

油圧伸縮ジブ型○○t 吊 1 台 

所要日数×0.4 

 

トラッククレーン（架設用） 

油圧伸縮ジブ型○○t 吊 1 台 

所要日数×0.3 

 

トラッククレーン（階段据付用） 

油圧伸縮ジブ型○○t 吊 1 台 

所要日数×0.3 
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50 以下 8.9 

75 以下 9.5 

100 以下 10.1 

125 以下 10.7 

150 以下 11.3 

175 以下 11.9 

200 以下 12.4 

225 以下 13.0 

250 以下 13.6 

275 以下 14.2 

300 以下 14.8 

（注）1．架設工のトラッククレーンについて、規格が 5t 吊以上 100t 吊未満となる場合は、ラフテレー

ンクレーン[排出ガス対策型（第 2 次基準値）]を標準とする。 

2．地組、架設、階段据付に伴う仮締め、本締め、排水管設置、落橋防止装置、支承の取付、後片

付けを含み、床版工（コンクリート床版）は含まない。 

3．架設の対象質量（WK）は、架設すべき主桁、副部材、伸縮継手、鋼床版、高欄、階段、スロー

プ、支承、落橋防止装置の総質量であり、ボルト類の質量は含めない。 

4．摩擦接合用高力ボルト数を必要量計上する（階段用含む）。 

5．地組を行わず、直接架設しながら組立を行う場合のトラッククレーン運転日数は、架設用を所

要日数×0.6、階段据付用を所要日数×0.4 として計上する。 

6．鋼床版の溶接が必要な場合は、別途計上する。 

7．現場条件によりトラッククレーンにより難い場合は、ラフテレーンクレーンに変更出来る。そ

の際にも本歩掛を適用出来る。 

8．諸雑費は、組立用消耗材、ドリフトピン損料、仮締ボルト損料、架設工具損料及び電力に関す

る経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

4-1-8 手摺設置工 

手摺設置工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.7 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DHL） 

（m/日） 

日当り編成人員 

（人） 

諸雑費率 

（％） 

110 
橋りょう世話役 1 

普通作業員 3 
0.4 

（注）1．両側設置の手摺延長は、総延長とする。また、上下 2 段等複数段設置する場合は各段の延長の

合計とする。 

2．高欄の削孔が必要な場合は、別途考慮する。 

3．諸雑費率は、手摺設置工具類等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 
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4-2 側道橋 

4-2-1 ベント設備設置・撤去工 

ベント設備設置・撤去工は、「4-1-2 ベント設備設置・撤去工」の歩掛による。 

4-2-2 支承据付工 

支承はゴム製とし、支承据付工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.8 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DGS） 

（個/日） 

日当り編成人員 

（人） 

諸雑費率 

（％） 

4.2 
橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 3 
0.1(注 3) 

（注）1．現場条件により、クレーン等が必要な場合は、クレーン等の運転費を別途計上する。 

2．支承据付材料（無収縮モルタル）は、別途計上する。 

3．クレーンを使用する場合は、諸雑費として支承据付工具類等の費用とし、労務費の合計額に上

表の率を乗じた金額を上限として計上し、クレーンを使用しない場合は計上しない。 

4．足場が必要な場合は、別途計上する。 

 

4-2-3 架設工 

地組を含む架設工の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.9 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DK） 

（t/日） 

日当り編成人員 

（人） 
機種・規格 

諸雑費率 

（％） 

8.6 
橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 5 

トラッククレーン（地組用） 

油圧伸縮ジブ型○○t 吊 1 台 

所要日数×0.5 

 

トラッククレーン（架設用） 

油圧伸縮ジブ型○○t 吊 1 台 

所要日数×0.5 
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（注）1．架設工のトラッククレーンについて、規格が 5t 吊以上 100t 吊未満となる場合は、ラフテレー

ンクレーン[排出ガス対策型（第 2 次基準値）]を標準とする。 

2．地組、架設に伴う仮締め、本締め、排水管設置、後片付けを含む。 

3．架設の対象質量（WK）は、架設すべき主桁、副部材、伸縮継手、鋼床版の総質量であり、支

承、ボルト類、高欄の質量は含めない。 

4．落橋防止装置を取付ける場合は、主桁等に取付ける部材については、架設の対象質量（WK）に

含めるものとする。なお、落橋防止装置の取付歩掛は別途計上する。 

5．鋼床版の溶接作業は含まない。 

6．摩擦接合用高力ボルト数を必要量計上する。 

7．地組を行わず、直接架設しながら組立を行う場合のトラッククレーン運転日数は、架設用を所

要日数×1.0 として計上する。 

8．諸雑費は、組立用消耗材、ドリフトピン損料、仮締ボルト損料、架設工具損料及び電力に関す

る経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

4-2-4 足場工 

足場工は、横断歩道橋の「4-1-4 足場工」による。 

 

4-2-5 防護工 

「第 IV 編 第 7 章 3)鋼橋架設工」の防護工による。 

 

4-2-6 小運搬工 

小運搬工は、現地条件、架設条件により、一時仮置きを必要とする場合のみ計上する。 
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4-2-7 高欄組立工 

高欄を主桁架設後に組立てる場合の歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.10 日当り施工量・日当り編成人員 

日当り施工量（DL） 

（m/日） 

日当り編成人員 

（人） 

諸雑費率 

（％） 

44 
橋りょう世話役 1 

橋りょう特殊工 3 
0.3 

（注）1．両側設置の高欄延長は、総延長とする。 

2．地覆に関わる鉄筋組立、コンクリート工は含めない。 

3．諸雑費は、高欄組立工具類の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 

 

5. 供用日数 

ベントの供用日数は、次表を標準とする。これにより難い場合は、別途考慮する。 

 表 5.1 供用日数 

作業種別 設備名 供用日数 摘要 

歩道橋 
ベント 

（0.7A＋C＋D）×1.5 地組のある場合 

（0.6A＋C＋D）×1.5 地組のない場合 

側道橋 （A＋B＋C＋D）×1.5  

A：架設日数 

B：支承据付日数 

C：ベント設備・設置・撤去日数 

D：現場内小運搬日数 

（注）1．供用日数は 1 パーティで各工種毎に供用日数を累加している。供用日数は、大規模工事、工期

などから 2 パーティ、3 パーティと日当り編成人員が増す場合など工種により供用日数のラップ

を考慮して算出する。 

2．供用日数は、小数第 1 位を切上げし、整数とする。 
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6. 横断歩道橋側板工（裾隠し板、目隠し板） 

6-1 側板取付 

側板取付の施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 6.1 側板取付け  （10m2 当り） 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.4 

特殊作業員  〃 0.7 

普通作業員  〃 1.1 

諸雑費率  ％ 2 

（注）1．諸雑費は、ドリル損料、電気ノコギリ損料、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2．上表の歩掛には側板等の加工を含む。 

6-2 側板取外し 

側板取外しの施工歩掛は、次表による。 

 表 6.2 側板取外し  （10m2 当り） 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.1 

普通作業員  〃 0.4 

6-3 材料使用量 

側板の使用量は、次式による。 

使用量（m2）＝設計量（m2）×（1＋K） 

K：ロス率（表 6.3） 

 表 6.3 ロス率（K） 

材料名 合成樹脂板 

ロス率 K ＋0.03 
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7. 内訳書及び単価表 

（1） 歩道橋架設工 1 橋当り内訳書 

名称 規格 単位 数量 摘要 

アンカーフレーム据付工  t  単価表（3） 

ベント設備設置・撤去工  〃  単価表（4） 

支柱据付工  〃  単価表（9） 

足場工（枠組足場）  箇所  単価表（11） 

足場工（吊足場）  m2  単価表（12） 

防護工  〃   

架設工  t  単価表（5） 

手摺設置工  m  単価表（6） 

 

（2） 側道橋架設工 1 橋当り内訳書 

名称 規格 単位 数量 摘要 

支承据付工  個  単価表（7） 

ベント設備設置・撤去工  t  単価表（4） 

架設工  〃  単価表（8） 

足場工（吊足場）  m2  単価表（16） 

防護工  〃   

高欄組立工  m  単価表（10） 

 

（3） アンカーフレーム据付工 1t 当り単価表（横断歩道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1/DA×1 表 4.1 

橋りょう特殊工  〃 1/DA×1 〃 

普通作業員  〃 1/DA×1 〃 

トラック運転 

クレーン装置付 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 

日 1/DA×1 
表 3.1、表 4.1 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.1 

計【S3070017】     

（注）DA：日当り施工量（t/日） 

 

（4） ベント設備設置・撤去工 10t当り単価表（横断歩道橋、側道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 10/DB×1 表 4.2 

橋りょう特殊工  〃 10/DB×4 〃 

普通作業員  〃 10/DB×1 〃 

ベント損料  日  表 5.1 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 2 次基準値)25t 吊 
〃 10/DB×1 

表 3.1、表 4.2 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.2 

計【S3602】     

（注）DB：日当り施工量（t/日） 
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（5） 架設工 10t 当り単価表（横断歩道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 10/DK×1 表 4.6 

橋りょう特殊工  〃 10/DK×5 〃 

摩擦接合用高力ボルト  本  階段用含む 必要量計上する 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

○○t 吊 
日 10/DK×0.4 

表 3.1、表 4.6 地組用 

機械賃料 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

○○t 吊 
〃 10/DK×0.3 

〃 架設用 

機械賃料 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

○○t 吊 
〃 10/DK×0.3 

〃 階段据付用 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.6 

計【S3608】     

（注）1．DK：日当り施工量（t/日） 

2．地組を行わず架設する場合は、表 4.6 の（注）5 のとおりとする。 

3．摩擦接合用高力ボルトの本数は、10t 当りの必要量を計上する。 

4．架設工のトラッククレーンの規格が 5t 以上 100t 吊未満となる場合は、表 4.6（注）1のとおり

とする。 

 

（6） 手摺設置工 100m 当り単価表（横断歩道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 100/DHL×1 表 4.7 

普通作業員  〃 100/DHL×3 〃 

諸雑費  式 1 〃 

計【S3070019】     

（注）DHL：日当り施工量（m/日） 

 

（7） 支承据付工 1 個当り単価表（側道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 1/DGS×1 表 4.8 

橋りょう特殊工  〃 1/DGS×3 〃 

支承据付材料 

（無収縮モルタル） 
 m3  必要量計上する 

諸雑費  式 1 表 4.8 

計【S3070021】     

（注）DGS：日当り施工量（個/日） 
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（8） 架設工 10t 当り単価表（側道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 10/DK×1 表 4.9 

橋りょう特殊工  〃 10/DK×5 〃 

摩擦接合用高力ボルト  本  必要量計上する 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

○○t 吊 
日 10/DK×0.5 

表 3.2、表 4.9 地組用 

機械賃料 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

○○t 吊 
〃 10/DK×0.5 

〃 架設用 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.9 

計【S3609】     

（注）1．DK：日当り施工量（t/日） 

2．地組を行わず架設する場合は、表 4.9 の（注）7 のとおりとする。 

3．摩擦接合用高力ボルトの本数は、10t 当りの必要量を計上する。 

4．架設工のトラッククレーンの規格が 5t 以上 100t 吊未満となる場合は、表 4.9（注）1のとおり

とする。 

 

（9） 支柱据付工 10t 当り単価表（横断歩道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 10/DP×1 表 4.3 

橋りょう特殊工  〃 10/DP×3 〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 2 次基準値)25t 吊 
日 10/DP×1 

表 3.1、表 4.3 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 4.3 

計【S3603】     

（注）DP：日当り施工量（t/日） 

 

（10）高欄組立工 100m 当り単価表（側道橋） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 100/DL×1 表 4.10 

橋りょう特殊工  〃 100/DL×3 〃 

諸雑費  式 1 〃 

計【S3614】     

（注）DL：日当り施工量（m/日） 

 

（11）足場工（手摺先行型枠組足場）1 箇所当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 4.5 

足場材損料  日  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3604】     
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（12）足場工（吊足場）1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう特殊工  人  表 4.5 

足場材損料  日  〃 

諸雑費  式 1  

計【S3604】     

 

（13）側板取付け 10m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 6.1 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

合成樹脂板  m2 10.3 表 6.3 設計量(m2)×(1＋K) 

ボルト・ナット  組  必要量計上 

諸雑費  式 1 表 6.1 

計     

 

（14）側板取外し 10m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 6.2 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

 

（15）機械運転単価表 

名称 規格 適用単価表 指定事項 

トラック 

クレーン装置付 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 

機-28 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →33 

機械賃料数量 →1.00 
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18) 鋼製橋脚設置工 

1. 適用範囲 

本資料は、陸上での鋼製橋脚設置工事に適用する。なお、本資料は、鋼製橋脚のうち T型鋼製橋脚、I 型鋼製橋

脚、ラケット型鋼製橋脚、門型ラーメン鋼製橋脚に適用する。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

     

   ↓ 

準備工   塗装工 

↓   ↓ 

アンカーフレーム架設工   足場工撤去 

↓   ↓ 

アンカーフレームグラウト工   根巻きコンクリート工 

↓   ↓ 

フーチング部打設   中埋コンクリート工 

  ↓   ↓ 

  鋼製橋脚地組工   架設終了 

↓ ↓    

鋼製橋脚架設工    

↓    

脚柱基部グラウト工    

↓    

足場工設置    

↓    

現場溶接工    

↓    

本締め工    

     

（注）1．本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

2．白抜き部分：コンクリート工、足場・支保工、橋梁塗装工等の関連工種による。 
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3. 機種の選定 

機械・規格は、次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

機械名 用途 規格 単位 数量 

移動式クレーン 主クレーン 

5t 吊以上 100t 吊未満 

ラフテレーンクレーン 

それ以外 

トラッククレーン 

油圧伸縮ジブ型各種 

台 1 

ラフテレーンクレーン 補助クレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)25t 吊 
〃 1 

ラフテレーンクレーン 建起し用クレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)45t 吊 
〃 1 

（注）1．主クレーン、アンカーフレーム架設・鋼製橋脚地組・鋼製橋脚架設に使用し、最大部材質量、

作業半径、吊上げ高さなどを勘案し現場条件に適合した機種規格を選定し計上する。 

2．補助クレーンは、アンカーフレーム架台の設置に使用する。 

3．建起し用クレーンは、橋脚柱の架設など建起しを必要とするブロックの架設に主クレーンとと

もに使用する。 

4．上記のクレーンによる架設が困難な場合は、現場条件に適合した機種規格を計上する。 

5．トラッククレーン及びラフテレーンクレーンは、賃料とする。 

 

 

4. アンカーフレーム架設工 

アンカーフレーム架設工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.1 アンカーフレーム架設工歩掛 

所要日数（日） 編成人員（人） 諸雑費率（％） 

7A 
橋りょう世話役 

橋りょう特殊工 

1 

4 
18 

A：アンカーフレーム架設数（基） 

（注）1．本歩掛は、アンカーフレーム架設に伴う架設用架台の設置から調整及びアンカーフレーム内グ

ラウト注入を含む。 

2．諸雑費は、アンカーフレーム架設に伴う溶接棒、架設用架台の材料、グラウトポンプ、グラウ

トミキサ、架設工具の損料、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 

3．グラウト注入材料は、別途計上する。 
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5. 鋼製橋脚地組工 

鋼製橋脚地組工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 5.1 鋼製橋脚地組工歩掛 

日当り施工量 

Dj（t/日） 
編成人員（人） 諸雑費率（％） 

Dj= 

W 

 

橋りょう世話役 

橋りょう特殊工 

普通作業員 

1 

5 

1 

8 

0.5r 

W：鋼製橋脚総地組質量（t） 

r：鋼製橋脚地組連結箇所数（箇所） 

（注）1．本歩掛は、鋼製橋脚地組に伴う仮締めを含む。 

2．諸雑費は、鋼製橋脚地組に伴う足場（安全ネット付）、仮締めボルト、ドリフトピン、組立工

具損料、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 

3．鋼製橋脚質量は「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」において鋼製脚の大型材片及び小型材

片に分類されている部材の総質量である。 

4．日当り施工量 Dj は小数第 2 位を四捨五入し、第 1 位とする。 

6. 鋼製橋脚架設工 

鋼製橋脚架設工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 6.1 鋼製橋脚架設工歩掛 

日当り架設質量 

Dk（t/日） 
編成人員（人） 諸雑費率（％） 

Dk= 
W 

 

橋りょう世話役 

橋りょう特殊工 

普通作業員 

1 

5 

1 

7 
0.78b＋1.8ｆ 

W：鋼製橋脚総架設質量（t） 

b：鋼製橋脚総架設ブロック数（ブロック） 

f：鋼製橋脚数（脚） 

（注）1．本歩掛は、鋼製橋脚架設に伴う仮締め及び脚柱基部グラウト注入を含む。 

2．諸雑費は、鋼製橋脚地組に伴う部分作業床（安全ネット付）、仮締めボルト、ドリフトピン、

グラウトポンプ、グラウトミキサ、架設工具の損料、電力に関する経費等の費用であり、労務費

の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

3．鋼製橋脚質量は「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」において鋼製脚の大型材片及び小型材

片に分類されている部材の総質量である。 

4．日当り架設質量 Dk は小数第 2 位を四捨五入し、第 1 位とする。 

5．グラウト注入材料は、別途計上する。 

6．ベント設備を使用し架設する場合のベント設備設置・撤去歩掛は、「第 IV 編 第 7 章 3)鋼橋架

設工」により別途計上する。 
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7. 現場溶接工 

現場溶接工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 7.1 現場溶接工歩掛 

日当り施工量 

Dh（m/日） 
編成人員（人） 諸雑費率（％） 

Dh= 
M×α×β 

 橋りょう世話役 

橋りょう特殊工 

1 

8 
26 1.03M/10＋12.6 

ただし、3β≦Dh≦10β 

M：鋼製橋脚溶接総実延長(m) 

α：板厚による係数（付表 1） 

β：溶接ビード仕上げによる影響係数（付表 2） 

（注）1．橋脚が複数ある場合は、各橋脚毎に溶接実延長を算出する。 

 

 付表 1 板厚による係数（α） 

平均板厚 

（mm） 
20 未満 

20 以上 

30 未満 

30 以上 

40 未満 

40 以上 

50 未満 

50 以上 

55 未満 

α 1.15 1.00 0.85 0.70 0.55 

備考 

平均板厚は、下記のとおり加重平均して算出する。 

平均板厚＝ 
（t1×L1）＋（t2×L2）＋… 

 
L1＋L2＋… 

 tn：各々の板厚（mm） 

 Ln：各々の板厚に対する延長（m） 

 

 付表 2 溶接ビード仕上による影響係数（β） 

仕上げの程度 β 

ビード仕上げ無し 1.00 

〃 有り 0.80 

備考 

溶接ビード仕上げによる影響係数（β）は、下記のとおり加重平均して算出する。 

影響係数（β）＝ 
（1.00×L1）＋（0.80×L2） 

 
L1＋L2 

 L1：ビード仕上げ無しの溶接延長（m） 

 L2：ビード仕上げ有りの溶接延長（m） 

 ただし、影響係数は少数第 3位を四捨五入し、第 2 位とする。 

（注）1．本歩掛は、鋼製橋脚架設に伴う現場溶接工に適用する。 

2．本歩掛は、母材材質が SM400～SM570 の場合に適用する。 

3．付表 2 における「ビード仕上有り」とは、道路橋示方書に示す余盛り高さ以上に平滑に仕上げ

る場合を示す。 

4．諸雑費は、現場溶接工に伴う部分作業床（安全ネット付）、仮締めボルト、ドリフトピン、空

気圧縮機、整流器、電気溶接機・CO2 自動溶接装置・溶接棒乾燥機損料、溶接棒、溶接ワイヤ、

CO2 ガス、防風設備、電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

5．日当り施工量 Dh は小数第 2 位を四捨五入し、第 1 位とする。 
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8. 本締め工 

本締め工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 8.1 本締め工歩掛 

日当り作業量 

Db（本/日） 
編成人員（人） 諸雑費率（％） 

Db= 
T 

 橋りょう世話役 

橋りょう特殊工 

普通作業員 

1 

5 

1 

13 （0.03・T＋188）×0.01 

ただし、上限を 1,950 本とする。 

T：トルシアボルト総本数（本） 

（注）1．本歩掛は、鋼製橋脚架設に伴う本締め工に適用する。 

2．諸雑費は、本締め工に伴う部分作業床（安全ネット付）、仮締めボルト、ドリフトピン、架設

工具損料及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 

3．日当り作業量 Db は、整数第 1 位を四捨五入し、第 2 位とする。 

4．トルシアボルトにおけるピンテールの破断面処理（錆防止等）は、別途考慮する。 

 

9. 足場工 

足場は、脚柱部に枠組足場を柱 1 本 1 箇所（両側）に計上するものとし、足場設置・撤去歩掛は、「第 II 編 第

5 章 7)-1 足場工」による。 

なお、現場において橋脚全面塗装を行う場合等で、全面に足場が必要な場合は別途計上する。 

 

10. クレーンの運転日数 

クレーンの運転日数は、次表を標準とする。 

 表 10.1 クレーンの運転日数 

機械名 クレーンの運転日数 

移動式クレーン 主 運転日数 A＋B＋C 

ラフテレーンクレーン 
補助 運転日数 A×2 

建起し 運転日数 C×s 

A：アンカーフレーム架設数（基） 

B：鋼製橋脚地組日数 

B＝0.5×連結箇所数（r） 

C：鋼製橋脚架設日数 

C＝0.78×総架設ブロック数（b） 

s：使用比率 

s＝建起し必要ブロック数/総架設ブロック数（b） 

（注）1．移動式クレーン（トラッククレーン及びラフテレーンクレーン）は賃料とする。 

2．クレーンの運転日数は、小数第 1 位を四捨五入し、整数とする。 
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11. 内訳書及び単価表 

（1） アンカーフレーム架設工 1 基当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 7×1 表 4.1 

橋りょう特殊工  〃 7×4 〃 

グラウト注入材料 膨張モルタル m3  必要量計上 

諸雑費  式 1 表 4.1 

計     

 

（2） 鋼製橋脚地組工、鋼製橋脚地組質量 10t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 (10/Dj)×1 表 5.1 

橋りょう特殊工  〃 (10/Dj)×5 〃 

普通作業員  〃 (10/Dj)×1 〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

（注）Dj：日当り施工量（t/日） 

 

（3） 鋼製橋脚架設工、鋼製橋脚架設質量 10t 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 (10/Dk)×1 表 6.1 

橋りょう特殊工  〃 (10/Dk)×5 〃 

普通作業員  〃 (10/Dk)×1 〃 

グラウト注入材料 膨張モルタル m3  必要量計上 

グラウト注入材料 無収縮モルタル m3  〃 

諸雑費  式 1 表 6.1 

計     

（注）Dk：日当り架設質量（t/日） 

 

（4） 現場溶接工、鋼製橋脚溶接実延長 10m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 (10/Dh)×1 表 7.1 

橋りょう特殊工  〃 (10/Dh)×8 〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

（注）Dh：日当り施工量（m/日） 

 

（5） 本締め工、トルシアボルト 100 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

橋りょう世話役  人 (100/Db)×1 表 8.1 

橋りょう特殊工  〃 (100/Db)×5 〃 

普通作業員  〃 (100/Db)×1 〃 

トルシアボルト  本 100  

諸雑費  式 1 表 8.1 

計     

（注）Db：日当り作業量（本/日） 
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（6） アンカーフレーム架設クレーン運転費 1 式当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

主クレーン 
移動式クレーン 

油圧伸縮ジブ型各種 
日  表 10.1、機械賃料 

補助クレーン 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)25t 吊 

〃  〃、機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     

 

（7） 鋼製橋脚地組クレーン運転費 1 式当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

主クレーン 
移動式クレーン 

油圧伸縮ジブ型各種 
日  表 10.1、機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     

 

（8） 鋼製橋脚架設クレーン運転費（賃料）1 式当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

主クレーン 
移動式クレーン 

油圧伸縮ジブ型各種 
日  表 10.1、機械賃料 

建起し用クレーン 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

(第 1 次基準値)45t 吊 

〃  
必要により計上 

表 10.1、機械賃料 

諸雑費  式 1  

計     
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19) 橋台・橋脚工 

19)-1 橋台・橋脚工（1）（構造物単位） 

1. 適用範囲 

本資料は、橋台及び橋脚の施工に適用する。なお、以下の適用を外れる橋台・橋脚については、「第 IV 編 第 7

章 橋梁工 19)-2 橋台・橋脚工（2）」を適用する。 

1-1 適用出来る範囲 

（1） 構造物高さ 5m 以上 25m 未満の T 形橋脚（躯体が円形及び小判型含む）の場合 

（2） 構造物高さ 5m 以上 20m 未満の壁式橋脚（躯体が小判型含む）の場合 

（3） 構造物高さ 12m 未満かつ翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の逆 T式橋台の場合 

なお、橋台パラペットを後施工する場合、構造物高さに後施工分は含まない。 

1-2 適用出来ない範囲 

（1） 同一構造物で、フーチングと躯体のコンクリート強度が異なる場合 

（2） フーチングのみの工事、又は躯体のみの工事の場合 

（3） 化粧型枠を使用する場合 

（4） 手摺先行型枠組足場以外の足場を使用する場合 
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橋台・橋脚形式（参考図） 
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2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

資機材搬入     

   ↓ 

床掘り   コンクリート打設・養生 

↓   ↓ 

杭頭処理   型枠撤去 

↓   ↓ 

基礎材敷設転圧   足場・支保撤去 

↓   ↓ 

均しコンクリート型枠 

製作設置・撤去、 

均しコンクリート打設・養生 

  埋戻し 

  ↓ 

  資機材搬出 

↓    

足場・支保設置    

↓    

鉄筋加工・組立    

↓    

型枠製作・設置    

     

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

 図 2.1 施工フロー 

 

3. 施工歩掛 

3-1 橋台・橋脚工 

3-1-1 機種の選定 

機械・規格の選定は次表を標準とする。 

 表 3.1 機種の選定 

機械名 規格 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 

（注）1．上表の機種・規格を標準とするが、現場条件により上表により難い場合は、別途考慮する。 

2．コンクリートポンプ車圧送コンクリートの標準範囲は、「第 II 編 第 4 章 1)コンクリート工」

による。 
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3-1-2 施工歩掛表適用図 

施工歩掛における歩掛表の適用範囲は、次図のとおりとする。 

 

（注）1．本図は以上未満表示である。 

2．本歩掛は、基礎形式（直接基礎、杭基礎）にかかわらず適用出来る。 

 図 3-1 T 形橋脚歩掛表適用範囲 

 

（注）1．本図は以上未満表示である。 

2．本歩掛は、基礎形式（直接基礎、杭基礎）にかかわらず適用出来る。 

 図 3-2 壁式橋脚歩掛表適用範囲 

 

（注）1．本図は以上未満表示である。 

2．本歩掛は、基礎形式（直接基礎、杭基礎）にかかわらず適用出来る。 

3．本歩係は、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の逆 T 式橋台に適用する。 

 図 3-3 逆Ｔ式橋台歩掛表適用範囲 
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3-1-3 T 形橋脚歩掛 

T 形橋脚における施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.2 T 形橋脚施工歩掛（構造物高さ 5m 以上 10m 未満の場合） （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
100m3 以上 300m3 未満 300m3 以上 500m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.6（0.5） 0.5（0.4） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 1.8（1.8） 1.3（1.3） 

とび工 〃 0.6（0.2） 0.5（0.2） 

普通作業員 〃 1.6（1.4） 1.3（1.1） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 2（3） 2（2） 

均しコンクリート打設 〃 4（5） 5（6） 

諸雑費率 〃 26（12） 27（15） 

 表 3.3 T 形橋脚施工歩掛（構造物高さ 10m 以上 15m 未満の場合） （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 120m3 以上 

220m3 未満 

220m3 以上 

440m3 未満 

440m3 以上 

650m3 未満  名称 単位  

土木一般世話役 人 0.7（0.6） 0.6（0.5） 0.4（0.3） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 2.0（2.0） 1.5（1.5） 1.0（1.0） 

とび工 〃 0.9（0.4） 0.7（0.3） 0.6（0.2） 

普通作業員 〃 1.9（1.6） 1.4（1.2） 1.1（0.9） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 2（2） 2（2） 2（3） 

均しコンクリート打設 〃 3（4） 4（5） 5（6） 

諸雑費率 〃 26（12） 28（13） 33（15） 

 表 3.4 T 形橋脚施工歩掛（構造物高さ 15m 以上 25m 未満の場合） （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
290m3 以上 910m3 未満 910m3 以上 980m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.6（0.5） 0.5（0.4） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 1.5（1.5） 1.3（1.3） 

とび工 〃 0.8（0.3） 0.9（0.5） 

普通作業員 〃 1.6（1.3） 1.3（1.1） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 1（1） 1（2） 

均しコンクリート打設 〃 2（3） 3（3） 

諸雑費率 〃 29（13） 28（13） 

 

（注）1．上表の労務歩掛は、型枠（R 付、支承・箱抜き部の型枠含む）製作・設置・撤去、足場（支

保）設置・撤去、コンクリート打設・養生等を含むものである。 

ただし、支承・箱抜き部の型枠の材料費は、別途計上する。 

2．本歩掛は、基礎形式（直接基礎、杭基礎）にかかわらず適用出来る。 

3．コンクリートの材料ロス率は、＋0.02 として上表に含まれている。 
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4．雑工種・諸雑費は、労務費と機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

なお、雑工種及び諸雑費に含まれる内容は、（付表-1）のとおりである。 

5．養生は、養生材の被覆、散水養生、被覆養生程度のものであり、給熱養生等の特別な養生が必

要な場合は、上表諸雑費率より、2.0％を減ずるものとし、養生費を「第 II 編 第 4 章 1)コンク

リート工」により別途計上する。 

6．冬期の施工で雪寒仮囲い等の特別な足場や、給熱養生等の特別な養生を必要とする場合は、

（ ）内の数値を使用するものとし、足場費及び養生費が必要な場合は「第 II 編 第 5章 13)-2

雪寒仮囲い工」により別途計上する。 

7．基礎材の敷均し厚は、20cm までを標準としており、これにより難い場合は別途計上する。 

8．コンクリートポンプ車配管打設で施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は「第 II 編 

第 4 章 1)コンクリート工」により別途計上するものとする。 

なお、コンクリート 1 日当り打設量は、110m3 を標準とする。 

9．本歩掛には、コンクリートポンプ車打設時のホースの筒先作業等を行う機械補助労務を含む。 

10.本歩掛には、型枠施工時のはく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

 

 付表-1 雑工種及び諸雑費に含まれる内容 

項目 労務費 機械運転経費 雑機械器具損料 材料費 

雑工種 

基礎材砕石 敷設・転圧労務 
材料投入敷均し機

械締固め機械 
－ 砕石材料 

均しコンクリート関係 

打設・養生、型

枠製作・設置・

撤去労務 

打設機械 

電力に関する経費 

コンクリートバイブ

レータ、工事用水中

モータポンプ、バケ

ット等 

コンクリート、養

生材、均し型枠材

料等 

諸雑費 

コンクリート関係 － 電力に関する経費 

コンクリートバイブ

レータ、工事用水中

モータポンプ等 

養生マット、養生

シート等 

型枠関係 － 
持上(下)げ機械 

電力に関する経費 

電気ドリル、 

電気ノコギリ、 

雑工具等 

型枠材料、組立支

持材、はく離剤等 

足場関係 － 持上(下)げ機械 雑工具等 
足場工仮設材、安

全ネット等 

支保関係 － 持上(下)げ機械 雑工具等 
支保工仮設材、安

全ネット等 

 

3-1-4 壁式橋脚歩掛 

壁式橋脚における施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.5 壁式橋脚施工歩掛（構造物高さ 5m 以上 15m 未満の場合） （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
100m3 以上 280m3 未満 280m3 以上 700m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.6（0.5） 0.5（0.4） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 1.8（1.8） 1.4（1.4） 

とび工 〃 0.5（-） 0.3（-） 

普通作業員 〃 1.6（1.3） 1.2（1.1） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 2（3） 3（3） 

均しコンクリート打設 〃 4（5） 7（8） 

諸雑費率 〃 29（12） 24（15） 
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 表 3.6 壁式橋脚施工歩掛（構造物高さ 15m 以上 20m 未満の場合） （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
250m3 以上 520m3 未満 520m3 以上 700m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.5（0.4） 0.4（0.3） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 1.6（1.6） 1.1（1.1） 

とび工 〃 0.4（-） 0.3（-） 

普通作業員 〃 1.5（1.3） 1.0（0.9） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 1（1） 1（2） 

均しコンクリート打設 〃 7（8） 8（10） 

諸雑費率 〃 27（14） 33（16） 

（注）1．上表の労務歩掛は、型枠（R 付、支承・箱抜き部の型枠含む）製作・設置・撤去、足場（支

保）設置・撤去、コンクリート打設・養生等を含むものである。 

ただし、支承・箱抜き部の型枠の材料費は、別途計上する。 

2．本歩掛は、基礎形式（直接基礎、杭基礎）にかかわらず適用出来る。 

3．コンクリートの材料ロス率は、＋0.02 として上表に含まれている。 

4．雑工種・諸雑費は、労務費と機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

なお、雑工種及び諸雑費に含まれる内容は付表-1 のとおりである。 

5．養生は、養生材の被覆、散水養生、被覆養生程度のものであり、給熱養生等の特別な養生が必

要な場合は、上表諸雑費率より、2.0％を減ずるものとし、養生費を「第 II 編 第 4 章 1)コンク

リート工」により別途計上する。 

6．冬期の施工で雪寒仮囲い等の特別な足場や、給熱養生等の特別な養生を必要とする場合は、

（ ）内の数値を使用するものとし、足場費及び養生費が必要な場合は「第 II 編 第 5章 13）-2

雪寒仮囲い工」により別途計上する。 

7．基礎材の敷均し厚は、20cm までを標準としており、これにより難い場合は別途計上する。 

8．コンクリートポンプ車配管打設で施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は「第 II 編 

第 4 章 1)コンクリート工」により別途計上するものとする。 

なお、コンクリート 1 日当り打設量は、110m3 を標準とする。 

9．本歩掛には、コンクリートポンプ車打設時のホースの筒先作業等を行う機械補助労務を含む。 

10.本歩掛には、型枠施工時のはく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

 付表-1 雑工種及び諸雑費に含まれる内容 

項目 労務費 機械運転経費 雑機械器具損料 材料費 

雑工種 

基礎砕石 敷設・転圧労務 
材料投入敷均し機

械締固め機械 
－ 砕石材料 

均しコンクリート関係 

打設・養生、型

枠製作・設置・

撤去労務 

打設機械 

電力に関する経費 

コンクリートバイブ

レータ、工事用水中

モータポンプ、バケ

ット等 

コンクリート、養

生材、均し型枠材

料等 

諸雑費 

コンクリート関係 － 電力に関する経費 

コンクリートバイブ

レータ、工事用水中

モータポンプ等 

養生マット、養生

シート等 

型枠関係 － 
持上(下)げ機械 

電力に関する経費 

電気ドリル、 

電気ノコギリ、 

雑工具等 

型枠材料、組立支

持材、はく離剤等 

足場関係 － 持上(下)げ機械 雑工具等 
足場工仮設材、安

全ネット等 

支保関係 － 持上(下)げ機械 雑工具等 
支保工仮設材、安

全ネット等 
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3-1-5 逆 T 式橋台の場合 

逆 T 式橋台における施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.7 逆 T 式橋台施工歩掛（構造物高さ 5m 未満、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の場合） 

   （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
50m3 以上 140m3 未満 140m3 以上 260m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.6（0.5） 0.5（0.4） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 2.2（2.2） 1.7（1.7） 

とび工 〃 0.5（0.1） 0.3（0.1） 

普通作業員 〃 1.9（1.6） 1.5（1.3） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 4（4） 4（5） 

均しコンクリート打設 〃 7（8） 8（9） 

諸雑費率 〃 25（14） 26（14） 

 

 表 3.8 逆 T 式橋台施工歩掛（構造物高さ 5m 以上 7m 未満、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の場合） 

   （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 50m3 以上 

90m3 未満 

90m3 以上 

160m3 未満 

160m3 以上 

310m3 未満  名称 単位  

土木一般世話役 人 1.0（0.8） 0.7（0.6） 0.6（0.5） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 3.3（3.3） 2.6（2.6） 2.0（2.0） 

とび工 〃 0.8（0.1） 0.6（0.1） 0.4（0.1） 

普通作業員 〃 2.7（2.3） 2.2（1.9） 1.7（1.5） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 1（2） 2（2） 2（3） 

均しコンクリート打設 〃 5（6） 5（6） 6（7） 

諸雑費率 〃 19（9） 20（11） 21（11） 

 

 表 3.9 逆 T 式橋台施工歩掛（構造物高さ 7m 以上 9m 未満、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の場合） 

   （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 70m3 以上 

110m3 未満 

110m3 以上 

210m3 未満 

210m3 以上 

310m3 未満  名称 単位  

土木一般世話役 人 1.0（0.8） 0.7（0.6） 0.6（0.5） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 2.6（2.6） 2.3（2.3） 1.8（1.8） 

とび工 〃 1.3（0.6） 0.8（0.3） 0.5（0.1） 

普通作業員 〃 2.5（2.1） 2.0（1.7） 1.6（1.4） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 1（2） 2（2） 3（3） 

均しコンクリート打設 〃 3（4） 5（5） 7（8） 

諸雑費率 〃 27（11） 27（14） 29（15） 
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 表 3.10 逆 T 式橋台施工歩掛（構造物高さ 9m 以上 10m 未満、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の場合） 

   （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
130m3 以上 280m3 未満 280m3 以上 310m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.6（0.5） 0.5（0.5） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 2.4（2.4） 1.8（1.8） 

とび工 〃 0.7（0.2） 0.5（0.1） 

普通作業員 〃 2.1（1.8） 1.6（1.4） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 1（2） 2（2） 

均しコンクリート打設 〃 5（6） 5（6） 

諸雑費率 〃 26（12） 30（15） 

 

 表 3.11逆 T 式橋台施工歩掛（構造物高さ 10m 以上 11m 未満、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の場合） 

   （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
230m3 以上 370m3 未満 370m3 以上 650m3 未満 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.6（0.5） 0.5（0.4） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 2.2（2.2） 1.6（1.6） 

とび工 〃 0.7（0.1） 0.5（0.1） 

普通作業員 〃 1.9（1.6） 1.5（1.3） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 1（2） 2（3） 

均しコンクリート打設 〃 4（4） 5（6） 

諸雑費率 〃 28（13） 27（13） 

 

 表 3.12 逆 T 式橋台施工歩掛（構造物高さ 11m 以上 12m 未満、翼壁厚 0.4m 以上 0.6m 以下の場合） 

   （コンクリート 10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 230m3 以上 

320m3 未満 

320m3 以上 

560m3 未満 

560m3 以上 

650m3 未満  名称 単位  

土木一般世話役 人 0.7（0.6） 0.6（0.5） 0.5（0.4） 

特殊作業員 〃 0.2（0.2） 

型わく工 〃 2.4（2.4） 1.8（1.8） 1.3（1.3） 

とび工 〃 0.8（0.2） 0.5（0.1） 0.3（0.1） 

普通作業員 〃 2.1（1.8） 1.7（1.4） 1.3（1.1） 

コンクリート m3 10.2（10.2） 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06（0.06） 

雑工種 
基礎材敷設転圧 ％ 2（2） 2（3） 3（3） 

均しコンクリート打設 〃 4（4） 3（4） 3（3） 

諸雑費率 〃 28（13） 27（12） 29（15） 

（注）1．上表の労務歩掛は、型枠（R 付、支承・箱抜き部の型枠含む）製作・設置・撤去、足場（支

保）設置・撤去、コンクリート打設・養生等を含むものである。 

ただし、支承・箱抜き部の型枠の材料費は、別途計上する。 
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2．本歩掛は、基礎形式（直接基礎、杭基礎）にかかわらず適用出来る。 

3．コンクリートの材料ロス率は、＋0.02 として上表に含まれている。 

4．雑工種・諸雑費は、労務費と機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

なお、雑工種及び諸雑費に含まれる内容は付表-1 のとおりである。 

5．養生は、養生材の被覆、散水養生、被覆養生程度のものであり、給熱養生等の特別な養生が必

要な場合は、上表諸雑費率より、2.0％を減ずるものとし、養生費を「第 II 編 第 4 章 1)コンク

リート工」により別途計上する。 

6．冬期の施工で雪寒仮囲い等の特別な足場や、給熱養生等の特別な養生を必要とする場合は、

（ ）内の数値を使用するものとし、足場費及び養生費が必要な場合は「第 II 編 第 5章 13)-2

雪寒仮囲い工」により別途計上する。 

7．基礎材の敷均し厚は、20cm までを標準としており、これにより難い場合は別途計上する。 

8．コンクリートポンプ車配管打設で施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は「第 II 編 

第 4 章 1)コンクリート工」により別途計上するものとする。 

なお、コンクリート 1 日当り打設量は、110m3 を標準とする。 

9．本歩掛には、コンクリートポンプ車打設時のホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含

む。 

10.本歩掛には、型枠施工時のはく離剤及びケレン作業を含む。 

11.本歩掛は、水抜きパイプの設置の有無にかかわらず適用出来る。ただし材料費については別途

計上する。 

 付表-1 雑工種及び諸雑費に含まれる内容 

項目 労務費 機械運転経費 雑機械器具損料 材料費 

雑工種 

基礎材砕石 敷設・転圧労務 
材料投入敷均し機

械締固め機械 
－ 砕石材料 

均しコンクリート関係 

打設・養生、型

枠製作・設置・

撤去労務 

打設機械 

電力に関する経費 

コンクリートバイブ

レータ、工事用水中

モータポンプ、バケ

ット等 

コンクリート、養

生材、均し型枠材

料等 

諸雑費 

コンクリート関係 － 電力に関する経費 

コンクリートバイブ

レータ、工事用水中

モータポンプ等 

養生マット、養生

シート等 

型枠関係 － 
持上(下)げ機械 

電力に関する経費 

電気ドリル、 

電気ノコギリ、 

雑工具等 

型枠材料、組立支

持材、はく離剤等 

足場関係 － 持上(下)げ機械 雑工具等 
足場工仮設材、安

全ネット等 

支保関係 － 持上(下)げ機械 雑工具等 
支保工仮設材、安

全ネット等 

 

3-2 鉄筋工 

鉄筋工は、「第 VI 編 第 2 章 1)-1 鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。 
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4. 単価表 

（1） T 形橋脚 10m3 当り単価表表［橋台・橋脚工（1）］ 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.2～表 3.4 

特殊作業員  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

コンクリート  m3 10.2  

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日 0.06 

表 3.2～表 3.4 

機械損料 

圧送管組立・撤去費  m3 10 
単価表(4) 

必要に応じて計上（注） 

養生工（特殊養生）  式 1 必要に応じて計上（注） 

雑工種 
基礎材敷設転圧  式 1 必要に応じて計上 

均しコンクリート打設  〃 1 必要に応じて計上 

諸雑費  式 1 表 3.2～表 3.4 

計【S3070】     

（注）1．圧送管組立・撤去費、養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象としない。 

2．養生工（特殊養生）については、「第 II 編 第 4 章 コンクリート工 1)コンクリート工 5-3 養

生工（特殊養生）」、「第 II編 第 5 章 仮設工 13)-2 雪寒仮囲い工 5．養生工」によるものと

する。 

 

（2） 壁式橋脚 10m3 当り単価表［橋台・橋脚工（1）］ 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.5、表 3.6 

特殊作業員  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

コンクリート  m3 10.2  

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日 0.06 

表 3.5、表 3.6 

機械損料 

圧送管組立・撤去費  m3 10 
単価表(4) 

必要に応じて計上（注） 

養生工（特殊養生）  式 1 必要に応じて計上（注） 

雑工種 
基礎材敷設転圧  式 1 必要に応じて計上 

均しコンクリート打設  〃 1 必要に応じて計上 

諸雑費  式 1 表 3.5、表 3.6 

計【S3074】     

（注）1．圧送管組立・撤去費、養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象としない。 

2．養生工（特殊養生）については、「第 II 編 第 4 章 コンクリート工 1)コンクリート工 5-3 養

生工（特殊養生）」、「第 II編 第 5 章 仮設工 13)-2 雪寒仮囲い工 5．養生工」によるものと

する。 
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（3） 逆 T 式橋台 10m3 当り単価表［橋台・橋脚工（1）］ 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.7～表 3.12 

特殊作業員  〃  〃 

型わく工  〃  〃 

とび工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

コンクリート  m3 10.2  

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日 0.06 

表 3.7～表 3.12 

機械損料 

圧送管組立・撤去費  m3 10 
単価表(4) 

必要に応じて計上（注） 

養生工（特殊養生）  式 1 必要に応じて計上（注） 

雑工種 
基礎材敷設転圧  式 1 必要に応じて計上 

均しコンクリート打設  〃 1 必要に応じて計上 

諸雑費  式 1 表 3.7～表 3.12 

計【S3076】     

（注）1．圧送管組立・撤去費、養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象としない。 

2．養生工（特殊養生）については、「第 II 編 第 4 章 コンクリート工 1)コンクリート工 5-3 養

生工（特殊養生）」、「第 II編 第 5 章 仮設工 13)-2 雪寒仮囲い工 5．養生工」によるものと

する。 

 

（4） 圧送管組立・撤去費単価表（橋台・橋脚 10m3 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

普通作業員  人 0.46×L/B  

諸雑費  式 1 〃 

計     

（注）1．L は、コンクリートポンプ車から作業範囲 30m を超えた部分の圧送管延長とする。 

2．B：標準日打設量＝110m3 

 

（5） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

コンクリートポンプ車 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
機-20 

機械損料 1→コンクリートポンプ車

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →66 

機械損料数量 →1.03 

機械損料 2→コンクリート圧送管 

  （径 125mm） 

 単位→m・供用日 

 数量→L×1.03 

（注）L は、コンクリートポンプ車から作業範囲 30m を超えた部分の圧送管延長とする。 
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19)-2 橋台・橋脚工（2） 

1. 適用範囲 

本資料は、「第 IV 編 第 7 章 橋梁工 19)-1 橋台・橋脚工（1）」の適用範囲を外れた橋台・橋脚のコンクリート

打設に適用する。なお、適用可能な形式は、T 形橋脚（円形及び小判型含む）、壁式橋脚（小判型含む）及び逆 T

式橋台とし、同一構造物で、コンクリート強度が異なる場合、フーチングのみ又は躯体のみの施工の場合は適用出

来ない。適用を外れる橋台・橋脚については、「第 II 編 第 4 章 1)コンクリート工」等により別途計上する。 

2. 施工概要 

2-1 橋台・橋脚コンクリート打設歩掛 

橋台・橋脚におけるコンクリート打設歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.1 コンクリート打設歩掛（人/10m3 当り） 

 コンクリート打設量（m3/基） 
50m3 以上 

 名称 単位  

土木一般世話役 人 0.06 

特殊作業員 〃 0.18 

普通作業員 〃 0.24 

コンクリートポンプ車運転 日 0.06 

諸雑費率 ％ 3 

（注）1．コンクリートポンプ車の機種については、「第 IV編 第 7章 19)-1 橋台・橋脚工（1）」表 3.1

による。 

2．コンクリートのロス率は、+0.02 として上表に含めてある。 

3．上表には、ホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。 

4．諸雑費は、コンクリートバイブレータ損料及び電力に関する経費等の費用であり、上表の労務

費とコンクリートポンプ車運転費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5．コンクリートポンプ車配管打設にて施工する場合で圧送管組立・撤去が必要な場合は「第 II 編 

第 4 章 1)コンクリート工」により別途計上する。なお、コンクリート 1 日当り打設量は、110m3

を標準とする。 

6．養生については、「第 II編 第 4 章 1)コンクリート工」により別途計上する。 

 

2-2 型枠工 

型枠工は、「第 II 編 第 4 章 2)-1 型枠工」により別途計上する。 

2-3 鉄筋工 

鉄筋工は、「第Ⅵ編 第 2章 1)-1 鉄筋工（太径鉄筋含む）」により別途計上する。 

2-4 足場工 

足場工は、「第 II 編 第 5 章 7)-1 足場工」により別途計上する。 

2-5 支保工 

支保工は、「第 II 編 第 5 章 7)-2 支保工」により別途計上する。 

2-6 基礎材工 

基礎材工は、「第 II 編 第 2章 2)基礎・裏込砕石工」により別途計上する。 

2-7 均しコンクリート工 

均しコンクリート工は、「第 II 編 第 4 章 1)コンクリート工」により別途計上する。 

2-8 その他 

基礎コンクリート工及び目地設置工等が必要な場合は別途計上する。 
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3. 単価表 

（1） 橋台・橋脚コンクリート打設 10m3 当り単価表［橋台・橋脚工（2）］ 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 2.1 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

コンクリート  m3 10.2  

コンクリートポンプ車運転 
トラック架装・ブーム式 

圧送能力 90～110m3/h 
日 0.06 

〃 

機械損料 

圧送管組立・撤去費  m3 10 
(2)必要に応じて計上

（注） 

養生工  式 1 （注） 

諸雑費  式 1 表 2.1 

計【S3080】     

（注）1．圧送管組立・撤去費、養生工を計上した場合は諸雑費の対象としない。 

2．養生工については、「第 II 編 第 4 章 コンクリート工 1)コンクリート工 4-2 養生工、4-3 養

生工（特殊養生）」、「第 II編 第 5 章 仮設工 13)-2 雪寒仮囲い工 5．養生工」によるものと

する。 

 

（2） 圧送管組立・撤去費単価表 

圧送管組立・撤去費は、「橋台・橋脚工（1）4．単価表（4）圧送管組立・撤去費単価表（橋台・橋脚

10m3 当り）」を適用する。 

 

（3） 機械運転単価表 

機械運転単価表は、「橋台・橋脚工（1）4．単価表（5）機械運転単価表」を適用する。 
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20) 橋梁検査路架設工 

1. 適用範囲 

本資料は、鋼橋・PC 橋の橋台・橋脚・桁間へ橋梁検査路を設置する作業に適用する。 

検査路の材質は鋼製、アルミ製、FRP 製とする。なお、工場における鋼橋製作に検査路が含まれている場合、本

歩掛は適用できない。 

また、検査路更新工事において旧検査路撤去に関するアンカー孔処理、主桁ブラケット塗装等、撤去における一

切の作業は含まない。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

      

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
設
置 

         

準
備
・
機
材
搬
入 

 

足
場
設
置 

  

→ 

   

→ 

検
査
路
架
設 

 

足
場
撤
去 

 
機
材
搬
出
・
後
片
付
け 

     

→ 
       

 → → 
       

 

       

→   

       

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

3. 施工歩掛 

3-1 アンカーボルト設置歩掛 

検査路架設にかかるアンカーボルト設置歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.1 アンカーボルト設置歩掛  （100 本当り） 

名称 規格 単位 
数量 

足場有り 足場無し 

土木一般世話役  人 1.2 

特殊作業員  〃 1.3 

普通作業員  〃 0.7 

アンカーボルト 各種 本 100 

高所作業車運転 
トラック架装リフト（幅広デッ

キ、ブーム型）作業床高 12m 
日 - 1.1 

諸雑費率  ％ 2 

（注）1．本歩掛は、検査路を架設する際のアンカーボルト設置（コンクリート削孔含む）である。 

2．諸雑費は、ハンマドリル・発動発電機の損料、燃料等の費用であり、労務費の合計額に上表の

率を乗じた金額を上限として計上する。 

3．足場の設置は、別途計上する。 

4．高所作業車は、賃料とする。 

なお、現場条件等により上記の高所作業車規格により難い場合は、別途考慮する。 
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3-2 検査路架設歩掛 

検査路架設歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.2 検査路架設歩掛  （10m 当り） 

名称 規格 単位 
数量 

足場有り 足場無し 

土木一般世話役  人 0.7 

特殊作業員  〃 1.7 

普通作業員  〃 0.8 

トラック運転 
クレーン装置付ベーストラック 4t

級 吊能力 2.9t 
日 0.71 

高所作業車運転 
トラック架装リフト（幅広デッ

キ、ブーム型）作業床高 12m 
〃 - 0.71 

諸雑費率  ％ 0.3 

（注）1．本歩掛は、歩廊設置を含まない場合は適用できない。（（例）昇降設備のみ設置等） 

2．本歩掛は、トラック[クレーン装置付]により検査路を架設（現地組立、ブラケット設置、昇降

設備設置含）するものである。 

3．諸雑費は、インパクトレンチ・チェーンブロックの損料の費用であり、労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4．足場の設置は、別途計上する。 

5．高所作業車は、賃料とする。 

なお、現場条件等により上記の高所作業車規格により難い場合は、別途考慮する。 

6．トラック[クレーン装置付]は、賃料とする。 

なお、現場条件等により上記のトラック[クレーン装置付]規格により難い場合は、別途考慮す

る。 

7．検査路の数量は、歩廊長（中心延長）とする。 

4. 日当り施工量 

日当り施工量は、次表を標準とする。 

作業名 
作業日当り標準作業量 

摘要 
足場有り 足場無し 

アンカーボルト設置 92 本/日  

検査路架設 14m/日  

5. 単価表 

（1） アンカーボルト設置 100 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.1 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

アンカーボルト 各種 本 100  

高所作業車運転 

トラック架装リフト（幅広デ

ッキ、ブーム型）作業床高

12m 

日  

表 3.1 

機械賃料 

足場を使用しない場合に計上 

諸雑費  式 1 表 3.1 

計     
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（2） 検査路架設 10m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

トラック運転 

クレーン装置付 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 

日  
表 3.2 

機械賃料 

高所作業車運転 

トラック架装リフト（幅広デ

ッキ、ブーム型）作業床高

12m 

〃  

表 3.2 

機械賃料 

足場を使用しない場合に計上 

諸雑費  式 1 表 3.2 

計     

（注）検査路の材料費は、別途計上する。 

（3） 機械運転単価表 

名称 規格 適用単価表 指定事項 

高所作業車 

トラック架装リフト（幅

広デッキ、ブーム型）作

業床高 12m 

機-28 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →23 

機械賃料数量 →1.36 

トラック 

クレーン装置付 

ベーストラック 4t 級 

吊能力 2.9t 

機-28 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →29 

機械賃料数量 →1.31 
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1) 公園植栽工 

1. 適用範囲 

1-1 適用範囲 

本資料は、公園の植栽作業及び移植作業に適用する。 

なお、高木とは樹高 3m 以上、中低木とは樹高 3m 未満とする。 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

（1）植栽工（植栽） （2）植栽工（支柱設置） （3）移植工   （4）地被類植付工 

                                                  

準備   準備   準備   準備 

    ↓           ↓           ↓           ↓     

配植   支柱建込   床掘り、掘下げ   地拵え 

    ↓           ↓           ↓           ↓     

植穴堀   支柱結束   吊上げ、養生   植付け 

    ↓           ↓           ↓           ↓     

植付け   後片付け   根巻き   目土かけ 

    ↓                        ↓           ↓     

埋戻し                幹巻き   後片付け 

    ↓                        ↓                  

養生                埋戻し              

    ↓                        ↓                  

後片付け                運搬              

                              ↓                  

                          植栽              

                              ↓                  

                          後片付け              

（注）本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

図 2-1 施工フロー 
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3. 施工歩掛 

3-1 植栽工 

（1） 植栽 

植栽は、配植、植穴掘、植付け、埋戻し、養生までの作業を行うもので、施工歩掛は、次表を標準とす

る。なお、中低木は別途考慮する。 

 表 3.1 植栽歩掛  （100 本当り） 

形状寸法 

（cm） 

名称（人） 

機械運転時間（h） 運転日数（日） 

トラック 

(クレーン装置付) 

ベーストラック 

4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

小型バックホウ 

(クローラ型) 

標準型・ 

排出ガス対策型 

(第 3 次基準値) 

山積 0.13m3 

(平積 0.1m3) 

ラフテレーンクレ

ーン 

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型 

(第 1 次基準値) 

4.9t 吊 

土木 

一般 

世話役 

造園工 普通作業員 

高
木 

（幹周）15

未満 
3.2 16.1 9.6 

－ 

－ 

－ 

15 以上 25〃 5.4 27.4 
9.7 

（16.3） 

1.9 

（－） 

25〃 40〃 5.0 23.0 
14.0 

（55.0） 
47.0 

2.1 

(－) 

40〃 60〃 10.0 44.0 
26.0 

（87.0） 
57.0 

4.8 

(－) 

60〃 90〃 16.0 74.0 
45.0 

（190.0） 
－ 

10.5 

(－) 
9.0 

（注）1．高木の幹周 15cm 以上は、機械施工を標準とする。ただし、現場の障害物等により、機械施工が

出来ない場合は、（ ）内の数値を採用する。 

2．幹周は、地際より高さ 1.2m の周囲長とする。なお、幹が枝分かれ（株立樹木）している場合の

幹周は各々の総和の 70％とする。 

3．残土を植栽付近に敷均しする歩掛、また残土として運搬車へ積込む歩掛は、上表に含む。それ

以外の残土処分が必要な場合は、別途計上する。また、運搬歩掛は含まない。 

4．支柱設置歩掛は含まない。 

5．標準的植穴掘以外の施工は、別途考慮する。 

6．現場条件により、上表により難い場合は、別途考慮する。 

7．ラフテレーンクレーン・小型バックホウは、賃料とする。 

8．上表は根鉢付樹木の標準歩掛であるため、ふるい根の場合は、別途考慮する。 

9．本歩掛の埋戻作業には、肥料、土壌改良剤を混合する場合も含まれる。 

10.上表には、100m 程度の現場内小運搬を含む。 
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（2） 支柱設置 

支柱設置は、建込み、結束からなり、支柱形式別、支柱材料及び歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.2 支柱材料及び設置歩掛 

名称 形状寸法 
単
位 

植樹 100本当り 

二脚鳥居 

支柱 

(添木付) 

二脚鳥居 

支柱 

(添木なし) 

三脚鳥居 

支柱 

十字鳥居 

支柱 

二脚鳥居 

組合せ 

八ッ掛 

(三脚) 

(竹) 

八ッ掛 

(丸太) 

L=4m 

八ッ掛 

(丸太) 

L=6～7m 

適用範囲 高木(幹周) cm 30 未満 
20 以上 

30 未満 

30 以上 

60 未満 

30 以上 

60 未満 

40 以上 

75 未満 
20 未満 

20 以上 

35 未満 

30 以上 

75 未満 

土木一般 

世話役 
 人 1.8 1.3 1.8 2.7 3.6 1.3 2.0 3.1 

造園工  〃 10.2 7.7 10.2 15.3 20.4 7.4 11.1 17.6 

普通作業員  〃 5.9 4.4 5.9 8.9 11.8 4.3 6.4 10.2 

杉丸太 長 0.6m×末口 6cm 本 100 100     300 300 

〃 〃0.6×〃7.5 〃   100      

〃 〃0.75×〃7.5 〃    200 400    

〃 〃1.8×〃6 〃 200 200       

〃 〃1.8×〃7.5 〃   300 200     

〃 〃2.1×〃7.5 〃    200 400    

〃 〃4.0×〃6 〃       300  

〃 〃6.3×中径 6 〃        300 

杉梢丸太 〃4.0×末口 3 〃 100        

竹 末口 2.5cm 〃      注(3)   

諸雑費率  ％ 4 4 3 3 2 6 4 3 

（注）1．諸雑費は、ハンマ、ペンチ、きり、かけや、緑化テープ、しゅろ縄、洋釘、鉄線等の費用であり、労務

費、材料費の合計額に上表の率を乗じた額を上限として計上する。 

2．適用範囲外の支柱を用いる場合、又は、現場条件により上表により、難い場合は、別途考慮する。 

3．竹は、必要量を計上する。 

4．上表には、100m 程度の現場内小運搬を含む。 
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3-2 移植工 

移植工は、掘取、運搬、植栽からなる。 

（1） 掘取 

掘取は、人力又は小型バックホウによる床掘り、掘下げ、クレーンによる吊上げ及び養生、根巻き、埋

戻しであり施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.3 掘取歩掛  （100 本当り） 

形状寸法 

（cm） 

名称(人) 機械運転時間(h) 運転日数(日) 

諸雑費率 

（％） 土木一般

世話役 
造園工 普通作業員 

トラック 

(クレーン装置付) 

ベーストラック 

4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

小型バックホウ 

(クローラ型) 

標準型・排出ガス

対策型 

(第 3次基準値) 

山積 0.13m3 

(平積 0.1m3) 

ラフテレーンクレ

ーン 

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型 

(第 1次基準値) 

4.9t 吊 

中

低

木 

(樹高) 50 未満 
0.3 

(0.2) 

2.0 

（1.6） 

1.6 

（1.6） 

－ － － 

4 

50 以上 100〃 
0.4 

(0.3) 

2.9 

（2.4） 

2.3 

（2.3） 
4 

100以上 200〃 
0.7 

(0.6) 

5.4 

（4.5） 

4.5 

（4.5） 
5 

200〃 300〃 
1.7 

(1.4) 

13.0 

（10.0） 

11.4 

（11.4） 
3 

高
木 

(幹周) 15 未満 
2.0 

(1.7) 

10.3 

（8.5） 

6.1 

（6.1） 
－ － 

－ 

5 

15 以上 25 未満 
4.4 

(3.6) 

22.1 

（18.3） 

13.2 

（13.2） 
5 

25〃 40〃 
7.0 

(6.0) 

36.0 

（31.0） 

13.0 

（13.0） 

9.0 

（9.0） 

6.4 

（6.4） 
7 

40〃 60〃 
10.0 

(9.0) 

55.0 

（49.0） 

21.0 

（21.0） 

13.0 

（13.0） 

9.1 

（9.1） 
7 

60〃 90〃 
17.0 

（14.0） 

88.0 

（78.0） 

34.0 

（34.0） 
－ 

14.8 

（14.8） 

3.0 

（3.0） 
9 

（注）1．上表の（ ）内の数値は、根巻きを行わない場合の歩掛である。 

2．あらかじめ根切りを行い埋戻しておき、後日移植する場合は、別途計上する。 

3．幹周は、地際より 1.2m の幹の周囲長とする。なお、幹が枝分かれ（株立樹木）している場合の

幹周は、各々の総和の 70％とする。 

4．高木の幹周 25cm 以上は、機械施工を標準とする。 

5．高木の幹周 25cm 以上は、積込み、卸し時間を含む。 

6．掘取後の残土は埋戻しとして含むが、不足土量に係る費用が必要な場合は別途計上する。 

7．現場条件により、上表により難い場合は、別途考慮する。 

8．ラフテレーンクレーン、小型バックホウは、賃料とする。 

9．上表は、根鉢付樹木の標準歩掛であるため、ふるい根の場合は、別途考慮する｡ 

10.諸雑費は、根巻きを行う場合の、わらなわ・緑化テープの費用であり、労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。根巻を行わない場合は計上しない。 

11.上表には、100m 程度の現場内小運搬を含む。 
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（2） 幹巻き 

幹巻きが必要な場合は、次表を標準とする。 

 表 3.4 幹巻き歩掛  （100 本当り） 

形状寸法・幹周 

(cm) 

名称（人） 
諸雑費率 

(％) 土木一般世話役 造園工 普通作業員 

25 以上 40 未満 1.1 4.9 1.9 15 

40〃 60〃 2.0 8.7 3.4 16 

60〃 90〃 3.2 14.2 5.5 20 

（注）1．幹周は、地際より 1.2m の幹の周囲長とする。なお、幹が枝分かれ（株立樹木）している場合の

幹周は、各々の総和の 70％とする。 

2．現場条件により、上表により難い場合は、別途考慮する。 

3．諸雑費は、しゅろ縄・緑化テープの費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

4．上表には、100m 程度の現場内小運搬を含む。 

 

（3） 運搬 

樹木運搬歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.5 運搬歩掛  （100 本当り） 

形状寸法（cm） 運搬機械 積載量（本） 

運搬距離 5km ま

での運搬時間

（h） 

5km を超え 5km 増

す毎に加算する

運搬時間（h） 

中
低
木 

(樹高) 50 未満 

トラック 

(クレーン装置付) 

ベーストラック 

4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

110 6.6 0.5 

50 以上 100〃 50 9.4 1.0 

100〃 200〃 45 11.7 1.1 

200〃 300〃 45 15.0 1.1 

高
木 

(幹周) 15 未満 20 21.3 2.4 

15 以上 25 未満 13.3 29.4 3.8 

25〃 40〃 7.7 8.7 8.7 

40〃 60〃 2.5 20.5 20.5 

60〃 90〃 1.0 49.0 49.0 

（注）1．運搬距離が 5km を超える場合は、超えた距離 5km毎に、右の欄の値を左の欄の値へ加算する。 

2．中低木・高木の幹周 25cm未満については、積込み・取卸し時間を含み、高木の幹周 25cm 以上

は積込み・取卸し時間を含まない。 

 

（4） 植栽工 

施工歩掛は、3-1 植栽工表 3.1 植栽歩掛を適用する。 
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3-3 地被類植付工 

（1） 張芝工 

張芝は、地拵え、植付け、目土かけからなり、施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 3.6 張芝工歩掛（100m2 当り） 

名称 単位 数量 

土木一般世話役 人 0.2 

造園工 〃 1.1 

普通作業員 〃 2.3 

目土使用量 m3 2.7 

芝 
ベタ張 m2 100 

目地張 〃 必要量を計上 

諸雑費率 ％ 4 

（注）1．上表は、ベタ張、目地張に適用し、市松張、すじ張の場合は、適用外とする。 

2．諸雑費は、芝串を必要とする場合に計上し、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。芝串を必要としない場合は計上しない。 

3．現場条件により、上表により難い場合は別途考慮する。 

4．上表には、100m 程度の現場内小運搬を含む。 

4. 単価表 

（1） 高木植栽 100 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.1 

造園工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

樹木 幹周○○cm 本 100 樹種名を記入 

改良剤  kg  必要量を計上 

支柱  本  単価表(2)による 

トラック運転 

クレーン装置付 

ベーストラック 4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

h  

表 3.1 

高木幹周 25cm 以上 60cm 未満に計上 

機械損料 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)4.9t 吊 
日  

表 3.1 

高木幹周 60cm 以上に計上 

機械賃料 

小型バックホウ（クロ

ーラ型）運転 

標準型・排出ガス対策型(第 3次

基準値)山積 0.13m3(平積 0.1m3) 
〃  

表 3.1 

高木幹周 15cm 以上に計上 

機械賃料 

諸雑費  式 1  

計【S6600】     
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（2） 支柱設置植樹 100 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

造園工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

杉丸太 ○○m、○○cm 本  〃 

〃 ○○m、○○cm 〃  〃 

杉梢丸太 ○○m、○○cm 〃  〃 

〃 ○○m、○○cm 〃  〃 

竹 ○○cm 〃  〃 

〃 ○○cm 〃  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計【S6604】【S6606】

【S6608】【S6610】

【S6612】【S6614】 

    

 

（3） 掘取 100 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.3 

造園工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

トラック運転 

クレーン装置付 

ベーストラック 4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

h  

表 3.3 

高木幹周 25cm 以上 60cm 未満に計上 

機械損料 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 1 次基準値)4.9t 吊 
日  

表 3.3 

高木幹周 60cm 以上に計上 

機械賃料 

幹巻  本 100 単価表(4) 

小型バックホウ（クロ

ーラ型）運転 

標準型・排出ガス対策型(第 3次

基準値)山積 0.13m3(平積 0.1m3) 
日  

表 3.3 

高木幹周 25cm 以上に計上 

機械賃料 

諸雑費  式 1 表 3.3 

計【S6620】     

 

（4） 幹巻き 100 本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.4 

造園工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計【S6628】     
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（5） 運搬工（中低木・高木）100本当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

トラック運転 

クレーン装置付 

ベーストラック 4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

h  
表 3.5 

機械損料 

諸雑費  式 1  

計【S6621】     

 

（6） 張芝工 100m2 当り植付け単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 3.6 

造園工  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

芝  m2  芝名を記入 

目土  m3 2.7 目地張の場合の数量は必要量とする 

諸雑費  式 1 表 3.6（注） 

計【S6405】     

（注）芝串を必要とする場合のみ、労務費の合計額に表 3.6 の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

（7） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

小型バックホウ 

（クローラ型） 

標準型・排出ガス対策型(第 3次

基準値)山積 0.13m3(平積 0.1m3) 
機-28 

運転労務数量 →1.00 

燃料消費量 →20 

機械賃料数量 →1.63 

トラック 

クレーン装置付 

ベーストラック 4～4.5t 積 

吊能力 2.9t 

機-1  

 

5. 植栽工事の割増積算 

新植樹木等の植樹割増しとして、下記の費用を加算する。ただし、移植及び根廻し工事に係わるものは除く。 

割増経費＝「材料費＋労務費＋機械経費」×0.5％ 

6. 参考資料 

6-1 鉢容量及び植穴容量 

 表 6.1（a）鉢容量及び植穴容量 

形状 
幹周 

(cm) 

鉢径 

(cm) 

鉢の深さ 

(cm) 

植穴径 

(cm) 

植穴深さ 

(cm) 

鉢容量 

(m3) 

植穴容量 

(m3) 

高
木 

10 未満 33 25 69 37 0.017 0.09 

10 以上 15〃 38 28 75 40 0.028 0.14 

15〃 20〃 47 33 87 46 0.061 0.27 

20〃 25〃 57 39 99 53 0.11 0.44 

25〃 30〃 66 45 111 59 0.17 0.65 

30〃 35〃 71 48 117 62 0.21 0.76 

35〃 45〃 90 59 141 75 0.4 1.34 

45〃 60〃 113 74 171 90 0.74 2.28 

60〃 75〃 141 91 207 109 1.32 3.7 

75〃 90〃 170 108 243 128 2.08 5.45 
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 表 6.2（b）鉢容量及び植穴容量 

形状 
樹高 

(cm) 

鉢径 

(cm) 

鉢の深さ 

(cm) 

植穴径 

(cm) 

植穴深さ 

(cm) 

鉢容量 

(m3) 

植穴容量 

(m3) 

中
低
木 

30 未満 15 8 29 23 0.001 0.015 

30 以上 50 未満 17 10 33 26 0.002 0.022 

50〃 80〃 20 12 37 28 0.004 0.030 

80〃 100〃 22 13 41 31 0.005 0.040 

100〃 150〃 26 16 46 35 0.008 0.057 

150〃 200〃 30 19 54 40 0.013 0.090 

200〃 250〃 35 23 61 46 0.022 0.133 

250〃 300〃 40 26 69 51 0.032 0.188 

（注）（埋戻不足土量）＝（鉢容量） 

6-2 支柱形式参考図 

[1]二脚鳥居支柱（添木付） 

 
 

[2]二脚鳥居支柱（添木なし） 
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[3]三脚鳥居支柱 

 

 

[4]十字鳥居支柱 

 

 

[5]二脚鳥居組合せ四脚支柱 
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[6]八ッ掛（三脚）（竹）竹三本支柱 

 

 

[7]八ッ掛（三脚）（丸太）L=4m 

[8]八ッ掛（三脚）（丸太）L=6m～7m 

 丸太三本支柱 
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2) 公園除草工 

1. 適用範囲 

本資料は、公園の除草及び集草、積込・運搬に適用する。 

ただし、景観を重視し、かつ除草回数が 1 回/月を超える場合については適用除外とする。 

 

2. 施工概要 

施工フローは、下記を標準とする。 

障
害
物
除
去 

→ 

除
草
作
業 

→ 

集
草
作
業 

→ 

積
込
・
運
搬
作
業 

→ 
処
分 

（注）1．本歩掛で対応しているのは、着色部分のみである。 

2．障害物とは石やゴミ等である。 

 図 2.1 施工フロー 
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3. 工法の選定 

除草工法の選定は、次図による。 

図 3-1 工法の選定フロー 

     工法の選定                   
                       
                    ↓      
                         
                           
                           
                   植栽地、花壇、     
            ある          
     人力抜根 ←      芝地等で抜根を行う必要が   
              
                   ある。     
                       
                           
                           
                    ↓ なし    
                       
                           
                           
                   貴重種が     
            ある          
 ←              あり人力で除草を行う   
                  
                   必要がある。     
                       
                           
                           
                    ↓ なし    
                       
                           
            未満              
        ←         法勾配 1：1.9     
                      
                           
                           
                    ↓ 以上    
                       
                           
                           
                   不陸     
            不可能          
        ←       （ハンドガイド式の作業）   
                  
                        
                       
                           
                           
                    ↓ 可能    
                       
                           
                           
                   地形条件等に     
            ある          
        ←       より、ハンドガイド式を使用し   
                  
                   ては危険     
                       
                           
                           
       ↓            ↓ なし    
                     
                           
                           
                樹木等が障害     
          未満        
    樹木等が障害となるため機械  ←  にならなく施工面積が広い   
          
      が入れない          (4,000m2 以上)     
                   
   入れない                      
                        

↓ ↓    ↓ 入れる         ↓ 以上    
              

人力除草 
  機械除草Ⅰ 

肩掛式 

       機械除草Ⅱ 

ハンドガイド式＋肩掛式 

  
           
           

                           

4. 人力除草 

4-1 人力除草施工歩掛 

人力除草 1,000m2 当りの歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.1 人力除草歩掛（1,000m2 当り） 

名称 単位 数量 

土木一般世話役 人 0.97 

普通作業員 〃 6.8 

諸雑費率 ％ 2 

（注）1．障害物の除去は、上記歩掛に含む。 

2．諸雑費は、鎌等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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4-2 人力抜根施工歩掛 

人力抜根 1,000m2 当りの歩掛は、次表を標準とする。 

 表 4.2 人力抜根歩掛（1,000m2 当り） 

名称 単位 数量 

土木一般世話役 人 1.8 

普通作業員 〃 12.9 

諸雑費率 ％ 1 

（注）1．障害物の除去は、上記歩掛に含む。 

2．人力抜根に伴う人力除草は上記歩掛に含む。 

3．諸雑費は、鎌等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

5. 機械除草 

5-1 施工歩掛（機械除草Ⅰ肩掛式を用いて除草を行う場合） 

1,000m2 当りの歩掛は、次表を標準とする。 

 表 5.1 機械除草Ⅰ（肩掛式）歩掛 （1,000m2 当り） 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.18 

特殊作業員  〃 0.90 

普通作業員  〃 0.18 

軽作業員  〃 0.07 

草刈機損料 肩掛式カッタ 径φ255mm 日 0.90 

諸雑費率  ％ 20 

（注）1．上表には、補助刈り（機械除草にかかわる人力による除草）を含む。 

2．障害物の除去は、上記歩掛に含む。 

3．諸雑費は、ガソリン、切刃、鎌等の費用であり、労務費、機械損料の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 

 

5-2 施工歩掛（機械除草Ⅱハンドガイド式及び肩掛式を用いて作業を行う場合） 

1,000m2 当りの歩掛は、次表を標準とする。 

 表 5.2 機械除草Ⅱ（ハンドガイド式＋肩掛式）歩掛 （1,000m2 当り） 

名称 規格 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.09 

特殊作業員  〃 0.36 

普通作業員  〃 0.09 

軽作業員  〃 0.07 

草刈機損料 肩掛式カッタ 径φ255mm 日 0.18 

草刈機損料 
ハンドガイド式・笹/ヨシ等用 

刈幅 95cm 
〃 0.18 

諸雑費率  ％ 6 

（注）1．上表には、補助刈り（機械除草にかかわる人力による除草）を含む。 

2．障害物の除去は、上記歩掛に含む。 

3．諸雑費は、ガソリン、切刃、鎌等の費用であり、労務費、機械損料の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 
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6. 集草、積込・運搬 

6-1 施工歩掛 

1,000m2 当りの施工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 6.1 集草、積込・運搬歩掛  （1,000m2 当り） 

名称 規格 単位 集草 積込・運搬 

土木一般世話役  人 0.20 0.11 

普通作業員  〃 0.60 0.33 

トラック運転 普通型 2t 積 h － 1.6 

諸雑費率  ％ 6 2 

（注）1．集草、積込・運搬は、必要な工種のみ計上する。 

2．トラックの運転は公園内での運搬作業である。 

3．諸雑費は、熊手、竹箒、フォーク、ブルーシート等の費用であり、労務費、機械損料及び運転

経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4．廃棄、処分等が必要な場合は、別途計上する。 

 

6-2 運搬歩掛 

トラックによる公園外への運搬は、次表を標準とする。 

 表 6.2 トラック運搬時間  （1 台当り） 

運搬機種・規格 トラック普通型 2t 積 

DID 区間無し 

運搬距離(km) 
1.8 

以下 

3.2 

以下 

4.6 

以下 

6.0 

以下 

7.5 

以下 

9.1 

以下 

10.7

以下 

12.4

以下 

14.2

以下 

16.1

以下 

18.1

以下 

20.3

以下 

運搬時間(h) 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 

運搬距離(km) 
22.7

以下 

25.2

以下 

28.4

以下 

30.0

以下  

運搬時間(h) 1.3 1.4 1.5 1.6 

 

運搬機種・規格 トラック普通型 2t 積 

DID 区間有り 

運搬距離(km) 
1.7 

以下 

3.0 

以下 

4.3 

以下 

5.6 

以下 

7.0 

以下 

8.4 

以下 

9.8 

以下 

11.2

以下 

12.8

以下 

14.4

以下 

16.0

以下 

17.7

以下 

運搬時間(h) 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 

運搬距離(km) 
19.4

以下 

21.4

以下 

23.3

以下 

25.3

以下 

27.6

以下 

30.0

以下  

運搬時間(h) 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 

（注）1．運搬距離には、公園内の運搬距離は含まない。 

2．運搬距離、運搬時間は片道である。 

3．自動車専用道路を利用する場合には、別途考慮する。 

4．DID（人口集中地区）は、総務省統計局の国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図によるも

のとする。 

5．運搬距離が、30km を超える場合は、別途考慮する。 
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7. 総合歩掛 

7-1 総合歩掛（除草、集草、積込・運搬） 

除草から運搬までを一連作業として行う場合の歩掛は、次表とする。 

 表 7.1 総合歩掛（除草、集草、積込・運搬） （1,000m2 当り） 

名称 規格 単位 人力除草 機械除草Ⅰ 機械除草Ⅱ 

土木一般世話役  人 1.3 0.49 0.40 

特殊作業員  〃 － 0.90 0.36 

普通作業員  〃 7.7 1.1 1.0 

軽作業員  〃 － 0.07 0.07 

草刈機損料 肩掛式カッタ 径φ255mm 日 － 0.90 0.18 

草刈機損料 
ハンドガイド式・笹/ヨシ等

用 刈幅 95cm 
〃 － － 0.18 

トラック運転 普通型 2t 積 h 1.6 1.6 1.6 

諸雑費率  ％ 3 11 5 

（注）1．補助刈は、上表に含む。 

2．障害物の除去は、上記歩掛に含む。 

3．トラックの運転は、公園内での運搬作業である。 

4．諸雑費はガソリン、切刃、鎌、熊手、竹箒、フォーク、ブルーシート等の費用であり労務費、

機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5．廃棄、処分等が必要な場合は、別途計上する。 

 

8. 単価表 

（1） 人力除草、人力抜根 1,000m2当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 4.1 又は 4.2 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1 〃 

計     

 

（2） 機械除草 1 肩掛式 1,000m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 5.1 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

軽作業員  〃  〃 

草刈機 肩掛式 カッタ径φ255mm 日  
表 5.1 

機械損料 

諸雑費  式 1 表 5.1 

計     
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（3） 機械除草Ⅱハンドガイド式及び肩掛式 1,000m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 5.2 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

軽作業員  〃  〃 

草刈機 肩掛式 径φ255mm 日  
表 5.2 

機械損料 

草刈機 
ハンドガイド式・笹/ヨシ等用 

刈幅 95cm 
〃  

表 5.2 

機械損料 

諸雑費  式 1 表 5.2 

計     

 

（4） 集草、積込・運搬 1,000m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 6.1 

普通作業員  〃  〃 

トラック運転 普通型 2t 積 h  
表 6.1 

機械損料 

諸雑費  式 1 表 6.1 

計     

 

（5） トラック運搬 1 台当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

トラック運転 普通型 2t 積 h  
表 6.2 

機械損料 

諸雑費  式 1  

計     

 

（6） 総合歩掛 1,000m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

土木一般世話役  人  表 7.1 

特殊作業員  〃  〃 

普通作業員  〃  〃 

軽作業員  〃  〃 

草刈機 肩掛式 カッタ径φ255mm 日  
表 7.1 

機械損料 

草刈機 
ハンドガイド式・笹/ヨシ等用 

刈幅 95cm 
〃  

表 7.1 

機械損料 

トラック運転 普通型 2t 積 h  
表 7.1 

機械損料 

諸雑費  式 1 表 7.1 

計     

 

（7） 機械運転単価表 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

トラック 普通型 2t 積 機-6  

 

■広島市



第 V 編 公園 第 1 章 公園植栽工 

3)公園工 

土木工事標準積算基準書 令和 5年 8 月 広島県 

V-20 

3) 公園工 

1. 適用範囲 

本資料は、公園緑地の工事に適用する。 

2. 施工歩掛 

2-1 機械土工 

（1） 公園工事用小型機械 

1)   トラクター（1t 級） 

1 時間当り作業量の算定式は、次のとおりとする。 

Vt= 

60・W・V・E 

（m2/h） 

N 

W：平均幅(m) 

V：作業速度（m/min） 

E：作業効率 

N：作業回数 

 表 2.1 W・V・E・N 標準数値 

作業 
W 

(m) 

V 

(m/min) 

E 
N 摘要 

砂、砂質土 レキ質土、粘性土 

耕起 1.60 24.3 
0.80 0.70 

2  

砕土・整地 1.90 28.8 2 オフセットディスクハロー 

肥料散布 1.80 41.1 
1.00 1.00 

1 
ブロードキャスター 

ライムソワー 

播種 1.80 24.3 1 ブロードキャスター 

 

 表 2.2 小型機械土工（トラクター）歩掛 （1m2 当り） 

名称 規格 単位 数量 摘要 

トラクター運転 1t 級 h  1/Vt 

 

 

2-2 石工 

（1） コンクリート表面はつり、つつき仕上げ工 

コンクリート表面はつり、つつき仕上げ工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.3 コンクリート表面はつり、つつき仕上げ工歩掛表 （1m2 当り） 

作業 名称 単位 数量 備考 

コンクリート表面はつり仕上げ 石工 人 0.38  

コンクリートつつき仕上げ 石工 〃 0.25  

（注）1．はつり仕上げ…一般に、のみ・たがねを用いてコンクリート面を削る作業をいう。 

切削深さはおおむね 5～10mmである。 

2．つつき仕上げ…主として、トンボ又はこれに類する工具を用いてコンクリート面をつつく作業

をいう。切削深さはおおむね 3～5mm である。 
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2-3 舗装工 

（1） レンガ舗装工 

レンガ舗装工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.4 レンガ舗装工歩掛  （100m2 当り） 

名称 規格・形状 単位 
数量 

摘要 
A（平敷き） B（小端立て敷き） 

普通レンガ 
JIS3 種 

210×100×60 
個 4,338 6,817  

ブロック工  人 9.9 17.7 据付手間 

普通作業員  〃 6.6 11.0 同上手伝い、現場内小運搬 

（注）1．モルタル練等は材料費のみ別途計上する。 

2．舗装材料の現場内小運搬は、運搬距離 20m 程度とする。 

3．モルタルは「第 II 編第 4章 1)コンクリート工」により別途計上し、これにより難い場合は別

途考慮する。 

 

（2） 参考図 

1)  平敷き（RH-HA、路盤厚 100 の例） 

 

2)  小端立て敷き（RH-KA、路盤厚 100 の例） 
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2-4 縁石工 

（1） レンガ縁石工 

レンガ縁石工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.5 レンガ縁石工歩掛  （100m 当り） 

名称 規格・形状 単位 
数量 

摘要 
A B C D E 

普通レンガ 
JIS3 種 

210×100×60 
個 477 1,500 1,500 955 955 ロス 5％含む 

目地モルタル 1:3 m3 0.02 0.3 0.3 0.2 0.2  

ブロック工  人 1.8 6.0 6.0 3.8 3.8 据付け 

普通作業員  〃 0.3 1.1 1.1 0.7 0.7 手伝い 

（注）1．基礎は別途計上する。 

2．レンガ等の小運搬は、運搬距離 20m 程度とする。 
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2-5 排水工 

（1） 硬質塩化ビニール管布設（JSWAS K-1） 

硬質塩化ビニール管布設歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.6 硬質塩化ビニール管布設歩掛 （100m 当り） 

管径 

（呼び径） 

（mm） 

管長 

（m） 

労務歩掛 材料 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

接着剤 

（kg） 

滑材 

（kg） 

100 4.0 2.30 4.30 0.40 0.30 

125 4.0 2.50 4.80 0.50 0.40 

150 4.0 2.80 5.10 0.80 0.50 

200 4.0 3.10 6.30 1.40 0.60 

250 4.0 3.30 7.50 2.30 0.90 

（注）1．本労務歩掛は、接着受口、ゴム輪受口いずれも同一とする。 

2．本歩掛は管の接合、据付作業一式及び材料現場内小運搬を含む。 

3．小運搬距離は、20m 程度とする。 

4．管の切断ロス等による割増率は 1％とする。 

5．接着剤は、接着受口管の場合に計上し、滑材はゴム輪受口管の場合に計上する。 

6．卵形管の呼び径 100mm～250mm の布設歩掛は本歩掛（材料も含む。）と同一とする。 
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2-6 給水工 

（1） 配管工 

1)  水道用鋼管布設（人力吊込布設） 

水道用鋼管布設（人力吊込布設）歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.7 水道用鋼管布設（人力吊込布設）歩掛 （100m 当り） 

内径 

屋外配管 屋内配管（給水・排水・通気） 

配管工 

（人） 

配管工 

（人） 

1/2 インチ （15mm） 6.7 10.7 

3/4 （20mm） 7.6 12.0 

1  （25mm） 9.3 14.8 

1・1/4 （32mm） 11.4 18.1 

1・1/2 （40mm） 12.5 19.9 

2  （50mm） 15.7 25.0 

2・1/2 （65mm） 20.5 32.5 

3  （80mm） 23.2 36.8 

4  （100mm） 30.3 48.1 

5  （125mm） 35.9 56.9 

6  （150mm） 43.6 69.2 

（注）1．本表の屋内工事の歩掛は、高架（高置）水槽等の配管に適用する。 

2．屋外配管 

(1)ねじ立て接合、弁取付（制水弁を除く。）、現場内小運搬及び水圧試験を含む。 

(2)床掘り及び埋戻しは、含まない。 

3．屋内配管 

(1)ねじ立て接合、支持金物取付、弁取付、現場内小運搬及び水圧試験を含む。 

4．本表の現場内小運搬の距離は、20m 程度とする。 

5．材料の割増率は屋外 5％、屋内 10％とする。 

 

 表 2.8 継手材料 

 屋外 屋内 

塩化ビニールライニング鋼管 材料費の 35％ 材料費の 90％ 

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管 材料費の 55％ 材料費の 110％ 

 

2)  水道用硬質塩化ビニール管布設（屋外給水用） 

水道用硬質塩化ビニール管布設（屋外給水用）歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.9 水道用硬質塩化ビニール管布設（屋外給水用）歩掛（1m 当り） 

内径（mm） 配管工（人） 

15 0.032 

20 0.043 

25 0.052 

30 0.055 

40 0.071 

50 0.090 

65 0.114 

75 0.133 

（注）1．本表は、接合、現場内小運搬及び水圧試験を含むが、土工工事は含まない。 

2．本表の現場内小運搬の距離は、約 20m とする。 

3．材料の割増率は 5％とする。弁材料は別途計上する。 
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 表 2.10 継手材料 

 屋外 屋内 

硬質塩化ビニール管継手 材料費の 25％ 材料費の 55％ 

 

3)  水栓類取付工 

水栓類取付工歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.11 水栓類取付歩掛表（1 個当り） 

名称 単位 
口径 

15 20 25 

各種水栓 個 1.0 

配管工（各種水栓） 人 0.07 0.08 0.09 

散水栓（箱共） 個 1.0 
 

配管工（箱共） 人 0.35 0.35 

（注）1．新規散水栓（箱共）を設置する場合は、散水栓（箱共）と配管工（箱共）を適用する。 

2．既存の箱内に水栓を設置する場合は、各種水栓と配管工（各種水栓）を適用する。 

3．箱内に 2 個以上の水栓を設置する場合は別途考慮すること。 

 

2-7 小型工作物工 

2-7-1 ベンチ据付 

ベンチ据付歩掛は、次表を標準とする。 

 表 2.12 ベンチ据付歩掛  （10 基当り） 

質量 

名称 

20kg 未満 20kg 以上 30kg 未満 30kg 以上 40kg 未満 

特殊作業員 普通作業員 特殊作業員 普通作業員 特殊作業員 普通作業員 

スツール 0.10 人 0.40 人 0.15 人 0.60 人 ― ― 

背なしベンチ ― ― 0.24 人 0.96 人 0.28 人 1.12 人 

背付きベンチ ― ― 0.28 人 1.12 人 0.34 人 1.36 人 

 

質量 

名称 

40kg 以上 50kg 未満 50kg 以上 
材質 

特殊作業員 普通作業員 特殊作業員 普通作業員 

スツール ― ― ― ― 磁器製、木製等とする。 

背なしベンチ 0.32 人 1.28 人 ― ― 木製、FRP 製、硬質塩化ビニ

ール製、鋳鉄製、パイプ製等

とする。 背付きベンチ 0.40 人 1.60 人 0.46 人 1.84 人 

（注）石材、コンクリート製等については別途計上する。 
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3. 単価表 

（1） 小型機械土工（トラクター）1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

トラクター運転 1t 級 h  1/Vt(10)単価表 表 2.2 

諸雑費  式 1  

計【S6030】     

 

（2） コンクリート表面はつり、つつき仕上げ 1m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

石工  人  表 2.3 

諸雑費  式 1  

計【S6158】     

 

（3） レンガ舗装工 100m2 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

普通レンガ JIS3 種 210×100×60 個  表 2.4 

ブロック工  人  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計【S6298】     

 

（4） レンガ縁石工 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

普通レンガ JIS3 種 210×100×60 個  表 2.5 

目地モルタル 1：3 m3  〃 

ブロック工  人  〃 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計     

 

（5） 硬質塩化ビニール管布設 100m当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

普通作業員  人  表 2.6 

特殊作業員  〃  〃 

硬質塩化ビニール管  m  〃 

接着剤  kg  〃 

滑材  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計【S6520】     
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（6） 水道用鋼管布設 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

配管工  人  表 2.7 

水道用鋼管  m  
必要に応じ継手材料含む 

表 2.7、2.8 

諸雑費  式 1  

計【S6730】     

 

（7） 水道用硬質塩化ビニール管布設 100m 当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

配管工  人  表 2.9 

水道用硬質塩化ビニール管  m  
必要に応じ継手材料含む 

表 2.9、2.10 

諸雑費  式 1  

計【S6732】     

 

（8） 水栓類取付工 1 個当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

各種水栓  個  表 2.11 

配管工  人  〃 

散水栓（箱共）  個  〃必要により計上 

配管工  人  〃 〃 

諸雑費  式 1  

計【S6734】     

 

（9） ベンチ据付 10 基当り単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

ベンチ  基 10  

特殊作業員  人  表 2.12 

普通作業員  〃  〃 

諸雑費  式 1  

計【S6660】     

 

（10）トラクター運転単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

軽油  L 2.6  

特殊作業員  人 0.2  

機械損料  h 1  

諸雑費  式 1  

計【S6910】     

 

 

■広島市




